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　一章　宴のあと







　　　　　　　１




　アトール国公王マグリッド・アッティールはその人生で、三度、大きな読みちがえをした、と後世の歴史家はいう。

　一度目は、七年前。

　アトールの歴史は長い。かつて世界を統一していた魔ま道どう王朝が崩壊したあと、大陸を席せつ巻けんした混沌のうねりのなか、波から這はいあがるようにして誕生した国だ。が、西に目を転じれば、それよりもさらに歴史が長く、しかも国の規模たるやアトールを数倍しても足りぬほどの大勢力アリオンがどっしりとその巨体を横たえていた。

　必然的に、アトールはその巨体に踏ふみつぶされまいと、あらゆる局面のなかで大国の顔色をうかがってきた。アトールの歴史の長さとは、アリオンに使者を送り、貢みつぎ物ものを送ってきた時間の長さといえなくもない。

　アリオンより北東、アトールから見て西北西の付近に、シャザーンという国がある。国土の面積でいえばアトールをわずかに上まわるていどだが、北の沿岸諸国との関係が深く、交こう易えきが盛んなこともあって、財力の面ではアトールをはるかにしのぐ。鉄てつ砲ぽう、大砲といった銃じゆう火か器きの数はアリオンにも引けを取らぬというほどで、周辺からは『沈黙の王者』などと囁ささやかれていた。

　その三国──アリオン、アトール、シャザーンの国境が入り組んでいた地域があった。土地の性質上、何度か小こ競ぜりあいも起きたのだが、長い歴史のうちにいわば国境緩かん衝しよう地ち帯たいとして機能するようになり、どの勢力もにらみを利きかせながらも、深く足を踏ふみ入れようとはしなくなった。

　そこへ、突とつ如じよシャザーンが砦とりでを建てた。賊ぞく兵へい──国の命令で動きはするが、基本的にその雇やとい主や出身地を偽って行動することの多い傭よう兵へい──の集団を何度もこの地に送り込み、土地に住みつきかけていた山賊、野や盗とうの群れを追い払う、もしくは傘さん下かに従えると、彼らの力も借りて砦を建造。そこへシャザーンは正規兵をぞくぞく送り込んだ。

　これに驚いたのが、アリオン北東の国境警けい備びを担っていた将だ。彼は、ただちに城の門もん扉ぴを開いて砦に攻め寄せてきた。これはシャザーンにとっても予想外だった。国境を越えての軍事行動を起こす際には、当然、国王の判断を仰がねばならないはずで、しかもアリオン国の領土は広く、王都への連絡だけでも時間がかかるはず、とシャザーンは目もくしていたからだ。

　が──、二十代で玉座についたアリオン王は、血気盛んで、あらゆる反対勢力を力で押しつぶしてきた。古来、家臣は主君の本質に迎合する、という。この国境警備の将も、王の本質に従った。

（ここでうかうかと見過ごしては手遅れになる）

　と一人で判断して、近くの城や街にも遣つかいを出して援軍を求めつつ、まずは手勢五百を率いて打って出た。

　対する砦側はこの動きに焦った。本国シャザーンに伝令を走らせたのは当然だが、同時に、本国よりも近い位置にあるアトールにも救援を求めた。

　シャザーンとアトールは長いこと良好な関係にあったし、もとより、砦建造にはアトールも加担していた。このころのアリオンは領土拡張に熱心で、いつその手が東側に伸びるやも知れない、という危機感を両国は一致させていたからだ。シャザーンの突然に見える行動も、もとを正せばアリオン王の旺おう盛せいすぎる野心が招いたものだといえる。

　アトールにしてみれば、そんな危険な勢力と国境を接しているよりは、『沈黙の王者』が壁となってくれたほうがまだしもだ、と考えたのである。公王マグリッドはすぐさま五百以上の手勢を揃そろえて砦へ送った。

　が、これが読みちがえであった。

　シャザーンは当時、王が隠いん居きよをほのめかしはじめた時期にある。次の王位を巡って、二人の王子と王弟のあいだで後継者争いがひそかに進行しつつあった。国境緩衝地帯に砦を建造したのは、その後継者争いから一歩抜きん出ようとした若き王子の独断行為であり、決してシャザーン王の本意ではなかったのだ。

　さらに、この若き王子は、

「なにもアリオンの城を攻め落とし、領土をぶん捕どろうというのではない。アリオンはいまも国外といわず国内のいたるところに敵を抱えている。砦とりでの一つごときを建造したところで、本腰になろうとはすまいよ」

　と甘く考えていた節ふしがある。

　またこのとき、砦に攻め入っていたアリオンの勇ゆう猛もうな将が、その勇猛さゆえに不運な目にあった。砦に何度となく攻めかかっていた彼は、アトールの援兵に背後を衝つかれて討うち死じにしたのである。

　さらに悪いことが重なった。

　この戦果に、砦側が酔いしれた。正規兵はともかく、山さん賊ぞくやら賊ぞく兵へい、さらにアトールといった混然とした勢力をまとめあげる将しよう器きは、シャザーンの王子にはなかった。それどころか王子自らがこの勢いに乗り、先頭に立って、討ち死にした敵将の領内にわけ入った。村々は野や蛮ばんな兵たちによる乱取りの被害に遭あい、城下町にも火をかけられた。

　これにアリオン王は激げき昂こうした。この当時、南西のキラウー山付近で反乱勢力とにらみあっていた彼は、この陣から一千の兵を引き抜くと、すぐさま北に馬を飛ばしてほとんど不眠不休で五日、六日も駆けどおしたあと、領内に侵入していた勢力に襲おそいかかった。いくらアリオン領内は街道が整備されているといっても、この速度は尋じん常じようではない。これも精力、体力みなぎるアリオン王が指揮するからであろう。ただ若いだけで経験の足りないシャザーン王子などは歯が立たない。アリオン王に押されるがまま引きに引いて、では砦にこもるかと思いきや、その砦さえ素通りして、あっという間に自国領内に引きこもってしまった。

　シャザーンの正規兵が退ひけば、あとは賊兵、山賊、そしてアトールの手勢である。彼らも当然遁とん走そうした。シャザーンが建造した砦は瞬またたく間に燃え落ちた。

　その後、アリオン、シャザーン、アトールのあいだで協議がなされた。かつて国境緩かん衝しよう地ち帯たいだった地域は、この戦いで名をあげたアリオンのクロード・アングラット将軍の領土となり、結果としてシャザーンは国境線を北に押しさげられて、アトールは、第二公子レオ・アッティールをアリオンに人質として差し出さねばならなくなった。

　それが、公王マグリッドの第一の読みちがえ。

　戦いから七年が経過した。アリオン、アトールの関係はひとまずのところ凪なぎのような落ちつきを見せていたが、ここへきて事態が動いた。中立地帯に存在していたコンスコン寺院と、かつてその寺院に資金を出して復興を推進したアリオンとの関係が悪化。

　マグリッド・アッティールは、寺院からの要請を受けて援兵を出した。シャザーンのときと異なり、最初から関与していたわけではないにせよ、事態はそのときとよく似ている。

　アトールとアリオンのあいだにふたたび緊張が走った。アリオン側は、アトールの真意を確かめるべく使者を派は遣けん。公王マグリッドは難しい対応を迫られたが、使者ヘイデンの態度から、アリオンがすぐさま軍勢を派遣するつもりでないと直感して、かろうじて、表面上の友好関係ならば保てそうだというところまでこぎつけた。

　その上、予想外に喜ばしい事態が起こった。

　アリオン領に人質として出していた公子レオ・アッティールである。一度はその領内から逃げたということで、アリオンとの新たな火ひ種だねになりかねなかった公子ではあるものの、彼は、自分が預けられていたアングラット将軍の息そく女じよフロリーと未来を約束した仲である、という発表をした。

　ヘイデンを主しゆ賓ひんとした晩ばん餐さん会かいでのことだったが、場内は割れんばかりの拍手に包まれた。

　なにも聞かされていなかったマグリッドは困惑したが、すぐに、悪くない話だと思いいたった。この婚こん姻いんが成立すれば、レオは火種どころか、アリオンとの格好の橋渡し役にもなり得る。ただ、アングラット将軍はなりあがりの身分ゆえに、アリオン王家とは縁遠い。そのあたりが気にならぬといえば噓うそになるが、しかしいまは高望みしていられる状況でもない。

「まことか、レオ」

　マグリッドは自らも手を叩たたいた。それから、

「いや、息子は見けん識しきを広めるための勉強に出したつもりでいたが、まさか花嫁を見つけ出してくるとは。アッティールの血は争えぬものだな」

　などと冗談までいって皆を笑わせた。同意を求めてちらりと見た妻の公こう妃ひが嫌な顔をしていたのですぐに咳せき払ばらいをしたものの、公王マグリッドがこの話を歓迎していたのはまちがいない。

　これが、マグリッド公王、第二の読みちがえである。

　なごやかなムードに包まれた宮殿内の広間であったが、レオ・アッティール公子の発表はアトール、アリオン双方の友ゆう誼ぎを深めるためのものなどとはとんでもない、これは、いわばアトールからアリオンへの──いや、レオ公子からアリオン貴族ヘイデン・スウィフトへの、『宣せん戦せん布ふ告こく』にも等しかったのだ。

　もっとも、マグリッドが読みちがえた、と責めるのも酷こくな話かもしれない。

　この場において、レオの真意に気づいていたのは、青ざめた顔でレオを見つめるヘイデン・スウィフト、彼一人だけであった。

　すなわち、あたたかい拍手が満場を埋めるなか、レオとヘイデン、この当事者二人のみが激しい敵意をぶつけあっていたのである。




　宣戦布告というならば、レオのほうこそ、すでにヘイデンから受け取っていた。

「アトールの平和などはしょせん家畜に投げ与えられた餌えさ同然であり、長つづきなどしない」

　と。

　それは、「アトールを焼いてやる」という意思表示にほかならない。レオは一いつ瞬しゆんそれが本気とも思えず、ただ呆あつ気けに取られたのだが、皆に帰国する旨むねを告げたフロリーの不自然な態度に気づいたとき、

（この男ならば、やる）

　と思えた。この男は、フロリー一人を手に入れんがためだけに様々な計略を練ったのだ、と思い知ったいまならば。

　瞬しゆん間かん、レオの脳裏にティワナの都が映し出された。ヘイデンの手で火をかけられ、建物のことごとくが焼け落ちている。逃げ惑う人々をアリオン軍の兵士が次々と手にかけていた。女も子供も老人も槍やりで串くし刺ざしにされていくのを、ヘイデン・スウィフトが見ている。薄く笑みをたたえる彼の隣となりにはフロリーがいた。ヘイデンの手で腰を抱かれている。

　それをやる、とヘイデンは口にしたのである。

　だから、レオもまたいった。

「やってみせていただきたい。わがアトールが、この第二公子レオが返かえり討うちにしてくれる」

　人質として他国に預けられてから六年以上。これまで、滅多なことでは感情を露あらわにしてこなかった公子だ。怒りも悲しみも、喜びも、すべてが薄布一枚にくるまれているかのようで、決して布の外には出ていかない。自分がいまどのような感情を抱いているのかわからなくなることすらたびたびあった。その六年以上ものあいだ、溜たまりに溜まった感情がこの一瞬に凝ぎよう縮しゆくされ、一本の矢と化して、ぎりぎりまで引き絞った弓から渾こん身しんの力を込めて放たれた。

　矢を突き刺された相手──ヘイデン・スウィフトは足もとをふらつかせて、驚きよう愕がくの表情でレオを見据えた。レオ・アッティールは絶頂感に似た愉ゆ悦えつを味わった。

　が、それもわずか一瞬。ヘイデンの顔が、次第に憤ふん怒ぬの朱色に染められていく。それに歩調をあわせるかのようにレオの快楽も薄らいでいった。

（ぼくは、取り返しのつかないことをしたのではないか）

　やおら立ちのぼってきた後悔の念が、勝利の絶頂感をすっぽり覆おおい隠してしまった。

　いうまでもなくアリオンは強国だ。アトール一国で立ち向かったとて、万に一つの勝機もないというほどに。ならば、いま自分が矢に乗せて放った言葉などは、この故国アトールを崩ほう壊かいに導く破滅の呪文にほかならなかったのではないか。

（いいや）

　ヘイデンの形相に恐れをなしかけたレオではあったが、そこにはもはや、得体の知れなさ、底の知れなさといった威い容ようはない。むしろ、ヘイデンの怒りの本質が、いびつな独占欲と、力を誇示したい、いわば子供っぽい見栄っぱりに占められているのをレオは見て取った。

　レオとヘイデンは、しばし無言のうちに、視線だけで感情の応おう酬しゆうをつづけていたが、これも長つづきはしなかった。

「おめでとうございます、公子」

「おめでとう！」

　酒しゆ杯はいを手にした老若男女が、レオを取り囲んで口々に祝いわいの言葉を述べてくる。レオに関心はあっても、立ち話をするのさえためらっていた先ほどまでとは雲うん泥でいの差だ。レオ自身、いつもは大勢の人前に出るとへどもどする性た質ちなのだが、今回は、オズエルやベルナード相手に芝居をして見せた直後のためか、彼ら全員の祝辞を笑顔で受け止めて、

「ありがとうございます」

　ゆったりと返礼をする心の余裕が生じていた。

　これを機に、人だかりがレオに集中した。皆、フロリーとの馴なれ初そめやら、アリオンでの生活やらを聞きたがった。レオはまだ若じやつ干かんの緊張を強いられながらも、なんとか如じよ才さいない態度で応対できた。

　そんななか、レオは視界の端っこで、ヘイデンが公王マグリッドに挨あい拶さつする姿をとらえた。退出の許可を求めたらしい。公王はうなずき、皆々の注意をいま一度集めると、改めてアリオンとの友好を祝う言葉を述べた。

　広間を横切るヘイデンは、まっすぐレオのもとへと歩いてくる。身構え、緊張してしまうのは避さけられない。ヘイデンはしかし足を止めることなく、レオにかすかに会釈をしたきりで通り過ぎた。傍はた目めにはそのように見えたはずだ。

　が、このわずか一いつ瞬しゆん、

「覚えていろ」と囁ささやいた。「小僧、おまえの首を前にして、フロリーを抱いてやるぞ」

　そこに、射ぬくような眼差しはない。双そう眸ぼうにはただ暗い色がまとわりついている。レオは、はじめてヘイデンを間近にしたときのことを思い出した。アリオン貴族がいまと同じような目をしながら、レオを、そしてこのアトールを嘲ちよう弄ろうしたときのことを。

　ひどく老成したような雰囲気でありながら、その実、先ほどレオが直感したように、ヘイデンにはまだ成人しきれない子供のような幼さがある。が、「ただの子供」と切って捨てられないのは、当然、彼が大国アリオンの大貴族であり、このような使者の役目を任されるほど外交にも携たずさわる地位にあるからだ。

　少なくとも、一いつ兵ぺい卒そつすら自由に扱えぬ立場のレオに比すれば、それなりの『力』があるのだろう。そして、いったとおりのことを実行するだけの行動力も野心もある。アトールの城をこうして自ら望んで訪れているのが、なによりの証だ。

（いま、彼は、『力』をどう振るうつもりでいるのか）

　ヘイデンの後ろ姿がやがて見えなくなって、いまだ祝辞を述べたがる人々に取り巻かれながら、レオは内心、物思いにふけっていた。




　　　　　　　２




　ヘイデンが広間を去り、レオに集まっていた皆の好奇心が一巡し終えたころ、宴席の空気もいくぶんだれかかってきた。ひとまずのところは、今日明日にも訪れるかもしれなかった脅きよう威いが去り、これまでどおりに平へい穏おんな時間を享きよう受じゆできそうだとなれば、あとは各々、目当ての女性を口く説どいたり、商売の話をしたり、歌を歌ったり、戯たわむれに踊ってみせたり、と好きなように時間を過ごしはじめていた。

　公王マグリッドも広間を去る足取りとなった。皆々が挨あい拶さつの言葉を述べて送り出そうとしたそのとき、小さからぬ騒ぎが起こった。

　当事者たちのほうを見て、レオの目が細くなった。なんとはなしに、

（面白い取りあわせだな）

　と思ったからだ。

　というのも、片方は、諸しよ侯こうたちのなかにあってもひときわ目を惹ひくほど豪ごう奢しやな衣服を着ており、装飾品も金銀にきらめいていたのだが、もう片方はというと、衣装がすっかり色あせていて、古びた一いつ張ちよう羅らをあわてて引っぱり出してきたのが丸わかりだった。

　この二人、身なりこそ対照的だが、いずれも首都ティワナの南に城を構える地方領主で、いわゆる諸侯と呼ばれる貴族である。長らくアトールから離れていたレオも、二人の顔と名前は覚えていた。

　片方は、ダーレン・アクティカ。

　十年以上前に、竜りゆう骨こつの鉱こう脈みやくを巡って二人の諸侯貴族が火花を散らしたことがあったが、ダーレンはその争いの当事者であり、また勝者の側がわである。

　さらにいえば、当時の争いを仲裁できなかった公王は、ほとんどの諸侯から「資質に欠ける」と責められる羽目になって、現在のマグリッドに玉座を譲ゆずり渡す格好となったのだが、そのとき公王追い落としの中心となったのもダーレンだ。以来、権威を損なった公王家の代わりに諸侯らの権限が強まっていったが、ダーレンはそのなかでもとりわけ力を増した人物である。

　一方は、サヴァン・ルー。

　こちらは南西の国境に城じよう砦さいと小さな領土を持つ男だ。着ているもののみすぼらしさのみならず、顔色も悪い。これも色いろ艶つやのあるダーレンの顔立ちとは対照的である。まだ五十も半ばは超えていないはずなのに、すでに髪が真っ白になりつつある。本来なら、彼は城主の座はとっくに引退しているはずであった。

　そのサヴァンがなにやら声を高くしてダーレンに詰つめ寄ったかと思えば、次いで、公王マグリッドのもとに歩みを運ぼうとする。

「待て！」

　と、今度はダーレンが声を鋭するどくさせて、サヴァンの前に立ちはだかった。

「なにをするつもりでいらっしゃる？　いま、わたしにいったような根も葉もない与よ太た話ばなしなどを陛下のお耳に入れられるつもりではあるまいな」

「根も葉もないだと？」サヴァンが白髪頭を震ふるわせる。「よくもいえたものだ。いますぐ、ならず者どもをわが領地から引け！」

　火の玉のような怒りをしかしダーレンはすっとかわすがごとく、足を止めかけた公王のほうを振り向いて、

「恐れ入ります。陛下のお心をわずらわせるほどのことではございません」

　と慇いん懃ぎんに述べる。が、レオには、その視線の鋭するどさが、まるで公王に一刻も早い退席を促うながしているかのように見えた。

　マグリッドは一いつ瞬しゆん複雑な表情になったものの、「であるか」とうなずくと、小こ姓しよう数名、そして妻をともなって広間から出ていく。

「お待ちを！」

　サヴァンがなおも叫び声をあげるのだが、ふたたびダーレンがその前に立ちはだかった。サヴァンが苛いら立だたしげにその胸を突き飛ばすと、なりゆきを面白そうに見守っていた群衆から「おお」と声があがる。一方のダーレンは落ちつきはらった様子で衣服の乱れを直し、肉厚の肩をすくめた。

「困ったものですな、サヴァンどの。長らく国ざかいを守ってきたあなたに畏い敬けいの念がなかったわけでもないのですがね。そのサヴァンどのが、わたしを貶おとしめようとする意図が明白な──、まあ要するに下げ賤せんな噂うわさ話ばなしなどにこうもたやすく飛びつくなどと」

「黙れ、若造めが」サヴァンは、ぜいぜいと喘ぜん鳴めいをあげながらダーレンに指を突きつけた。「おまえこそ、百の讒ざん言げんと千の美辞麗句で王を操り、国を滅ぼしたという双面の悪魔そのもののようだ。守護神レヴィ＝ラハンの、蹄てい鉄てつを溶かしたハサミで二枚の舌と三本の尻尾しつぽことごとくを挟まれて、正体をあらわすがいいぞ」

「これは聞き捨てならぬ」

　いまのいままでゆったり構えていたダーレンも目を吊つりあげた。「双面の悪魔」「蹄鉄を溶かしたハサミで」云うん々ぬんは、この地域において最大限の侮ぶ辱じよくとされる。神話を起源としているのだが、相当に古めかしい表現なので、若い世代ではほとんど使われない。

「取り消していただく」

「ほう、悪魔とて、おのれの所業をあげつらわれるのは我慢ならんらしいな」

「まだいうか！」

　声を荒あららげあう双方に、ようやくほかの諸しよ侯こうや貴族たちも仲裁に入った。

　しばしののち、引き離された両者は、それぞれ別の出入り口から広間を去ることとなったが、そのサヴァンのまっすぐ歩いていく方向にレオがいた。というより、レオが先まわりをして、偶然そこにいたようによそおったのだ。白髪頭の地方領主はちらりとレオを見た。その目に怒りが燃え立っている。彼は挨あい拶さつの言葉一つも述べることなく、乱暴な息いき遣づかいのまま、レオの傍かたわらを過ぎていった。




　その後、広間には数名の者だけが居残って、長々と話をしていたり、残飯を袋に詰つめたり、恋人同士が密会の約束などを交わしたりしていた。

　レオはホールの中二階にあたる回かい廊ろうから狭いバルコニーに出ていた。隣となりにはフロリー・アングラットがいる。

「驚かせてしまったね」

　おずおずとレオがいうと、フロリーは無言でうなずいた。レオのあの宣言以来、まだ口を利きいていない。ホールでは、レオと目があうたびに、顔を火のように赤くしてうつむいてしまっていた。

「いずれ、機をうかがって話そうとは思っていたんだ」

　レオの説明もたどたどしい。何度も言葉をつっかえさせながらも、レオは自分の気持ちを口にした。

「あのとき──アリオン兵に追い詰められていたあの夜、ぼくがいったことを覚えている？　ぼくには、アトールもアリオンもない、きみが笑って、きみが歌ってくれるその場所こそ、ぼくもまた笑える場所なんだ、って。ぼくの気持ちはずっと前からかたまっていたんだよ」

（噓うそじゃない）

　レオは思った。少なくとも、ヘイデンの手にフロリーが渡るかもしれない、と思ったとき、心が強く反発したのは事実だ。彼女の肩に手を置き、隣に並ぶのは自分でなくてはならない、とそうも思った。

（いずれは、必ずそうなる運命だった。それが自分で思っていたより早く訪れたというだけの話なんだ）

　レオは自分の気持ちをそうした言葉に置き換えた。

　まだ無言のフロリーを、ふと覗のぞき込むようにして、

「嫌だった？」そういってみる。「きみが嫌なら、仕方がない。明日にも父に話して、なかったことにしよう。きみはその日のうちにでも、ヘイデンどのといっしょにアリオンに帰るといい。ぼくは姫ぎみに振られた憐あわれな公子として未来永えい劫ごう、この宮殿で笑いものになるんだ。いいさ、それでいい。それで少しもきみの胸が痛まないというのならね」

「レオ兄さまったら」

　フロリーが目を見開き、口をぽかんと開けた。ホールにいるあいだずっと貼りついていた笑顔の仮面がぼろぼろと剝はがれ落ちたように見えた。

「それって、わたしを脅きよう迫はくしているのですか？」

「どうだろう」

「兄さまは卑ひ怯きよう者ものだわ」

「どうだろう」

　レオがはぐらかしつづけていると、フロリーが根負けしたようにかぶりを振った。

「もう一度聞いてくださいますか？　『フロリー、嫌じゃなかった？』って」

「嫌じゃなかった？」

「どうだろう」

　レオの表情と声こわ音ねを真似してフロリーは胸を張った。二人、くすくす笑いはじめた。それからフロリーは顔を真っ赤にして、

「嫌では、なかったです」ほとんど消え入りそうな声でいった。「……だって、あのままアリオンに帰っていたら、きっと兄さまとはずっと離れ離れになったのでしょうし」

「フロリーはぼくが近くにいないと、寂しがって泣いちゃうからね」

「まあ」フロリーはまた目をみはった。「兄さまこそ、わたしがいないと駄目なお人だわ。あの素敵な髪が、わたしがたった数日手入れしないだけでもうこんなになってしまって」

　フロリーは、後ろで束ねたきりのレオの髪に手で触れた。

「もう髪についてうるさくいう人もいないし、邪じや魔まなだけだから切ってしまおうとも思ったんだ。フロリーがいないと、この髪もあと数日の運命だということさ。なんともかわいそうに」レオは、自分の髪に触れているフロリーの手に、そっと自分の手を添えた。「あれだけおまえを愛してくれたご令れい嬢じようが、薄情にもおまえを見放して帰っていってしまうとさ。おまえからもなにかいってやったらどうだ？」

「今度は、ご自分の髪を人質になさるおつもり？」
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　あとは、とりとめもない話などをした。話の大半は、アリオン領にいたときの話だった。干し草小屋につくった秘密基地、池での魚釣り、そして大人たちの目を盗ぬすんで搔かき集めた硬貨数枚を手に、これも大人たちの監かん視しをかいくぐって城下町に買い物に出かけたときのことなど──。

「あのとき、レオ兄さまがいちばん怯おびえていました。『ほら、あの街角にいる商人は、お城の兵士に似ていないかい？　きっと変装してぼくたちを見張ってるんだよ。別の通りにいこう。あっ、待って、あっちの女の人も、厨ちゆう房ぼうで見た気がする』──」

「怯えていた、というのとはちがうな」レオは憤ふん然ぜんとして答えた。「警戒心が強い、ってことさ。自分や大事な人を守るためには必要なことだよ。ウォルターもジャックもそれが欠けているだけ。決してあれを勇者なんて呼んじゃいけないんだ」

　フロリーが笑い、レオも笑い出した。

　中庭にはまだかがり火が燃えている。その火の列を見おろしながら語りあう二人の時間は、レオにアリオン領での暮らしを思い出させるものだった。二人の話題も、過去に起こった出来事に終始していたのだが、

「お父さま」ぽつりとフロリーがいった。「お父さま、わたしたちのことを聞いたら、なんというでしょうか」

　変わりようもない過去の時間に、突とつ如じよ、未来が影となって忍び入ってきた。それは予測のつかない、つまりは恐れをともなう変化の兆きざしである。レオは一いつ瞬しゆん言葉に詰つまったが、

「喜んでくれるさ。それとも、剣を持ってぼくを追いかけまわしてくるかも。『娘が欲しければ、見事おれの首を取ってみよ』なんて怒鳴りながら」

　またも冗談にまぎれさせて笑った。フロリーも釣られて微笑ほほえんだ。

「そのとき、わたしはどっちを応援したらいいのでしょう。レオ兄さまにも、お父さまにも傷ついて欲しくないんだもの」

「大丈夫、手加減はするさ」

「お父さまが」

「いうね。ぼくだって、見かけよりはずっと強いんだよ」

　中庭の火も、ぽつりぽつりと絶えはじめた。

　フロリーもやがて女官数名にともなわれながらバルコニーを出ていった。「お休み」と声をかけて見送るその背中に目を凝こらしながら、

（あの娘こと夫婦になるのか）

　そう思う。甘い感かん慨がいが湧いた。逆に、現実味は乏とぼしい。幼いころ──アリオン国に預けられるずっと以前──にやったような、ままごと遊びの記憶がよみがえった。城につとめていた役人の娘むすめたち数名から花嫁役を選んで、その日いちにち夫婦を演じたものだ。

　苦笑いが浮かんで、すぐに消えた。

　バルコニーには、フロリーと入れ替わるようにして、パーシー・リィガンが姿を見せた。その顔を見るなり、

「ひょっとして、ずっと待っていた？」

　レオがいうと、パーシーは穏おだやかな表情で顎あごを引いた。

「ご令れい嬢じようとのお時間を邪魔しては申しわけないので。大丈夫、立ち聞きなどはしておりません」

「あなたならいいさ。さっきも助けてもらった」

　レオは、フロリーとの婚約を発表した際、パーシーが「お二人の関係は両国の友好関係をより厚くするでしょう」と助け舟を出してくれたことに礼を述べた。

「差し出がましいことをしましたが、お役に立てたのなら光栄にございます」パーシーは軽く一礼した。「このパーシー、僭せん越えつながら、公子殿下とご令嬢のお二方に、アリオン山中で巡り会った奇き縁えんを感じてございます。そのお二人がご成婚あいなればわたしも心から嬉うれしい心持ちがするものですが……」

　パーシーには気がかりなところもあった。あまりにレオの行動が突然に見えたのだ。パーシーは、晩ばん餐さん会かいでレオ本人とも直接声を交わしていたのだが、そのときの様子からしても、公子に婚約を発表するつもりが最初からあったなどとはとても信じがたかった。

（なぜこのタイミングだったのか）

　フロリー・アングラットがアリオンへ帰国する旨むねを告げた直後だった。離れ離れになるのがつらくなって若者らしい衝しよう動どうに駆られたのだ、と見ることもできる。が、

「わたしに詳しいことはわからねど、あのとき皆が祝いわいの雰囲気に包まれるなかで、ヘイデン一人が青い顔をしていました。あれで本当によろしかったのですか」

　パーシーがいうと、レオは出会いがしらに突然豆をぶつけられたような顔をした。それからくすっと笑う。

「パーシーは槍やりの遣つかい手てというだけでなく、洞どう察さつ力りよくにも優れているのか」

「これも、差し出がましきことなら、二度と口を挟みはしませんが──」

「いいさ」

　といいはしたものの、レオは、ヘイデンやフロリーに関して口にすることはなかった。パーシーはパーシーで、まだ第二公子との距離感に迷っているから、深くは問い詰められない。

　と、その迷っているあいだに、レオが話題をがらりと変えた。

「ちょうどいいところに来てくれた。さっきの騒ぎが気になっていたんだ。サヴァンとダーレン、あの二人のあいだになにがあったか知っているかい？」

　これも唐突な話だ。おや、というようにパーシーはいったん眉まゆをあげたが、すぐさま、

「わたしも多少気になったもので、何人かに話を聞いていました。どうやら、現在、サヴァンどののご領地に賊ぞく兵へいどもがあらわれ、採石場が荒らされているとか。それを、どうやらサヴァンどのはダーレンどのの仕し業わざだとお思いになられているご様子」

「リィガン家の勇者は耳も早いのだな」レオはすらすらとしたパーシーの返事に笑みを浮かべた。「……それで、その噂うわさの信しん憑ぴよう性せいはどのていどだと思う？」

「わたしに判断でき得るほどの材料はありませんが、諸しよ侯こうの方々は、十中八九、サヴァンどのがいわれたとおりであろう、と」

「なぜ？」

「ダーレンどのは、常々、領地に新しい城を建てたいと吹聴しておられました。そしてサヴァンどのの領地には質のよい採石場があります。ダーレンどのは以前より、この採石場の共同管理をサヴァンどのに持ちかけておりました。代わりに、兵を出して国境守護の任を助けるとの申し出で」

「サヴァンはそれを断りつづけていた？」

「ええ。なにやら、ダーレンどのによい感情を持っておられぬご様子」

　無論、それにも理由があった。

　七年前の戦いにおいて、サヴァン・ルーの領地は唯一アリオン軍の侵攻を受けた土地である。争いの元凶となったシャザーンの砦とりでは落ち、すでにアトール軍も引いたあとだったが、アリオンはここで『敵対者に力の差を思い知らせてやる必要がある』と考えたのだろう。サヴァンの家臣が指揮を執とっていた国境の砦はことごとく燃え落ち、アリオン軍が城下町に迫った。サヴァンは背後に控えるダーレンに何度も救援を要請したが、ダーレンのほうはあれこれと理由をつけて、これにいっかな応じようとはしなかった。

　アリオンの意図がアトール壊かい滅めつでなく、ただ単に畏い怖ふを植えつけんがための示じ威い行為に過ぎない、と読んでいたのだろう。それならば、死力を尽くしてまで国土を守る必要はない。わざわざ無駄な兵と資金を出すよりは、おのれの城の門もん扉ぴをかたく閉ざして嵐が通り過ぎるのを待っていたほうがよい、という判断だったにちがいない。

　が、実際に矛ほこ先さきを向けられているサヴァンは、領民の命を守るため、アリオンの侵攻を必死で喰くい止めるほかに術すべはない。

「──結果として、アリオンはサヴァンどのの城下町目前まで迫ったところで引きあげましたが、この戦いにおいて、サヴァンどののご子息は二人ともお亡くなりになられたようであります」

　やや間を空あけたあと、「そうか」とレオはうなずいた。

　すれちがった際、サヴァンがこちらを見たときの眼まな差ざしを思い出していた。

　あの怒りは、ダーレンにのみ向けられたものではないのだろう。

　レオ・アッティールはほとんど人ひと気けの絶えたホールへと下りていった。今日、ここにて彼は孤立し、自分の『力』を試そうと諸侯に接近し、ヘイデン・スウィフトに怯おびえ、そしてフロリーとの結婚を口にした。

　もう、ここに過去はない。

　あるのは、というより、レオが望まねばならないのは、未来における『変化』に尽きた。
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　翌日から、さっそく『変化』が起きた。

　レオが、活発的に動きはじめたのだ。

　いまのいままで城の一室に閉じこもっていたのが噓うそのように、城を飛び出すと、首都ティワナ近郊に住まう貴族たち、そして今回公王に会うため首都を訪れていた諸しよ侯こうたちを、なぜか次から次へと訪ね歩きはじめた。

　レオが訪ねた貴族たちのなかには、リィガン家もあった。そのときリィガン家の次男パーシーは家を留守にしていたが、あとから父ノードレットに様子を聞かされた。

　レオは、

「常設軍をティワナや各都市に配備しておきたい」

　そんな話を持ちかけてきたという。

　あまりに突然の話なので、ノードレット・リィガンは困惑した。レオはまず、

「現在のアトールでは、兵を擁ようする貴族たちは領地の都市や村々に在住していて、いざいくさとなれば、王の号令のもと、それぞれが家で抱える郎ろう党とうや、その時々で雇った傭よう兵へいなどを率いて集まってくる。特にアトールでは軍勢のうち傭兵の占める割合が大きい。しかしこれはあまりに効率がよくないとお思いになりませんか。わたしが見てきたアリオンでは、城や都市ごとに、数百、規模によっては数千もの兵を常に駐ちゆう留りゆうさせていた。これは拠点の守備のためのみならず、王からひとたび命令あればそのまま馳はせ参じる兵力となる。また、これらの指揮権を握る地方領主とは別に、『将軍』という位もある。彼らとて貴族が大半を占めるが、わたしが世話になっていたクロードどののように、生まれはかかわりなく登用されることもある。彼らの何割かは城や土地の領主をも兼ねているが、残りは、王都や国内の重要な拠点に兵ともども居住しており、いざというときの機動力はほかに仕事を抱える城主などよりよほど高い。さらには、もともと個別の集団であるゆえ、それぞれの得手不得手も把握しやすく──ガタノーア家は攻城戦に強く、ヴィーン兵団は海戦に強いなど──、アリオンではいくさとなれば、状況と戦場に応じて、これら城主や将軍を選抜して軍を編制するのです」

　レオは長々とアリオン軍の優位を説といたあとで、「アトールもそうするべきだ」と訴える。

「各諸侯や譜ふ代だい貴族たちに協力を仰ぎたい。ぜひ、わたしとともに父上に請願してはくれないだろうか」

　そういって身を乗り出してくるのだが、当然、ノードレットは即答できるはずもない。

「熟じゆく慮りよさせていただく」

　といってその日は慇いん懃ぎんに追い返したのだが、

「失礼ながら」と、ノードレットは息子に本音を打ち明けた。「おまえのお救いした公子殿下は、いささかアリオンにかぶれていらっしゃるようだな」

　パーシーにはなんともいいようがなかった。が、少なくとも笑いはしなかった。

（晩ばん餐さん会かいのときといい、突然なお方だ）

　翌日、いつものように城内から出ようとするレオを、パーシーは待ち伏せた。

　挨拶を送ったあとでなにをどうするつもりかは、会った瞬しゆん間かんに決めようと思っていた。結果、

「父から話をうかがいました」

　そんな切り出し方になった。足を止めたレオは微笑ほほえんで、

「酔狂なことだ、とお父上は笑っておられたろう」

「口にはいたしませんでした。ただ、わたしもアリオン兵と槍やりを交えた身。公子殿下のご提案に思うところはございます。今日はごいっしょしても？」

「いいよ」

　レオはあっさり首しゆ肯こうした。ともに城外に出ると、従者が馬を引いてきていた。

「遠とお出でなさるので？」

　パーシーは目を丸くした。レオに従うのは少年の従者一人きりだ。パーシー自身、供の者はつれてきていない。

「今日訪ねる諸しよ侯こうの方は、郊外に屋敷を構えているんだ」

（ティワナ近郊にいる全員を訪ねられるつもりか）

　徹底している。この時点で、伊だ達てや酔狂ではあるまい。

　パーシーはあえてレオの本音を聞きだそうとはしなかった。「なぜ」とも問わない。いま問い詰つめたところで、はぐらかされるだけのような気がした。レオ・アッティールはやわらかく応対しているように見せかけて、しかし表情にはある種の硬さがある。

（少しつきあってみようか）

　レオ公子には『奇き縁えん』を感ずる。そしてこれははっきりとした理由にはならないかもしれないが、晩ばん餐さん会かいで婚約を発表したあの瞬間──いったんはヘイデンによって人前で恥を搔かかされたように見えたレオのその行動が、ヘイデンに驚きよう愕がくを呼び込んだのをパーシーは見ている──、パーシーのレオ公子に対する印象が、ほんの少しちがう形で上塗りされていたのだった。

　そして、『縁』というなら、パーシーには奇妙な仲間たちがいる。

　翌日から、レオ、パーシーのほかに、傭よう兵へいクオンと僧兵カミュが加わった。パーシーが声をかけたのはいうまでもない。公子の身を守るためなのはもちろんだが、もともと、公子がこの二人に会いたがっていたためでもある。そしてカミュが来るとなると、当然、話を聞きつけてその妹のセーラまでもが面白がって顔を出す。

「遊びじゃないぞ」

　カミュがいえば、

「そうよ。だからこれも持ってきたの」

　セーラが例の馬ば上じよう筒づつを掲げる。カミュがぎょっとなった。

「そ、それはおれが売りはらった銃じゆうではないか。な、なぜ、どうしておまえが」

「お店の人に正直に話したのよ。おじさん、とても親切な方で、すぐに銃を返してくれたわ」

「なにが正直なものか」クオンがげんなりした様子で毒づいた。「おれまで巻き込みやがって」

　聞けば、セーラは兄が銃を売りはらった店に、クオンを無理矢理つれていって、さっそく軒のき先さきに並んでいた銃を指差すと、

「この銃はわが家から盗まれたものです」

　と訴えたのだという。クオンの肩をぐいっと抱いて、

「没落したといえ、わが家は武名をもって知られた村落貴族の家系。祖父の代からわずかばかり残されたわが家の財産を狙ねらって、盗とう賊ぞくどもが押しかけてきたのです。いったい誰がこの銃をここに持ち込みましたか。えっ、十じゆう字じ教きようの僧そう侶りよらしい格好をしていた？　クオン、きっとその男にちがいないわね。ええ──そうです、そいつは僧侶などではありません。僧侶の振りをして、人心を惑わしている大盗賊の首しゆ魁かいなのです。わが父はその男に抵抗して殺されました。その銃は、いわば父が唯一弟に残せた形見の品。どうか、この子にご慈悲を。悪魔の申し子どもに鉛なまりの復ふく讐しゆうを遂とげさせる好機を与えてくださいまし！」

　セーラは、『弟』と詐さ称しようするクオンの肩に顔を埋めておいおいと泣きじゃくる。もちろんといおうか、クオンの肩は少しも濡ぬれはしなかったのだが、一見していかつそうな店主は簡単に引き込まれた。

「店先にあらわれたときから、おれも怪しい野郎だとは思っていたが、まさかそれほどとはな。そんなあくどい奴やつから盗品を買い取ったとあっちゃおれの信用もがた落ちだ。よし、金はいらねえ。持っていきな。そいつの額ひたいに見事、風穴を空あけてやんなよ」

　弟想おもいの姉と信じるセーラに、銃をそのまま手渡したのだった。

「な、なんだと。敬けい虔けんな神の信者が、そのような噓うそを」

　カミュが馬上で怒声をあげた。盗ぬすっ人と扱いされ、あまつさえ『悪魔の申し子』などと呼ばれた彼のほうこそいい面つらの皮だ。

「馬を降りろ、セーラ。そこでひざまずき、神に許しを請うのだ」

「イヤよ」セーラの返答は実にきっぱりと、そしてさっぱりとしていた。「大体、兄さんが勝手に銃を売りはらったりするから悪いんじゃないの。懺ざん悔げをするなら兄さんのほうだわ」

　などと、いつもの言い争いがはじまりそうになったので、これもいつものことながらパーシーがあいだに入らねばならなかった。

「もうよせ、二人とも。まったく、レオ殿下がそばにいらっしゃるというのに」

「いいさ。話に聞いていたとおりの方々だ」

　レオは朗らかに笑う。

　セーラは改めて公子に笑顔を向けて、婚約の祝いなどを口に述べた。

「あの満天の星の下、火を持った蛮ばん人じんどもに追い詰められていた貴公子とご令れい嬢じようが結ばれるなんて、とてもロマンチックなお話ですこと。のちのちまで、英サ雄ー伝ガの一節として歌い継がれていってもおかしくないわ。その英雄伝にわたしたちも登場するのよ、兄さん」

　セーラは浮き浮きとした様子だったが、

「満天の星なんて空じゃなかったぞ、あれは」

　クオンが水を差したので、さっそく膨ふくれっ面になった。

　このとき、複雑な顔をしていたのがカミュだ。ただでさえアトールとアリオンが和わ睦ぼくムードに包まれているなか、レオ公子がアリオン将軍の娘と結婚などしてしまえば、ますますその傾向が強くなる。それでは、コンスコン寺院をアリオン軍の手から守るためにアトールの助力が欲しいカミュとしては困るのである。

　が、さすがにいま改まって口にすることはない。レオ公子が貴族たちを訪ね歩いている『用件』が、これはこれでカミュの気を引いていたからでもある。

「さあ、いこう」

　なし崩し的に従者が増えても、公子のやることは変わらない。公子は率先して馬を進めた。




　レオたち一行は、三日で、十人の貴族を訪ねた。三日目となると、レオが貴族らの邸てい宅たくを訪ね歩いているというのはすでに噂うわさになっていた。玄関口や門前に立つ都つ度ど、屋敷の窓越しにこちらを見おろす貴族たちが、

（やあ、来なすった）

　という顔をするのを、パーシーは何度も目もく撃げきした。

　訪ね歩いていく貴族たちのなかには、あのパーティーで顔を見せていた諸しよ侯こうも複数含まれている。オズエルに、ベルナード、トカマクー。

　彼らの反応もほかの貴族たちと大差はない。レオが自国軍の編制をやりなおす必要があると説とけば、

「なるほど、ごもっともな話ではありますが」

　とベルナードはうなずき、

「ただし、一朝一夕でできることではございませんな」

　トカマクーが、公子訪問のため無駄な時間を取られたのに苛いら立だっている風に答え、

「国の大事にかかわる重要な案件ゆえ、のちのち、膝ひざを詰つめてゆっくりお話しするといたしましょう」

　オズエルがゆったりとした口調で追い返しにかかる。

　要するに、パーシーの父親と同じである。

「公子殿下は、アリオンにかぶれていらっしゃる」

　という感想もおおよそ共通したものであろう。貴族たちのあいだで、

「公子は外国で暮らされているうち、お一人だけが広い世界を見知った気になられたのだろう」

「このままではいかん、わが国はあれやこれやと遅れている──と焦りを感じるのは、まあ、若者にはありがちなことではあるものの、巻き込まれるほうとしては正直たまりませんな」

「きっと、公子殿下はお一人でこの国をお守りするつもりでいらっしゃるのだろう」

　などといった言葉が囁ささやかれているのは、父の言動越しに十分推察できる。

　パーシーも最初は、似たような感想を抱いだいた。

　もっとも彼の場合はほかの貴族らとは異なって、

（いかにも若者らしい、政治や社会への関心の芽生えだ）

　と微笑ほほえましく受け取っていたのだが、数件の邸てい宅たくをまわり終えるころには、パーシーはまたちがう考えを抱きはじめていた。

　ごく短いあいだだが、近くで見てきた第二公子はそれほど魯ろ鈍どんでも、勘かんの鈍にぶい人間にも見えない。自分が出先ことごとくで煙けむたがられていることや、その提案が好意的に受け止められていないことなど、とうにわかりきっているはずのことだ。

　普通なら、ちょっとやり方を変えてみようか、と思うところであろう。

　が、公子は態度を改めない。口にする言葉もまったく同じだ。一言一句たがわぬほどなので、話の最中は護衛の兵士よろしく公子の背後に突っ立ったきりのクオンまでもがそれを覚えてしまって、公子がいないとき、ある昼食の席で暗唱してみせた。

　セーラが早速からかった。

「話の内容がわかってて、いってる？　人の動きを真似るくらいならお猿さんにだってできるのよ」

「戦うために、手際よく、効率よくやれ、っていってるんだろう。馬鹿にすんなよ」

　クオンが嚙かみつくような顔で言い返した。集団戦闘に関してなら、クオンも過去にあれこれと経験があるはずで、

「公子のいうこともわかるよ」とレオに同調を示しながらも、「だけど、あれは駄目だな。ずーっと退屈なしゃべり方をしてるもんだから、聞いてると眠くなってくる」

　クオンまでもが、いわば『駄目出し』をする始末だ。

　カミュも、

「われわれが口出しするも僭せん越えつなれど、公子どのにあれこれご教示させていただいてはどうだろうか」

　パーシーに相談してきた。

「いまの公子どのはあまりにまっすぐすぎる。たとえばわれわれが神の教えを説こうとするときとて、ただ情熱を傾けてしゃべればよいというものでもないのだ。人の注意を引くには、それなりの知恵と手順、そして機転が必要になる」

「ほう。ということは、カミュは公子のなされていることに賛成か」

「当然だ」カミュは太い眉まゆをあげて胸を張る。「軍備の再編、その必要性を訴えているということは、殿下はアリオンが信用ならざる相手だと踏ふんで、今回の和議にも疑問を抱いだいてらっしゃるのだろう。ほかの腑ふ抜ぬけたアトール貴族に比べればいくらも骨のあるお方だと見た。皆が偽りの平和を貪むさぼっているあいだに、兵を揃そろえ、お一人でもアリオンと対たい峙じする構えなのだ」

　カミュは以前、公子のことを「武人として先頭に立つ器には見えない」と断じていたはずだし、またフロリーとの婚約に多少ならず不満を溜ため込んでいたろうに、いまはレオの姿勢にすっかり感じ入った様子である。

「しかし」とパーシーは眉を寄せた。「そうだとしても、事を急ぎすぎておられるのではないだろうか。ここは手当たり次第に声をかけるよりは、話を聞いてくれそうな人物二、三名に絞って、じっくり議論を深めたほうがよい」

「早くせねば、諸しよ侯こうが各々の領地に帰ってしまうからだろう。それより、説得の件だ。パーシー、おまえのほうから公子に話してはいただけないか。おれが人の心を鷲わし摑づかみにして逃がさぬような話し方をお教えしてもよい」

「なら、おまえから直接お話しすればよかろう」

「一介の僧兵が、なんで自分から公子殿下にそのようなことを口にできるものか」

　なんと、この男に似合いもせず、カミュは身分差というものを意識しているらしい。ただし畏おそれ多く感じている、というより、これはただ単に、公王家という自分の知らぬ世界に気おくれしているだけのようにパーシーには感じられた。「使者を撃うち殺す」とわめいて銃じゆうとともに家を飛び出す無鉄砲さもあるかと思えば、彼にはこんな一面とてある。

　パーシーとて、何度か公子本人に話してみようかと思ったことはある。レオが貴族たちを説得している最中も、相手が退屈そうにしているときなど、後ろから助け舟を出そうと何度か試みていた。

　が、その都つ度ど、パーシーは自分を律した。口を挟む立場にないから、というより、

（同じことを繰りかえすばかりの公子には、ひょっとして、貴族たちを説得する以外になにか思惑があるのではないか）

　と思いついたからだ。

（わたしの買いかぶりすぎか、それとも──）

　パーシーが行動をともにしはじめてから三日目の夕刻。

　最後に訪ねた相手は、サヴァン・ルーだった。

　晩ばん餐さん会かいの際、採石場での揉もめごとを王に陳ちん情じようしようとして、ダーレン・アクティカと口論になっていた男だ。

　サヴァンはほかの諸侯たちのように、首都内に邸てい宅たくを構えていなかった。こういう場合、宮殿に伺し候こうする人々のために用意されている家や屋敷がある。ほかの貴族や豪商が金で貸し出すのだ。サヴァンはそのなかでも狭苦しい家を借りていた。もとより、お供の人数もたかだか三名。それで事足りるのだろうが、レオをはじめ、パーシー、カミュ、セーラ、クオンなどがぞろぞろつづくと、居間はあっという間に手狭になった。

「明日にはティワナを発たとうかと思っておりました。ご用件があるなら、手短にお願いいたします」

　サヴァンは、これもほかの諸しよ侯こうと異なり、表面上の態度を取りつくろうことすらしなかった。『用件』などは噂うわさ話ばなしで聞き知っているはずだ。その上で、「くだらない話だ」と決めつけている。思わずカミュが眉まゆを逆立てかけたが、

「明日にも？　なにか、急ぎのご用があるのですか」

　レオが興味深げに聞いたので、隣となりにいたパーシーと、

（ん？）

　という視線を交わしあった。いままでのレオなら、まずなにをおいても自分の『用件』を切り出す。相手にひと言も挟む余地は与えなかった。

「さて」サヴァンは白髪頭を振った。「あまり長く留守にしておりますと、厄やつ介かい者ものが領地を荒らしかねませんもので」

「そうか。サヴァンどのは西の国境に城を構えていらっしゃる。外敵の侵入に備えておかねばならないのですね」

「外敵だけとは限りません」

　サヴァンは笑うとも怒るともつかない顔でいった。当然、これは自分の採石場を狙ねらって賊ぞく兵へいを送り出しているダーレンを揶や揄ゆしての言葉だろう。

「その外敵から国を守るためには、いまの制度では不十分だと思いませんか」

　レオは、いつもの『用件』に話を戻した。サヴァンは味の薄い茶を啜すすりながら黙って聞いていたが、

「面白いお話ではございます」

　そういってうなずいた。レオの顔色がぱっと明るくなる。

「そうか、ではサヴァンどのにも、ぜひご協力いただいて──」

「ただし、莫ばく大だいな金がかかります」

　サヴァンはレオを制するようにいった。「金がかかる」のは当然のことだ。身を守る以上の軍勢を手もとにおこうとするならば、当然、金はいままでの二倍、三倍は必要になる。給金、食料、武器防具一式、馬。住まいや、身の周りの世話をする者たちも必要になるだろう。

　アトールで、戦争のたびに公王や貴族たちが多数の傭よう兵へいを雇やとってきたのは、そのほうが手間と金がかからないからだ。これはこれで効率化を図ってととのえられた体制だともいえる。

「わたしは先ほど、敵は外にいるだけとは限らない、といいました。しかし国境沿いに城と砦とりでを構えている以上、どうしても国境の守りに人員と金を割かねばならず、内側の敵に割り当てるほどの余裕がありません。わたしとてこのような状況なのです。失礼ながら、非現実的なお考えと申しあげる以外にございません」

　その言いぶんももっともであったが、パーシーたちからして、レオは意外な行動に出た。

「金の話か？」

　なぜか急に興を削そがれたように、口調まで変えて、サヴァンを突き放しにかかったのである。

「金を出すのは貴公らではない。公王家だよ。なにも、サヴァンどのが気に病やまれるようなことではない」
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「公王家？」ここでサヴァンも顔色を変えた。「ならば、ますますあり得ない話だ。先ほどから申しあげているとおり、わたしは西の守り、その一いち翼よくを担になっている。だというのに、先のいくさで疲ひ弊へいしたわたしの領地を公王は一度たりとて顧かえりみてはくださらぬ。マグリッド陛下は、西の国境などアリオンにくれてやれ、というお考えなのではないかと勘かんぐらねばならぬほどであります。その公王家が、いまさらどうして莫大な資金を捻ねん出しゆつしてまで、軍の再編に乗り出しましょうや」

「それは」

　公子はすかさず反論しようと口を開いたが、それ以上の言葉がつづかない。カミュがパーシーの胸を肘ひじでつついた。国の事情にあかるくない自分の代わりに「なにか助け舟を出せ」ということなのだろうが、パーシーは黙ったきりだ。

「お帰りになってくださいませ、公子殿下。わたしは見てのとおりの状況でありますから、饗きよう応おうを尽くして公子どのを歓待するのもままならぬ立場。公子どのにお考えがあると申されるならば、直接父上にお話しされてはいかがかと存じまする」

　あとは取りつく島もなかった。

　レオたち一行がサヴァン・ルーの借りている家から外に出たときは、すでに薄暗い。

　馬に跨またがる際、パーシーは、レオの顔色を素早く読み取った。

「さて、戻ろう」レオ・アッティールは皆に声をかけた。「護ご衛えいの任、ご苦労さま。サヴァンの言葉じゃないけれど、ぼく自身には自由になるお金がないから、禄ろくを払えなくて申しわけない限りだ」

　馬を飛ばしていく。

　一行があとにつづいた。結局、成果らしい成果がなかったというので、カミュは終始不機嫌だった。

　しかしパーシーがあのとき盗ぬすみ見たレオの顔には、まちがいなく笑みが浮かんでいた。

　成果がなかったなどとはとんでもない、むしろなにか大事を成し遂とげたかのような笑みの、その意味を、一行は間もなく知ることとなる。










　二章　地ならし
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　レオ・アッティールが、領内の貴族や諸しよ侯こうたちを訪ね歩くのを急いだのには、二つの理由がある。

　一つは、カミュが指摘したとおりだ。諸侯たちが自分の領地へ帰るより早く訪ねたかった。

　もう一つは、ヘイデン。

　この、アリオンからの使者が帰国するまでのあいだにどうしても済ましておきたかった。事態がまだ切迫していないときに貴族らがどう考え、どう行動するかをレオは知りたかった。これは逆にいえば、ヘイデンが帰国したときに必ずやなにか事態が動く、とレオは考えていたということでもある。

　そしてヘイデン・スウィフトはあの宴うたげから数えること五日、アトール公国をあとにすることとなった。

　ヘイデンの胸はどす黒い怒りに満ちていた。

　帰国の旅は、本来心楽しいものになるはずだった。飛空船にフロリー・アングラットをともに乗せて、ゆったりした船室でくつろぎながら彼女と語らい、笑い、そしてフロリーの歌を間近で聞く機会に恵まれるはずだったのに、彼は船旅の最中、荒れに荒れた。酒を片時も離さず、優ゆう雅がな物腰で知られるはずの彼が、ところ構わず小こ姓しようや船員たちを怒鳴りつけた。

　アリオン王都へ辿たどり着くと、すぐさま彼は王への謁えつ見けんを求めた。

　アトール討とう伐ばつの軍を起こすためである。ヘイデンは船旅のあいだ、ずっとそのことばかりを考えていた。というより、ティワナの都が炎に包まれるなか、レオの首を刎はねる自分の姿を想像していなければ、彼はそれこそ火のように熱く燃えたぎった自分の怒りに焼死してしまいかねない思いがしていたのだ。

　が、不運なことに、王は都を留守にしていた。

　三日前に、軍勢を引きつれて南下したという。王都南方の領内において、反乱が勃ぼつ発ぱつ。これに二千の軍勢をもって当たらせていた王だが、戦況を耳にしているだけでは我慢ならず、玉座を立って自ら出発したのだ。

（悪い癖くせだ）

　ヘイデンは、これも彼には珍しく舌打ちした。珍しいというなら、ここ最近のヘイデン自身の行動力だ。以前は何事にも飽あき、倦うんでいた彼が、王が留守と知るや、馬やら服やら路ろ銀ぎんやらを家臣に支度させ、すぐさま都から南へと出立した。

　そのさらに五日後、アリオン王ヒュー＝ジャール・ジャミルが、街道沿いに天幕を張って休きゆう憩けいしているところに追いついた。

　──余談だが、アリオン王のこの名、実のところ悪趣味の固まりだ。ヒューもジャールも、アリオンを統治した過去の王の名前であるが、ヒューは一千人の女性を妊娠させたともいわれる好色さで知られ、ジャールは度重なる政務と戦争の失敗で領土を大幅に失った『失地王』として知られる。いわゆる悪名の集合体である。

「未来の王は誰もこの名を継ごうとはしないだろう。だからおれはこの名を名乗る」

　即位した日に、王はこう宣言した。だというのに、数日も経たたないうちに気変わりしたのか、彼は「ヒュー＝ジャール」の名前で呼ばれるのを好まなくなり、かといってすぐに改名するのも具合が悪く思われてか、ごく近しい人間にも、ただ単に「陛下」か「ジャミル王」と呼ばせることにこだわった。

　ヘイデンは、その、「ジャミル王」の天幕へと急いだ。

　歩ほ哨しように取り次がせると、天幕から白い裸身が這はい出てきた。いかにも億おつ劫くうそうに首をまわし、眠そうに欠伸あくびをしたこの男がジャミル王だ。ややお腹の辺りに脂肪がついてきているが、まだ三十代の若さだ。かつて鍛きたえぬいた身体にはたくましさが残っている。

「お休み中でありましたか、陛下」

「おお、誰かと思えばヘイデンか。アトールではご苦労だったな」

　小こ姓しようの一人が、あわてたように背後から王にガウンをかける。王は気にした様子もなく、

「報告はすでに受け取っている。して、何用だ。おまえも狩りに参加するか？　おまえとは獣けものの数を競いあったことはあっても、屠ほふった敵兵の数で競争したことはなかったな」

　小姓から受け取った薬木の枝を、いかにも頑強そうな歯で嚙かみしめながら笑う。

　ジャミル王の悪あく癖へきとはすなわち、戦場が好きで好きでたまらぬということである。じっと玉座に座して、陳ちん情じようを述べてくる人々の群れを次々さばいていくよりは、馬に乗り、具ぐ足そくを鳴らしながら、槍やり、銃じゆうを手に取って、戦場を駆け巡っているほうがずっと活き活きする。ジャミル王が即位して以来、アリオン王国に争いの種は尽きない。これは、覇は権けんへの野望が旺おう盛せいというより、

（ただ単純に、いくさが好きでどうしようもないからだ）

　と囁ささやかれてしまうのもむべなるかな。

「いえ、わたしは別の場所へ狩りに赴おもむかねばなりません」

　ヘイデンも、あえて王に調子をあわせて微笑ほほえんだ。

　彼は、帰路の最中に思い描いていたとおりに、アトール討とう伐ばつの許可を王に求めた。

「アトールは、寺院への援助を半ば認めた形であります。これを捨ておけば、彼らはますます増長し、寺院、あるいはシャザーンともふたたび手を組んでよからぬ企みを抱いだきかねません」

　ヘイデンは熱っぽく説といたが、王の関心を引いたのは、ここ最近ヘイデンが見せるようになったその熱意だけであった。

「人が変わったようであるな、ヘイデン。一人寝の際によからぬ精せい霊れいの吐息でも耳に入ったか。よい男は、常によい女を抱いておかねば、悪い精霊につけ込まれるのさ。褥しとねでは妻と仲良くし、よき精霊の加護あらんことを願うがいい」

「へ、陛下」

「いったろう、報告は届いている。アトールのことは捨ておけ。十分、釘は刺せたであろう」

　王は、アトールが寺院に援兵を出していた事実など、端からどうでもよさげな態度だった。それよりもいまは、急速に拡張した領土を安定させるのに忙しい。そしていまのところ王はその忙しさに満足していた。玉座での執政に飽あきれば獣を狩り、獣を狩るのにも飽きれば国土のそこかしこで起こっている戦争に軍馬を駆って参加する。ジャミル王はこの現状が楽しくて仕方ないから、わざわざ外がい征せいする必要を感じていない。

　さらに、ヘイデンにとっては悔しいことに、ここにレオが放った言葉の意味が加わる。

「アトールに軍勢を送れるほどの大義がありやなしや」

　という。

　いかに弁べんを弄ろうしたところで、ヘイデンとてただ一人きりでアトールに赴いたわけでもない。先に受け取った報告には、「アトールがヘイデンを主しゆ賓ひんとして宴うたげを開いた」事実も、ヘイデンたち使者が滞りなく逗とう留りゆうできていた事実も含まれている。きな臭い話は一つとしてない。この時点において、王が重い腰をあげてまでアトールを討うつ理由もなければ、当然、大義もない。

　まさか、

（アトールの公子に面と向かって挑発されたから）

　などとはいえない。

　ヘイデンは唇を嚙かみしめたが、しかし彼とて頭の回転が鈍にぶい男ではなかった。新たな軍勢を起こすのが無理なら、せめて現状の指揮権を失うわけにはいかない。

「アトールの件は、王のご見識のままにいたしましょう」といったん殊しゆ勝しようにうなずいたのち、話の矛ほこ先さきを変えた。「しかし、アトール領内ではあれこれと不ふ穏おんな噂うわさも耳にいたしました。やはり、ディティアーヌがさもしくもコンスコン寺院の一件に乗じようとしている気配が嗅かぎ取れます」

「ディティアーヌか」

　ジャミル王は杯に満たした酒でうがいをし、ぺっと足もとに吐き捨てた。怖いもの知らずのアリオン王に懸け念ねんがあるとするなら、ディティアーヌにほかならない。彼は、家臣たちのあいだで囁ささやかれている『大だい東とう征せい』の噂──近いうちに、アリオン全軍をもって、大陸東部の統一にかかるのではないかという──は頭から否定していたが、ディティアーヌのほうから介入してくるとなると厄やつ介かいだ。先ほど触れたとおり、王は地盤固めに忙しい。万が一大軍勢で乗り込んでくるとなれば、アリオンもいくらかの譲歩は避さけられまい。

　ヘイデンはここを攻めどころと見て、ふたたび弁舌を駆使して王を説いた。結果、「ディティアーヌ介入の口実をつくらせないため、コンスコン寺院を即刻陥かん落らくさせるべし」という意見においては一致を見た。

　ここでヘイデンは、あえて、

「現在、城じよう砦さいにとどめてある軍勢で結構。増援は無用です」

　そういいきった。指揮権がいまだ自分にあることを強調するため、そしてその許可を得やすくするためである。予想どおり、王は、

「そうか、ならば任せる」

　と顎あごを引いた。

　そこでヘイデンは妙なものを見た。天幕の入り口が割れたかと思うと、しなやかで細い腕が伸びてきて、王の首を背後から絞めたのだ。

「おお」とジャミル王は苦しむ振りをした。「勇猛で知られるアリオン王が、あわれ、毒婦の手で討たれるか。ヘイデン、そなたの剛剣をもって主君を救いたまえ」

「自業自得というものでしょうな。アリオン国王でいらっしゃるなら、ご自分のお力でなんとかなさいませ」

「なんと、可愛がりがいのない家臣だ。こら、ソーシャ、やめんか。いまは大事な国務を論じている最中であるぞ」

「こんなに長く女を待たせるなんて、いけない陛下ね」

　ソーシャという女が、王の肩に小さな顎あごを乗せて甘える。

　王は、寵ちよう姫きを戦場につれていくことも多かった。ヘイデンは、色好みをしてあれこれ女を漁あさるような同どう輩はいを嫌悪していたから、これも王にして友人の悪あく癖へきだとは思うものの、さすがにいま口出しするような真似はしない。

「では、陛下。御ご前ぜんを失礼いたします」

「もういくのか。おまえも気ぜわしい奴やつだな。あまり多くを望まんが、できればログレス司教は生かしておけ。あれは、一応のこと、カセリア王子の恩人であるからな」

「かしこまりました」

　そう応じながらも、ヘイデンはすでにちがうことを考えはじめている。
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　ヘイデンが帰国する、少し前のこと。

　レオが多くの貴族、諸しよ侯こうらを訪ねて、常設軍の設立を訴えている──。

　その噂うわさは父王マグリッドの耳にも届いた。当然、捨て置くことはできず、ある朝、父はレオを呼びつけた。

　食卓の上座に腰かけたマグリッドは、食事が一段落したのち、本題を切り出した。

「おまえも十七になったのだったか。アッティール公家の血を引く公子として、おまえも考えるところは多々あるだろう。が、いいたいことがあるなら直接父にいうといい。いたずらに臣を巻き込んでは、いらぬ懸け念ねんを呼び込む恐れがある」

「申しわけありません、父上」レオは素直に頭をさげたのち、「わたしにも考えはあるものの、しかしいまだ若じやく輩はいの身。自分の狭い考えのみを訴えて、父上のお心をわずらわせるのもいかがかと思い、諸侯の方々に相談したのです」

「それで、皆はなんといっていたのだ」

　興味津々のていで尋たずねたのは兄のブラントンだ。レオは薄く笑ってかぶりを振った。

「相手にもされませんでした。それで、途中からは半ば意地になって訪ね歩いていた次第でして」

「さもあらん」

　マグリッドは安あん堵ども交えてうなずいた。ここで話が終わったなら、ごくごく平和な席で終わったはずだ。レオも、家族全員揃そろっての朝食は久しぶりだった。アリオンでの土産みやげ話ばなしなどを振る舞って、和なごやかに時を過ごすこともできたろう。

　が、

「では、父上。直接わたしの話を聞いてはいただけませんか。いえ、お時間は取らせません。謁えつ見けんがはじまるまでのあいだで結構です」

　レオはむしろ勢い込んだ。一いつ瞬しゆん、閉口したような顔をしたマグリッドだが、なにせ六年ものあいだ人質に出していた子だ。多少の憐れん憫びん、同情はあると見えて、

「よい、簡潔に申してみよ」

　と鷹おう揚ようなところを見せた。

　レオは、貴族たちに説いていたような論をそのまま父に述べた。が、すでに父王の答えなどはわかりきっている。以前に触れたとおり、現在のアトールの体制は、これはこれで財政的な効率化を図ったものである。アトールにおいては諸しよ侯こうらの権限が強く、各々の領土から得られる収益の大半を領主たる諸侯たち自身が手にしている。つまり、公王家とて国庫に余裕がない。

「であるなら、諸侯への締めつけを強化なさればよい。彼らの収益の何割かを国庫におさめさせるのです」とレオは論を重ねた。「父はこの国の守護者、公王ではありませんか。その陛下が威いを振るって申しつければ、皆、反対はできぬはず」

「そなたが思うほどに国事は単純なものではない。公王とて人の身、家臣とて同等の人間である。国の守護者だからと神のごとくに振る舞えはせぬし、また振る舞ってもならぬのだ」

「レオ、考えてもみろ」とブラントンも父に加勢した。「おまえは当然父の子であり、そして父を敬愛しているだろう。だけど、有無もいわさず、お気に入りの玩具おもちややら本やらを力ずくで取りあげられたらどう思う。たとえ相手が敬愛する父であれ、歯向かってみせるのではないか、そして取りあげられたあとは多少ならず恨うらむのではないか」

　いささか子供っぽい喩たとえ話になったのは、ブラントンのなかで、レオが十七歳になっているというイメージがまだ定着していないからであろう。そこを斟しん酌しやくする心理的余裕はレオにもない。彼は顔を赤くして、

「子供の玩具の話などではありません。国の命運を左右する事態です。失礼ながら、父上も、兄上も、事の重大性がおわかりになっていない」

　と声高に叫んだかと思うと、おそらくこの場の誰もが白けるだろうということを口にしてしまった。

「アリオンならば、このような議論にはなりますまい。それこそ子供っぽい。アリオンでは、国王は絶対的な権勢を振るい、家臣たちは皆、風に伏しなびく草々のようにこれになびきます。それでこそ国は成り立つもの。そのアリオンにおいては……」

「もうよい、レオ！」

　ついにはマグリッドまでもが大声を出した。普段は温厚な王だから、小間使いや、食卓の末席にいた役人たちさえも驚いた顔をした。

「そなたは、わたしが王としての権威、力に欠けているというのか」

「い、いえ、そのようなことは……」

「それほどアリオンが気に入ったというなら、いますぐ父の庇ひ護ごを離れ、アリオン王のもとへ馳はせ参じるがいいぞ。わたしが直々に書状を書いて、そなたの身み柄がらを預かってもらおうとするか」

　さすがにこの一いつ喝かつは堪こたえた。レオは平身低頭し、涙ながらに謝罪をした。マグリッドも鼻息を荒くしながらも、

「まあ、そなたとて、何年も国を留守にして、大事を成し遂とげた身だ。国のいく末を案じ、考えを巡らせること自体は成長の証であろう」

　と父親らしい器量の広さを見せ、あとは気配りの利きくブラントンが、レオにアリオンでの話──主に婚約を公表したフロリー嬢じようの話──などを催促して、場を和なごませるのにつとめた。

　ちなみに、この場には、レオの母も、弟のロイも同席していたが、二人はまったく話に関心がない様子で、母などは、末子のロイが早々と食事を終えてナイフを置いたとき、

「もう食べないのですか、ロイ。どこか身体の具合を悪くしているんじゃないでしょうね」

　と気き遣づかわしげに問い詰めて、ロイがぼんやりした様子でうなずくと、やや血相を変えて、

「今日は勉強も武芸もお休みしなさい。部屋にいるのですよ。あとで様子を見にいきますからね」

　といったきり、あとは口も利かなくなった。




　この席での一件も、近きん習じゆたちの口からまたすぐにあちこちへ漏もれた。

　あれほど精力的に出かけては理想を熱っぽく説いていた公子も、お父上に叱しかられて、すっかりしょげかえってしまい、ふたたび部屋に閉じこもりがちになられたようだ──という後日談も含めて。

　レオ・アッティールは確かに、数日、部屋のなかにいた。

　一度だけ出かけたが、そのあともすぐに引きこもっている。

　いかにも弱気の虫に憑つかれたような態度であるし、周囲も彼をそのように見ていたが、アトール公国第二公子は、ちょうどこの直後から、自国に対し、あるいは当面の『敵』と見定めたアリオンに対して、様々な手を打ち、策を実行していくこととなる。

　それらの多くは、自室に閉じこもっていたこの期間に考えたものである。

　策の数々がレオの望みどおりに成功したか否いなかについては、物語のなかでおいおい語られるためにひとまず放っておくにしても、しかしそれにしてもレオにはためらいというものがなかった。

　通常、なにか大がかりな考えを実行しようとする際には、迷いや悩みが必ずや生じる。この策に不足しているところはないだろうか、一つでもなにか欠けているものがあればとんでもない災さい厄やくを自分や周囲に招き寄せることになるのではないか──と、恐れすら生じるだろう。

　しかしレオ・アッティールは、頭に思い描いた案を、次から次へと実際の行動に反映させていった。

　ここで。

　物語をほんのいっとき中断して、とある疑問を投げかけてみたい。

　それほどまでに躊ちゆう躇ちよなく──表面上は、自信満々に──策を実行していったレオは、若冠十七歳の身にして、自分自身に、歴史に名を残すほどの知将たり得る素質がある、と信じていたのだろうか？

　それとも、彼はのちのち国の東西で『神敵』とまで呼ばれるようになるのだが、それらの土地土地で囁ささやかれているように、レオはこのとき神の敵対者たる悪魔を近くに招いており、悪しき知恵や卑ひ劣れつな罠わなの数々を授かっていたのだろうか？

　無論、後者はあり得ない。

　では、前者はどうかというと、これもなかなか納得しかねる話ではある。

　確かに、レオ公子には幼いころから学才があった。本を読んだ。アトールにいるときも、アリオンに預けられていたときも、とにかくものすごい量を読み込んだ。この当時、本は決して安価なものではなかったから、なりあがりの身分であるクロードの城には蔵書の一つもなかった。が、クロードは、レオの学問好きが息子たちにいい影響を与えるのではないかとも期待して、子供たちの教育係をつとめていた寺院僧に頼んで古い写本などをなるべく安く買い取ってはレオに与えていたのだが、レオが与えた端からすぐさま読破していくので、

「近い将来、わが領土の経営が破は綻たんするとしたなら、無む尽じん蔵ぞうの胃袋を持つ魔人ヘベテスが城にこっそり住みついたか、あるいはアトールの国からやってきた公子のせいだな」

　と揶や揄ゆしたほどだった。

　このように周囲をあきれさせるくらいにレオは学問を好んだ。誰にも発表はしなかったが、十歳のときには、すでに古い文ぶん献けんを分析した上で論文を書いている。

　書物は、先人の知恵と知識の結晶だ。これをわがものにしているならば、なるほど多少の道理は吞のみ込めよう。しかし繰りかえすがレオはまだ十七だ。戦場を知らない。大人の駆け引きを経験していない。じかに出会い、声を交わした人間の数とて決して多くない。

　なにより、レオの性格だ。

　これまでのレオを知る者ならばわかるとおりに、彼は本来、争いを好む性た質ちではないし、自分の手で人生を選び取ったことすらない。アリオンにおいて多少の向上心を見せたことがあるものの、それは『アッティール』としてではない人生を夢想したからというだけのことに過ぎず、結局は与えられた人生に埋まい没ぼつしかかっていた。しまいには、ヘイデンが自分を陣地に連れていこうとしたときも──縛り首にあう可能性も否定できない状況下において──、彼がようやくのことで逃げ出したのは、フロリーが強引に手を引いてくれたあとだった。

　だからといって、レオをただ『弱腰』のひと言で片づけることもできまい。

　彼には彼で、背負った責任というものがあった。アトールから出された人質としての責任、そしてアングラット家に累るいをおよぼしてはならないという責任感があった。

　レオには、そうして、自分のことと同等のように周囲を思いやる気持ちがあったということだ。

　そんなレオ・アッティールという人物の本質を知れば知るほどに、こののちの公子の行動には疑問を持たざるを得ないかもしれない。

　が、あえて断言するならば、そんなレオなのに、というよりも、そんなレオだからこそこののちの行動があるのである。




　ヘイデン・スウィフトがアトールを離れると、それに釣られたように、諸しよ侯こうたちも次々自分たちの領土に帰っていった。

　もともと諸侯たちは、コンスコン寺院に援軍を出していた公王を弾だん劾がいするために首都を訪れていたのである。それに加えて、アリオンから使者が来たときにはさすがに冷や汗を禁じ得なかった公王だったが、いまはむしろそれが幸いして、使者の態度が軟なん化かしたことで諸侯たちもいったん公王への非難を中止した。

　ひと息ついた公王だったが、しかしさすがにこれですべてが丸くおさまったなどとは考えていない。ほかならぬコンスコン寺院の件だ。アリオンがいまだ寺院の攻略をあきらめていないのは明白である。が、

「寺院を落とされれば、アトールが丸裸になる」

　と公王を説き伏せて援軍を出させたはずのオズエル・ターホリンも、なぜかこれ以上の助言も提案もしないまま、領土に引きかえしてしまった。

（寺院に残しているノーマ・ラウマールを、即刻引きあげさせるべきか。いやしかし、寺院を捨ておけば、オズエルのいったとおりになる）

　煩はん悶もんの種は尽きない。

「レオの結婚話もある。まずはフロリー嬢じようの父アングラット将軍、次いでアリオン国王に使者を遣つかわすべきだろう。この結婚でアトールを友好国として認知してもらい、不可侵条約にまで持っていけぬものか」

　家臣や長男のブラントンも交えて、何度となく話しあいの席を持った。

「公子殿下とフロリー嬢のあいだに男子が生まれた場合、その子に『母方の国アリオンの教育を受けさせる』という名目でアリオンに出すことも考えられます」

「あるいは、アングラット家の城を、その子に継いでもらうわけには──」

　いささか気の長い話になったとき、政務室を警護していた兵が連絡をしてきた。当のレオ・アッティールが扉の外まで来ているという。公王は渋い顔をしたが、ブラントンは朗らかな顔つきで、

「ちょうどよいではありませんか。なんといっても結婚の当事者です。レオにしかわからぬアリオンでの事情もあるでしょう。あれこれと尋たずねられては」

　いかにも長男らしい心配りだったが、さしものブラントンにもこのとき弟が携たずさえてきた用向きを予測することはできなかった。

「陛下にご報告したいことがございまして」

　扉を開けて入ってきたレオ公子は、これも兄に劣おとらぬ晴れ晴れとした顔でいう。「なんだ」と公王は尋たずねた。

「この前の話なら、すでに終わっているはずだぞ」

「ええ、無論。自身の浅はかさを思い知らされました。父上のお叱しかりを受けて、ここ数日、自分を深く省かえりみましてございます」

　では、なにをいいだすのか。結婚式での、よい余興の一つでも思いついたのだろうか、などと家臣たちが考えていたとき、

「わたしは、近いうちに十字教の洗礼を受けたく思います」

　レオはにこやかな顔をしてこういった。




　なんということもない口ぶりだった。まるで、

「わたしの愛馬セリオスを、明日からアトラスという名前にいたします」

　というくらいの気安さだ。

　当然、だからといって、

「おう、そうであるか」

　とはならなかった。公王マグリッドをはじめ、居合わせた人々は、まさしくあの宴席でレオがフロリーとの結婚を宣言したときと同様の驚きに打たれたのである。

　マグリッドはレオが本気でいっているのだと知ると、家臣たちをさがらせ、息子のレオとブラントンだけを残した。

「しょ、正気か、レオ。どのようなつもりだ」

　アトールにも、十字教の信者はいないでもない。ただしごく少数だ。大陸の人間は、竜神教が盛んな西方、そして十字教で結びついている東方のディティアーヌを除けば、魔ま道どう王朝以前から存在していた多神教を主に信仰している。精せい霊れいの考えが根づいているアリオンとて、信仰の基盤はこの教えや神話の数々にある。地域によって『主神』とされる神々はさまざまだが、アトールにおいては、〈聖鉄の〉レヴィ＝ラハンとされていた。それなりの規模の神殿も首都内にあり、祝いの行事や、儀礼ごとの際は、公王家もその神殿を利用することが多い。

　したがって、公王家の人間が改宗するというのは異例である。

「申しあげましたとおり、わたしなりに思いを巡らせた上での結論でございます」

　レオと十字教の接点といえば、僧兵のカミュだ。レオが死地にあった際に救ってくれた人物の一人で、であればこそ、レオは彼の説く教えにいたく感銘を受けたという。

「正直、神々などは、しょせん、われわれの手の届かぬ天上にある存在でしかなく、縁遠きものと考えておりました。遠く異国の地に、父上や兄上と離れ離れにさせられて、このような運命を与えたもうた神を呪のろったことも幾たびか」

　わざとかどうか、父にとっては耳に痛い言葉を口にしつつも、レオは、

「しかし、神とは仰あおぎ見るものでも、ただ盲目的に従うしかない運命を頭ごなしに与えるものでもない、とわたしは気づかされたのです」

　目を見開いていう。もっともよい例がコンスコン寺院だ、とレオはつづけた。自分もかつて生活していた、それだけにその恐ろしさも強大さもよく知るアリオンと戦いつづけている。そこには利己的な矜きよう持じも、戦いで欲得を勝ち取ろうという意思もなく、ただ、神に相あい対たいすることで空白になった人間本来の意志と力があるように自分には思えた、とそういう。

　マグリッド公王はしかし眉まゆをひそめた。アリオンとのあいだにあった不ふ穏おんな雲がようやく晴れかかったいまになって、そのアリオンから逃走したレオがほかならぬ十字教に改宗したとあっては、いたずらにアリオンを刺激するのではないか。

　マグリッドは反対の意をはっきりと示そうとしたが、

「わたしが十字教の洗礼を受ければ、アリオンとも、これまで以上によりよき関係を築けることでしょう」

　と、レオは父とは正反対の見解を述べた。どういうことかというと、

「アリオンには十字教の信徒が多い。コンスコン寺院とのいくさに関して、複雑な心境を抱いている者も決して少なくないはず。おそらく、寺院を心の底から憎んでいる者などは稀まれでしょう。そのため、民の感情の矛ほこ先さきが、和議を裏切って兵を差し向けていたアトールのほうに向けられていたといってもいい。そこで、わたしが十字教の信者になれば、彼らの対アトール感情もいくぶん和やわらぐはずです」

　マグリッドはいったん口にしかけた反対意見を吞のみ込んだ。アリオンの内情に関しては、確かにレオのほうが数段詳しいのが事実である。

「また、これはいわゆるあとづけですが」レオはさらに言葉を重ねた。「第二公子であるわたしが十字教信者であるからこそ、アトールは、寺院に迫った危難を見過ごしてはおけなかったのではないか、と信者の方々に思わせることもできるでしょう。いや、率先してこのような噂うわさを流すのです。かねてから寺院と公子につながりがあったからこそ、わざわざ寺院は僧兵を派は遣けんしてまで公子を救ったのだ、とも」

　要は、『アリオンを裏切った』という事実より、『神の教えを守りたかったがために行動を起こしたのだ』という動機のほうを大きく印象づける、ということだ。

　レオは、それからは自分の考えを述べるよりも、アリオンで十字教がどれほど浸透しているか、決して多数派ではなくとも、いやそれだけに、彼ら信徒たちは遠く離れた場所にいる信徒に対しても共有意識が高い、ということを語るのに時間を費やした。

　ブラントンは考え込んだのちに、弟に賛同する意を示した。

「レオが改宗した上で、アングラット家ご令れい嬢じようとの結婚において十字教の儀礼と慣習にしたがった式典をおこなえば、二重の意味でアリオンとのつながりが深まるのではないでしょうか」

　と口添えする。

　マグリッドは腕組みした。




　　　　　　　３




　その晩の出来事。

　カミュとセーラが現在居住している宿の部屋に、クオンが呼ばれ、パーシーも姿を見せた。上等の宿だけあって、寝室と、炉ろのある居間とにわかれている。そこでしばし雑談を交わした。カミュは、やはりアリオンとの友好ムードに安あん堵どするティワナの空気が気に入らず、苛いら立だちを増しているようである。

「われわれが会った、あの貴族たちの能天気ぶりはどうしたことだ。一度など、アリオンが明日来るか、いや今日にも来るか、とあれほど恐れおののいていたというのに。喉もと過ぎれば、の格言を地でいく奴やつらばかりだ」

「毎日、こんな繰くり言ごとを聞かされている身にもなってほしいわ。ねえ、パーシーさん、働き口を紹介してくれない？　一人で部屋を借りられるくらいには稼かせぎたいのだけれど。城の小間使いでもなんでもいいわ。あっ、どうせならあなたのお屋敷で雇やとっていただけないかしら」

　妹のセーラは能天気に振る舞いながらも、しかし彼女とて、決して表面で見せているほどには心しん中ちゆう穏おだやかでもあるまい。なんといっても、友人のために路上で銃じゆうをぶっ放すような女性だ。寺院がいま現在も置かれている苦境に無む頓とん着ちやくでいられるはずはない。

　クオンはというと、居間の隅でじっとうずくまっていた。こちらはこちらで、少し目を離した隙すきにでも戦地へ舞い戻りかねない苛か烈れつさを抱え込んでいる少年である。

　そして最後に顔を見せたのは、彼らを呼び集めた当人──レオ・アッティールであった。

　父王に叱しかられた公子は相当にしょげかえっているという話で、

（公子もしばらくは大人しくならざるを得ないか）

　などとパーシーは考えていたから、この突然の呼び出しは、彼にも意外だった。

　そしてなにをいうかと思えば、挨あい拶さつもそこそこにレオが切り出したのは、例の、

「十字教に入信したい」

　という件である。

　居間に集められた人々にとっても意表をつかれる言葉であった。カミュなどは「おお」と感極まった声をあげた。アトールにおいてただひとり軍備再編を主張して、さらには彼の信奉する十字教に生きる道を見み出いだそうとはよくよく気のあうお方だと思い、いや気があうなどというものではなく、この公子と出会うことは神によって定められていたのではないか、とすら思って興奮した。

　が、よくよく聞いてみれば、レオの入信は、アリオンの対アトール感情を和やわらげる目的があってのことであり、決して神の導きに心身をゆだねようという心意気からのものではない。

　カミュは目を閉じ、太い腕を組んで黙りこくってしまった。

　彼にしてみれば、この身が朽くちていくまでの生涯、いやさ、死後の魂たましいさえも捧ささげるであろうという神の教えを、政治的に利用しようというのだから、怒りももっともだが、それに加えて、

（しょせん公子も、アリオンの威いに恐れをなして、大きな力の前に尻尾しつぽを巻くていどの御ご仁じんでしかなかったか）

　失望が胸をかすめていた。そんなカミュの気持ちをよそにレオは説明をつづけて、

「ぼくの改宗をアリオンに伝えるため、そして決してその場しのぎのものではないと宣伝するためにも、洗礼式を大がかりなものにしたい。たとえば城や街の広場などで安あがりに済ますのではなく、あらかじめ十字教の教義にのっとった礼拝堂を建てて、そこでおこなうんだ。これは父上にも訴え、了承を頂いている」

　パーシーは、すでにレオがこのことを公王マグリッドに話していたことにも驚きながら、

「ほう。礼拝堂を、アトールに建てるのですか」

　別のことにも驚きを見せた。レオはうなずき、

「正確には、礼拝堂のある教会だ。大規模のものは教会堂というのかな」

「ほう」

　もう一度唸うなって、パーシーはカミュのほうをちらっと見やった。さっそく複雑な表情になっている。本人はどう思っているかわからねど、顔に出やすい男だ。神の教えを利用されるのは腹立たしいものの、アトールに布教の拠点ができるのは悪くない──そう考えている。

「このティワナに教会を建てるというのですか。そうなると、しかし、建築にどれほどの時間がかかるものか──」

「まずは洗礼式ができる礼拝堂のみを急いで完成させる。これはあとで拡張できるようにしておいて、ひとまずは簡易的なものでいい。ひと月以内には洗礼式をおこなうつもりでいる」

「ひと月？」

「それに、教会を建てるのは、ここティワナじゃない。サヴァン・ルーどのの領地がいいだろう、とこれも父上に提言し、了承を頂いている」

　パーシーは、レオの意図にわずかながら気づいて、軽く眉まゆをあげた。

　なるほど、サヴァンの領地には良質の採石場がある。教会堂の建築資材としてはうってつけだ。それに切り出した石を運ぶ手間と時間を考えれば、なるべく採石場に近い場がいい、とレオは公王にそう説いたのだろう。

（単に洗礼をおこなってアリオンの感情を和らげるだけでなく、サヴァンどのに接近するお考えか）

「サヴァンどのの領地から石を買いあげ、しかも人を多数招く教会を建こん立りゆうするとなると、サヴァンどのの懐ふところも潤うるおいましょう。採石場を狙ねらっていたダーレンどのも手出しできなくなりますな」

　パーシーはいたく感心した。

　とともに嬉うれしくなった。

（やはり、公子はただ凡ぼん庸ような方というのではない。あれこれと現状を打破するための考えを巡らせていらっしゃったのだ）

　自分の見立てが決してまちがっていないことが証明された。

　窮きゆう地ちにあるサヴァンを救えば、信頼を得られるだろう。十字教への改宗にはアリオンの敵意を削そぐ意味もあるから一挙両得だ。さて、では諸しよ侯こうの一人を味方に抱き込んで、公子はその先になにをするつもりでおられるのか。パーシーはまるで出来のいい生徒がすらすらと解答を述べていくのを見守る教師のごとき気持ちで、その先を楽しみにしたのだが、

「そう、ダーレンの動きも封じられる。──ゆくゆくは」

　レオは含みのある言葉を口にした。

「教会堂建立も、ぼくの洗礼も、周囲に伏せておいて、まずは内々に進めるつもりだ。ダーレンからすれば、突然狙っていた採石場から石が多量に切り出されるので、あわてふためくだろう。もし、サヴァンの読みが当たっていたなら──ダーレンが賊ぞく兵へいを出してまで採石場を奪うつもりだったなら──、これを放っておくことはしないはずだ」

「ということは、ダーレンどのの兵をわざと採石場近辺に呼び込むと？」

「そう」

　レオは正解を出した生徒相手にするようにうなずいた。立場が逆転したようである。パーシーは目を丸くした。

「そ、それでどうなさいます」

「これを討うつ」

　レオはきっぱりと断言した。

　カミュが目を開け、セーラとクオンも視線を釘くぎづけにされるなか、パーシーは、

「お、お待ちを、公子」思わず声を張りあげた。「それは、なんのためでありますか。た、確かに、ダーレンどののおこないは、公王家の家臣としては見過ごせぬものがあるものの、この状況下で、むざむざ国内に敵をつくるような真似をせずとも……」

「敵をつくるなどとはとんでもない。むしろ味方を得るためだ」レオの返事は簡かん潔けつだった。「ぼくには、いまのところ、主おもだった味方も、率いるべき手勢もない。だから、その両方を得るためなんだ」

「で、では、味方と手勢を得て、その先、なにをされようというのです」

　レオは口を閉じた。返事に窮した、というより、これから自分がいおうとしている言葉をいったん口のなかで吟ぎん味みしているようだった。クオンが咳せき払ばらい一つする間を挟んでから、

「アリオンと戦うためだ」

　レオはいいきった。




　皆、言葉もない。

（戦う？）

　パーシーはともすればこの一いつ瞬しゆん、笑顔を浮かべそうになった。

　理由は二つある。

　第一に、いま十字教へ入信するのは「アリオンの敵意を和やわらげるため」といったばかりではなかったか。それなのに「戦う」というのは支し離り滅めつ裂れつもいいところだ。

　第二に、レオ・アッティールに「戦う」などという言葉が単純に似つかわしくなかったからだ。顔立ちも身体つきも、まるで少女のそれだ。齢よわいまだ十七。初うい陣じんも経験していない。レオ本人がいましがた口にしたとおり、味方も、率いるべき兵もない。だというのに、

（戦う）

　という。それも、「ダーレンの賊ぞく兵へいをわざと引き込んで討うつ」だけならともかく、これはあくまで味方と手勢を得るためのきっかけに過ぎず、ゆくゆくはアリオンと戦うのだという。アトール一国がシャザーンと組んでなお太た刀ち打うちできなかった強国相手に、このちっぽけな公子一人が。

　パーシーが思わず噴ふき出したくなったのも無理はない。

　レオが軍の再編を訴えていたときは、まだ現実の見えない、いかにも子供っぽい理想論だとは思ったものの、パーシーには好ましくも思えた。子供っぽいとは、つまり、未来に思いを馳はせる若さがある、ということであり、彼が見てきたアトールの重じゆう鎮ちん貴族や諸しよ侯こうらには決してないものが備わっているという意味でもある。

（この公子も歳を重ねる。一段一段現実のきざはしを上っていくなか、理想はきっと重石おもしとなる。重石を抱いたままでは足をあげるのもつらくなり、動どう悸きが激しくなって、ついにはその理想を丸ごと打ち捨てたくもなるだろう。自然にばらばらと落ちていくかもしれない。それでもなお、歯を食いしばって、血を絞り出してでも、いま抱いている理想の一片でも手もとに残しておいてくれたなら）

　レオ・アッティールは、アトールの未来、その一いち翼よくを担になうにふさわしい公子になるのではないか。そんな期待があった。そして自分も公子とともに歩んでいけたなら、という願望もあった。が、あくまでもそれは未来に向けての話だ。

（いま、子供っぽい理想をぱんぱんに膨ふくらませたまま、現実と戦おうというのでは、敗北が目に見えている。ここは、どう言葉を尽くしてお止めしたものか）

「笑ってくれて構わないよ」

　レオがいったので、パーシーは思わずはっとなった。レオ公子は、年頃の少女が異性に与えるのとそっくりの、謎なぞめいた眼まな差ざしでパーシーを見ている。

「その前に、一ついいなおそうか。ぼくが戦うのはアリオンじゃない──ヘイデンだ」

「ヘイデンと？」

　おうむ返しにはしたものの、パーシーには、それは単なる言葉の置き換えにしか聞こえない。

　同情と落胆を飛び越えて、パーシーは目の前の公子に対して無む性しように苛いら立だつものを覚えた。よく似た人間を知っている気がした。確信も後うしろ盾だてもなに一つないまま、ただ英雄になれるのだと盲目的に信じていた過去の自分自身。と、

「……お話しいただけますか、公子」

　口を開いたのはセーラだった。

「貴族たちの家を訪ね歩かれたのも、おそらく計画の一部なのでしょう。今後の計画も含め、レオ公子さまがなにをお考えになられているか、わたしどもにもお聞かせ願えませんか」

　実に冷静な口調と判断だ。

　パーシーは自分の内側を巡った血の熱さを恥じた。と同時に、

（そうか）

　レオ・アッティールが自分たちを呼び集め、わざわざこんな話をしているのは、自分たちに協力を仰あおぎたいからだ、などというごく当たり前のことに、いまさらながらパーシーは気づかされた。

　まだ出会って日も浅い。じかに顔をあわせたこと自体、数えるていど。

　そんな自分たちに、レオは本来胸に秘しておくべき考えをあけすけに述べている。「味方の兵を討うつ」などということも含めて。思えば、公子は相当に危険な橋を渡っているのだ。それは、　レオがなにをするつもりにしても、頼るべき仲間が彼ら以外には存在しないということでもある。

（われらを、見込んでくださったか）

　大胆な策を述べているレオだが、そのレオからしても、「大たい勢せいを覆くつがえすため、アリオン軍の本陣を衝つく」などということを本気でやろうとしていたパーシーたちも十分大胆で愚かな男たちだった。

　パーシーは、寺院に詰つめていた際、

（せめてアリオンに一いち撃げきを）

　などと期していた自分自身を思いかえして、ひとまずは話を最後まで聞いておくべきか、と納得した。




　レオはセーラに促うながされるまま、話しはじめた。

　そしてそれからの時間は、パーシー・リィガンにとって驚きの連続だった。

　まず、レオは、あの晩ばん餐さん会かいでヘイデンから嘲ちよう弄ろうされ、「アトールの平和は長つづきしない」と不気味な宣言をされたことを語って、そして、今度は逆にレオ自らが宣戦布告したことを説明した。

　パーシーは知らず知らずのうちに目を剝むいていたが、

「なんてこと」

　セーラが思わず口を挟んだのは、男たちが抱いだいた危き惧ぐとはまったくちがうところに原因があった。

「公子さまは、フロリーお嬢じようさまがヘイデンに奪われそうだと思ったから、いきなり婚約を発表されたのね。お嬢さまのご意思も確認されずに？　それって、あまりにフロリーさまがおかわいそうだわ！」

「黙っていろ、セーラ」

　カミュがいう。いつものうんざりした口調でなく、その声の鋭するどさは、どこか彼の振るう槍やりのそれに似ている。

　レオはセーラからの思わぬ攻撃に目を白黒させていたものの、カミュに促うながされるまま説明を重ねた。レオは、アリオンにいたときの経験、そしてヘイデンの言葉などから、寺院攻略の糸を引いているのがヘイデン一人であるとほぼ確信していた。

　さしたる証拠もない確信ではあったが、パーシーは腑ふに落ちるものを感じていた。アリオン軍本陣に奇き襲しゆうをかけようとして、逆にアングラット将軍に捕まった際、将軍との会話を通じて、どうにもこの戦いが奇妙なものである、という感想をずっと抱いていたからだ。

　コンスコン寺院のログレス司教が「王家を呪のろった」と主張して軍を差し向けてきたアリオン勢ではあったが、その割には寺院のある山を包囲できるほどの数はなく、指揮官ヘイデンは、本来寺院とは関係の薄いはずの公子を殺そうと画策し、さらには、その公子とフロリーが逃げたと知れば、軍の指揮も放っておいて、本陣の兵を割さいてまで山狩りを敢かん行こうしていた。

　もしも、これら一連のアリオンの動きが、ヘイデン一人の意思によるものだとすれば、たとえ理解はできずとも、たとえばこの戦いにおける不可解さ、効率の悪さ、おどろおどろしさといったものは、きっと個人の感情に由ゆ来らいするものなのだろう、と納得することはできる。

　カミュもまた、

「ヘイデンは、調停役として寺院を訪れながら、いまや率先して寺院を落とそうとしている男だ。あの男ならば、アトールをも滅ぼしてやろうと考えていたって不思議ではない」

　そううなずいていた。

　レオ公子は皆の顔を順ぐり眺めながらつづけた。

「しかし、相手はヘイデン一人とはいっても、彼には少なからぬ部隊を動かす『力』がある。翻ひるがえって、アトールはどうか。国の危機に瀕ひんしても諸しよ侯こうらは公王家と歩みを揃そろえようとはしない。それに、みんなも見たはずだ。目に見える脅きよう威いがひとたび去れば、あとはまた怠たい惰だと平和のなかで居眠りを決め込もうとする。いったん追いやった獣けものが、実は近くの草むらに伏して、牙きばと爪つめを研といでこちらの喉首をいまだ狙ねらっているかもしれないというのに」

　レオが訪ね歩いていた貴族、諸しよ侯こうらのことをいっているのだろう。公子があらわれる前、まさしくカミュが指摘していたことだ。

「貴き人じんにしか軍の指揮権がないアトールだから、こうなるともろい。もちろん、あのときだってみんなのいいたいことはわかっていた。『説得するならもっと上手にやれ』というのだろう。ぼくだって、それほどまで馬鹿じゃないのさ。言葉を選び、態度を選びさえすれば、もっといい反応も引き出せたかもしれない。だけど、それじゃ駄目だ。ぼくと同じ危き惧ぐを、ぼくが説得する以前の段階で抱いてくれている人物でなければ、この先、歩調を揃そろえられるとは思えなかった。しかし、これもみんなが思っているとおり、期待した半分も手ごたえは得られなかった。これはなにを意味すると思う」

　またも教師から議題の答えを求められたような立場のパーシーだったが、うかうかと口にはできなかった。代わって、

「いかに公子がアリオンやヘイデンの脅きよう威いを説いたとて、現状では誰も耳を貸したがらぬということ」カミュが応じた。「ならば近い将来、コンスコン寺院は火に焼かれ、いずれは同じ末路をアトールも辿たどることになる」

（馬鹿な）

　パーシーは思った。寺院のことはともかくも、アトールに関していえば、それは公子一人の思い込み、ということだってあり得る。カミュとて、ことさらにアトールの危機をあおることで、結果的に寺院への助力を確約させたいだけなのではないか。

　そんな焦りを抱きながらも、なぜかパーシーは口出しできない。声を発しようとするたびに、喉に壁ができて、声を外に洩もらすまいとしているかのようである。

　パーシーの焦りをよそに、レオはいった。

「──だから」

「だから？」

　カミュが釣り込まれたように聞く。彼は半ば腰を浮かしかけていた。

「だから、まずはぼくが戦う。戦って、国を守る。守った上で、この国をつくり変えねばならない」

　パーシーにはめまいのするような言葉だった。直後、どしんと床ゆかが揺れたときも、あまりにショックを受けたので、脳が立ちくらみに近い状態になったのかと思ったほどだったが、実際は、カミュが拳こぶしを床に打ちつけていたのだ。

「戦う。戦う、戦う。そうおっしゃられましたな、公子」

「さっきからいっているよ、僧兵どの」

「いや！　先ほどまでは、まだ夢物語を口にされているかのような頼りなさがあられた。しかしいまはっきりとわかった。あなたは武人だ、レオ公子どの。たとえ槍やりを用いて敵兵を討うったことがなくとも、あなたはこのアトールにおいて誰よりも武人でいらっしゃる！」

　目が爛らん々らんと光って、眉まゆはいつも以上に逆立っている。

「よくぞわれらに打ち明けてくださった。あのアリオンの山中にてわれわれが出会ったのは、まさしく神の思おぼし召めしであったのだろう。あなたこそ、寺院を……いやさ、神の愛を守護せし者！」

（待て）

　パーシーはカミュを制そうとした。汗が浮くほどの切迫感に駆り立てられながらも、しかしやはり喉が塞ふさがっていてまともな言葉が出てこない。

（くそっ）

　自分はいったいどうしたというのか。どうして、この二人を止める言葉一つ口に出せずにいるのか。

　公子レオとカミュの交わしあう視線には、熱がある。危あやういほどの熱が。国の枠組みを溶かしてやろうと考えるレオの熱と、神の教義を守るためには強敵との戦いも辞さないカミュの熱とがいびつな形に混ざりあって、いまにもパーシーごとアトールを焼き尽くさんばかり。

（この二人は若い。というよりも、幼すぎる。公子はなんの後うしろ盾だても力もないままにヘイデンを挑発するような方だ。カミュに関してはもういわずもがな、神のためには死んでもよいと思っている。一人で死ぬのはよいが、こちらが巻き込まれてはたまらん。この二人を放っておいては、そのうちアトールに取りかえしのつかない災さい厄やくを招くことになるぞ。それこそ彼らが『脅きよう威い』と口にするアリオン以上に）

（二人を止めねばならない。そう、子供を叱しかるのは、この場で誰よりも年長者たるわたしの役目だ──）

「レオ公子」

　パーシーの喉にできていたつっかえがようやくのことで取れて、彼は、いままでレオを呼んできたどの言葉より、慎重にその名を呼んだ。

「たたかう。……ええ、戦うつもりなのは、結構でしょう。ヘイデンが軍勢を率いて攻めのぼってくるという未来も、確かにあり得ぬ話ではない。しかし、勝ち目のない戦いに挑んで散りゆくのは、蛮ばん勇ゆうの士ならば誰にでもできることです。ここにいるカミュがそうであるように」

「随ずい分ぶんないいようだな、パーシー。死ぬことができぬ者は、戦って生き残ることもできぬのだぞ！」

　カミュが荒々しい声をあげたが、セーラがそっと手で制した。いつもの兄妹の立場とは逆だ。

　パーシーは構わずつづけて、

「肝かん腎じんなのは、勝つこと。少なくとも、勝つ見込みがあること。ヘイデンの侵攻を待たず、あえて自分から戦うとおっしゃるからには──、戦い、そして勝つ気でいらっしゃるか」

　表面上はそうやってレオに問いかけながら、

（こんなことをいうつもりだったのか、わたしは？　二人を止めるのではなかったのか？）

　内面では、自分自身へも同時に問いかけている。

　パーシーの目は限界近くにまで見開かれ、公子の一挙手一投足を見逃すまいというようにレオを凝ぎよう視ししていた。その目から、やはりある種の熱が放たれていることにパーシーは気づかない。

　どれほどの間があったろう。

「当然だ」

　レオが顎あごを一つ引くその瞬しゆん間かんを、パーシーは、その生涯において決して忘れ去ることはなかった。

「そして何度でもいおう。この戦い、ぼくが勝利しなければアトールは滅びるのだ」
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　サヴァン・ルーは所領に帰ったが、家臣の誰一人として、領主である彼にティワナ訪問の成果を問うことはできなかった。

　顔を見るまでもない。荒々しい足音を聞いただけで十分だった。

　ティワナにはほかの諸しよ侯こうたちも訪れていたが、サヴァンの場合は、公王を弾だん劾がいしようとしていた彼らとは目的が異なる。

（おかしな話だ）

　サヴァンはいっそ笑い飛ばしたくもなる。コンスコン寺院への援兵を非難する立場としてもっともふさわしいのは、むしろサヴァン以外にないはずだ。七年前、唯一アリオンの侵攻を受けた土地の城主である。

　激戦だった。

　鎧よろい兜かぶとに身を包んだサヴァン自身が陣頭に立って、必死に戦った。

　しかし公王は、アリオンがそれ以上侵攻をつづける気がないと見込んでか、おざなりに数百の援軍を寄こしただけで、その兵たちもほとんど城内に詰つめているきりだった。ここで決死のいくさなどをしかけてアリオンを本気にさせるよりは、いわばアリオンの『見せしめ』が終わるまで待とうという腹づもりだったのだろう。

　アリオン軍の攻勢はやまず、サヴァンの本城にいたるまでの途上にある支城や砦とりでを次々に陥かん落らくさせた。サヴァンの親縁や、長年の友人、家臣たちが討うち取られたという報告が次々と耳に届いた。なかに、サヴァンの息子二人もいた。次男などは妻を娶めとって一年にもならない。その妻が懐かい妊にんしたという嬉うれしい知らせにサヴァンが躍おどりあがったのが遠い昔のようだった。

　結局、アリオンとは和平がなったものの、いまになって関係がふたたび怪しくなった。

　サヴァンとしては怒りくるいたくもなる。あの戦いでいったいなにを学んだのだ、わたしの払った犠ぎ牲せいではまだ足りないというのか、と面前で公王を怒鳴りつけたくもなった。

　が、サヴァンはそれ以前から、領内の採石場が狙ねらわれているという別の問題を抱えていた。

　山さん賊ぞくまがいの男たちが頻ひん繁ぱんに姿を見せては、「領内警備を担当する傭よう兵へい」を名乗って、採石場周辺の村々に嫌がらせをする。食料を強奪し、女を要求し、さらには採石場で働く男たちに喧けん嘩かを吹っかけては、荒くれた石工たちがこれに応じれば、「報復だ」とばかりに家を焼き、当人を馬にくくりつけて引きずりまわす。

　当然、報告を受けたサヴァンは幾度となく兵を繰り出してこれを追い払うのだが、賊たちはまたしばらくしないうちにあらわれては、同じことを繰りかえす。サヴァンは国境を守る城主であるため、あまり多くの兵をそちらに割さけない現状もあった。

　これが、ダーレン・アクティカの仕し業わざであることなど明白だった。以前からサヴァン領内にある質のいい採石場に目をつけていて、何度か共同管理を持ちかけていたし、数日前には使者をよこしてきて、

「どうやら、領内で暴れる山賊どもに難儀しておられる様子。サヴァンどのは国境警備の大事な任を負った方ゆえ、ここは不肖ダーレンが賊討とう伐ばつの労を肩代わりするといたしましょう」

　などといってきた。『賊』の正体がダーレンの差し向けた賊ぞく兵へいであることなどわかりきっている。ダーレンは適当に兵を出してこれを追っぱらう振りをして、あとは「資源を守備する」という名目でうやむやのうちに兵を駐ちゆう屯とんさせるつもりだ。

　ダーレンはかねてより領内に新しい城を建てたがっていた。そのため、大量の石材を必要としていたのだが、それをサヴァンから買いあげる金を惜しんだのだろう。

　現在のアトールでは、同じ国内であっても、土地や資源を巡って、諸しよ侯こうをはじめとする地方領主同士で争いが起こることは決して珍しくない。国全体を取りまとめる公王家の力が落ちているからだ──とは、いままでも何度か述べたとおり。

　ダーレンは、諸侯のなかでもひときわ政治的な力の強い男だ。

（どうせほかの貴族たちには口出しできぬし、公王家にもこちらに介入する余力などない）

　と見てか、誰よりも好き勝手に振る舞っている。

「おのれ、悪党めが」

　ダーレンには、例の対アリオン戦争の折り、こちらの援軍要請を何度となくはねつけられた恨うらみもある。

　コンスコン寺院の一件で、ダーレンをはじめとした諸侯たちがティワナを訪れるつもりだということを知って、サヴァンも腰をあげる決意をかためた。こうなれば、多くの貴族たちの面前で、公王に直接訴える以外にない。

　結果は、領内に帰還して以降、家臣たちとほとんど口も利きかずに、足音も高く城内をうろつきまわっているサヴァンの姿が物語っている。

　公王はまともに耳を傾けようともしなかった。アリオンとの関係が切迫していたため、その他の面倒事いっさいを遠ざけたかった、という以外に、ダーレンの存在を恐れてもいたのだろう。ダーレンは、マグリッドの父を公王の座から追い落とした急きゆう先せん鋒ぽうである。ここでうかつに敵にまわしては自分も同じ轍てつを踏ふむことになるのではないか、という恐れが面上にあらわれていた。

（ダーレンは悪党だが、公王は公王でまったく頼りにならぬお方だ）

　サヴァンは悔しさのあまり涙を滲にじませていた。

（家臣の領民も領土も守れぬというなら、いっそアリオンと関係がこじれて滅ぼされてしまえばよい。このサヴァン、もはや公王のために命を捧ささげてやる義理もない。そのときにはアリオン側について、まずはダーレンの城を落としてやろうか）

　そんなことすら考えるのである。

　サヴァンは、城の一角で足を止めた。通路の左右に、彼が若いころに趣味で集めた壺つぼなどが並んでいる。ひときわ古くて高価な酒壺に、大きな亀裂が入っていた。サヴァンの息子二人が、幼いころに「剣の稽けい古こ」などと称して木切れを振りまわして遊んだ際につけたものだ。二人は泣きじゃくりながら父に謝罪をした。最初のころは殊しゆ勝しような態度の二人だったが、そのうち、「むきになった兄上が悪い」「なにを、壺を割ったのはおまえじゃないか。二人の責任にしてやろうという兄の気持ちを踏みにじるとは」などと言い争いになり、またも取っ組みあいをはじめてしまった。

　亀裂を指でなぞるサヴァンの頰ほおに、涙がひと粒落ちた。

　──それから数日もしないうちに、サヴァンのもとに、公王からの使者が訪れた。当然、サヴァンは不ふ審しんげに眉まゆを寄せた。

（いまさら、公王のほうからわたしになんの用件があるというのだ。話があるというならティワナでもできたろうに）

　そのタイミングのみならず、使者の顔ぶれが妙だった。

　筆頭は、見たこともない老人だった。名をボスクという。聞けば、十字教の司祭であるらしい。いまでいうディティアーヌ連盟の一画に生まれ育った彼は、三十年前にアトールに渡ってきて、以来、細々と布教活動をつづけていた。いまはティワナ南西部の村に小さな教会を建てて、そこで暮らしている。

「その司祭どのが、わが城に何用かね」

　サヴァンが尋たずねると、老人の傍かたわらにつき従っていた男が、公王からの書状を手渡してきた。

　この男、格好こそ修道士のそれだが、身体が大きく、目つきも鋭するどい。ますます不信感が募るなか、サヴァンは書状を広げて文字を目で追った。




　ボスクに従っていた男──カミュは、城主サヴァン・ルーの表情の変化を見て取っていた。

　うさん臭げな顔が、書状に目を落とすなり驚きに染まって、やがて冷静さをつくろおうとしてか一回咳せき払ばらいをし、ふたたび書状に視線を走らせる。

　このボスクという老人は、カミュが探し当てた男だ。ティワナに滞在していたあいだ、彼は都に暮らしている数少ない十字教信者たちと交流を持っていた。ティワナには礼拝堂がないため、とある商人が自宅の地下に建設した小規模の堂に何人かで集まって礼拝することもあった。その信者仲間から、アトールで神の教えを広めつづけている稀け有うな人物がいる、と聞いて、カミュ自らが訪ねたのである。

　カミュから用件を打ち明けられたボスクは、いまのサヴァンに負けず劣おとらず驚いたが、コンスコン寺院援助の件でアリオンとの関係が悪化しかかったとき、この小さな教会にも嫌がらせが複数あったといい、

「民のわだかまりを解き、アトールにおいてわが教えを正しく広めるにはよい機会です」

　と、その気になってくれた。

　では、サヴァンは。

　彼は、書状を持つ手をかすかに上下させながら、

「まことか」

　と問うた。

「まことであります」ボスクの代わりにカミュが答えた。「マグリッド公王陛下は、この地に十字教──われわれは自らの教えをこう呼びはしませんが、便べん宜ぎ上じよう──の教会堂を建築したいというご意向」

「し、しかし、なぜわが領地に」

「書状にもありますとおり、いずれは修道院を兼ねた大がかりな建物にする所存でありますが、ひとまずは公子レオ・アッティールさまの洗礼を取り急ぎおこなう必要から、簡易的な礼拝堂だけでも建築せねばならぬため、採石場により近い場所が望ましいとのお考え」

　サヴァンは書状に何度も目を落とした。

　まちがいなく公王マグリッド直筆のものだ。

　サヴァンは息を吞のんだ。国が、サヴァンの土地から莫ばく大だいな量の石を買いあげるのだ。さらに教会堂の建築となれば、たくさんの大工、石工、職人が城下に押し寄せてくる。当然、サヴァンの管かん轄かつする市場は大いに潤うるおう。建築後には、式典のたびに信者がやってきて、さらには遠方から巡礼者が多数やってくることも考えられる。そこまで気の長い話でなくとも、なによりサヴァンにとってありがたいのは、

（これなら、ダーレンもわが領地に手出しできまい）

　ということだ。なにしろ公王の勅ちよく令れいである。いかに公王家を甘く見ているダーレンとて、なんの理由もないまま、公王の決定に歯向かうような真似はしまい。

「アトールにはまだまとまった教会組織が存在しないゆえ、こちらのボスク司祭をゆくゆくは司教の座に据えて、この地に一大教区を設けます。将来はサヴァンさまのご領地をはじめとして、各地に修道院や教会を建築したいと考えており、教区の設定と院長らの選抜は、ボスク司教を中心とした教会参事会が一括して引き受け……」

　カミュのすらすらとした弁舌も、いまのサヴァンには半分も耳に入ってこない。

　ダーレン・アクティカの鼻を明かせそうだと思うと、先ほどむらむらと火のように立ちのぼっていた反逆の心を、サヴァンはひとまずのところおさめることに決めた。










　三章　剣と仮面







　　　　　　　１




　教会堂の建こん立りゆうと、その目的であるレオ公子の改宗は、レオがパーシーたちの前で述べたとおり、ひとまずは周囲に伏せられていた。

　表向きの理由としては、「宣伝を開始するにも時じ機きを見たほうがよい」というのである。公王マグリッドはまた渋い顔をしたものの──これも公王の『独断』ととらえられると、またぞろ、あとになって諸しよ侯こうらの弾だん劾がいを受ける羽目になるのではないかと考えた──、

「表面上は、婚こん姻いんを執とりおこなう儀礼の場を準備している、としておけばよろしいのではないでしょうか」

　レオは涼しい顔でいった。

「まず、少なくとも噓うそではない。それに諸侯らが恐れているのはいうまでもなくアリオンです。この結婚がアリオンとの橋渡しになるということをアピールするために大がかりな式典にする、といえば、彼らも非難の声を大きくすることはないはずです」

　さらに、レオは、サヴァンの採石場がここのところ賊ぞく兵へいに襲おそわれていることをそれとなく伝えた上で、

「サヴァンどのは西の国境警備に兵を割さかれています。父上、ここは陛下の名において護ご衛えいの兵を出すべきかと。……いえ、それほどの数は必要ありません。要は、これが陛下の勅ちよく令れいによるものだと知らしめればよいのです」

　そう打診した。

　公王マグリッドは、レオが次々意見を出すことに驚きを隠せなかった。さらには、それら兵の指揮を自分が執とると言い張った際には、まじまじと息子の顔を見つめたほどである。名目上のことだけなので、マグリッドはこれも許可した。どうせ、結婚して家庭を持つとなれば、レオにもそれなりの領土か、あるいは城内での役職を与える必要が出てくる。いまのうちにあれこれと仕事をやらせておくのは決して悪くない。

「アリオンに出すまでは、どうにも大人しい息子だとしか思っていなかったが」意見を述べ終えたレオが部屋を辞すと、マグリッドは長男のブラントンに苦笑を見せた。「どうしてどうして。晩ばん餐さん会かいからこっち、あ奴やつには驚かされてばかりだぞ」

「レオとて、無論、アッティール家の血を引く者です」

「そうではあるが。あまりに変わりすぎると、なにやら恐ろしい気持ちもするものでな。あ奴め、アリオンでよからぬ教育を受けてなければよいが」

　マグリッドはそう冗談めかした。

　レオ・アッティールには近この衛え兵へいがつけられることとなった。近衛隊は、公王直属の軍隊である。そのすべてが貴き人じんの血筋からなる者たちによって占められていた。貴族の子息とはいっても、家、土地を継ぐことのない次男や末っ子が大半だ。その条件に当てはまり、なおかつ武を志していたパーシーなどは、実のところ近衛隊への入隊を父に勧すすめられたこともあったのだが、

「まずはどうしても戦場に出て、自らの手で功をあげたかったもので」

　とレオに説明したことがあった。近衛隊そのものが戦場に出て、実際に手柄をあげる機会などはごくごく限られている。

　レオに預けられたのは、二十の騎馬近衛兵。この騎馬兵一人一人に五人の郎ろう党とうが歩兵としてつくので、総勢は百名以上になる。

　これにレオは、パーシー、クオン、カミュといったお馴な染じみの面々を加えて、ティワナの都を出しゆつ立たつした。

　今回は近衛隊を含めた軍としての出立となったので、セーラはついてくることができなかった。カミュはこのはねっかえりの妹をどう説得したものかと頭を悩ませていたのだが、意外にも、

「わかった。公子さまがはじめて率いられる軍団に尼に僧そうがいたのでは見栄えがよくないものね。大人しくしてるわよ。ティワナでも友達が何人かできたから退屈はしないわ」

　などとあっさり身を引いた。

　レオ一行はつつがなく街道を進んだ。

　軍事部隊であるので、当然、先頭のレオも鎧よろい兜かぶとをつけている。ただし体格的に大きなものはつけられないため、公子の立場といえど軽装だ。こうして武装をして、兵を従えて馬を進めていくのは、レオにもはじめての経験だった。隣となりに位置して、周囲にくまなく注意を配っていたカミュに、

「似合っているかな、カミュ」

　と聞く。カミュは「無論」と大きくうなずいた。すでにこの大柄な僧兵は、レオにある種の期待と希望を抱いだきつつある。十年来もこの公子に仕えている武人のような雰囲気を漂わせ、

「早駆けをして偵てい察さつしてまいります」

　などといって馬を飛ばした。まだティワナを発たって一時間と経たたない。しかも整備された街道上で、そうそう怪しげな者どもが公子の命を狙ねらって伏せているわけでもなかろうが、いかにも彼らしい気ぜわしさだ。

　レオは、

「カミュはああいったけど、クオンはどう思う？」

　カミュとは反対の位置で馬を進めていたクオンへと水を向けた。ぎょっとしたようなクオンの顔を見て、後ろに位置していたパーシーが忍び笑いをした。一行のなかで、レオより唯一年下なのがクオンだ。いままで何度か公子に同行してはきたものの、レオと直接言葉を交わすことは一度もなかったはずだ。国や寺院を守りたい、という意識を共有しているパーシーやカミュは、公子の行動や思惑に、一定以上の関心を抱かざるを得なかったが、故郷をあとにしてきたクオンにはそうした目的意識はない。公子のやろうとしていることや思惑など、基本的にはどうでもよいことなのだろうし、また、公子が自分のような田舎育ちの一傭よう兵へいに気をかけることはないだろうと最初から思い込んでいた節ふしがある。だからこそ、直接声をかけられ、この少年にしては思いがけないほど狼ろう狽ばいした。

「い、いや、まあ、カミュの、いった、いや、申しあげました、とおりかと、存じまする」

　つっかえつっかえしながらも、なんとか返答する。レオが薄く笑った。が、口調は辛しん辣らつに、

「気持ちがこもっていないな。正直にいわないと罰が下るぞ」

　などという。クオンは助けを求めて周りを見たが、パーシーはわざと素知らぬ顔を決め込んでいる。

「で、では、正直に、いいますると」

「うん」

「こ、公子は瘦せぎすなので、あまり、に、似合っているとは、いえません。おれの故郷では、弓や銃じゆうを取って戦う女たちもいましたが、そ、そちらのほうがよほど男らしいかと」

「いうなあ」

「もっと、肩幅をつけたほうが、よろしい。あと、馬に乗るとき、大将ならばもっと胸を張って、顎あごを引いたほうが、らしく見えます」

「こ、こうかな」

「それは引きすぎであります。首をしゃんと立てて、前を見て」

　要するに、遊んでいるのだろうが、レオはレオで、このクオンという少年に少なからぬ関心があるようだ。パーシーが何度か、寺院を巡る攻防戦の話を公子にしているため、物語中の登場人物に興味があるようなものだろう。

　が、クオン少年に関しては、パーシーにもまだわからぬことが多々あった。国を守りたいのがパーシーで、寺院を守りたいのがカミュとセーラ。ではクオンはなにを目的として戦うのか。ただ単に日ひ銭ぜに目当てならば、もっと別に働きどころはあるだろう。公子に近づけばこの先おいしい目が見られそうだ、などという損そん得とく勘かん定じようがあるようにも見えない。

　若者たちの思いを抱えながら、一行は数日後には無事サヴァンの領地に入った。

　サヴァンのおさめる城は、地方の名をそのまま取ってグィンバー城と呼ばれる。

　サヴァン本人が公子一行を出迎えた。ティワナからアッティール家の第二公子が来るというので、地方でも噂うわさになったらしい、城の内外に人波ができて、ものめずらしげに見物したり、歓迎の声をあげたりしている。

「ちっ」

　カミュがそのとき不機嫌そうに舌打ちした理由に、パーシーは直感的に気づいた。

　やはり目ざといクオンまでもが呆あきれ顔になる。手を振る市民たちのなかに、町娘の扮ふん装そうをしたセーラがまぎれ込んでいたのだった。なにを面白がってか、こちらに気づいて視線を向けてくるパーシーや兄に投げキッスを送っている。

　さて、グィンバーの城に逗とう留りゆうすることとなったレオだが、彼は到着して早々、サヴァンに妙な発注をした。

「鎧よろい兜かぶとと槍やり、剣を五百揃ぞろえ。これを至急集めていただきたいのです」

　サヴァンは面食らった。

　理由を聞けば、

「洗礼式に箔はくをつけるため」

　だという。

　まだ礼拝堂の建築にもかかっていないのに、ずいぶん気の早い話だと思いながらも、レオ公子その人がグィンバーの生命線であるとも考えるサヴァンには断れない。

　それと並行して、まるでレオは自分の領地を検けん分ぶんするような立場で、グィンバー周辺の村々を巡りはじめた。護ご衛えいのためにパーシーやクオンたちも同行した。ちなみにカミュは、前回同様に数少ない十字教信者たちのつてを辿たどって、教会建築の経験がある建築職人を探し当てており、グィンバー到着早々、すぐに城を出て迎えにいっている。

　レオたちは、村のなかで体格のよさそうな若者を見つけると、サヴァンがつけてくれた小こ姓しようやら兵士やらを走らせて、

「公子さまがお目を留められた。少し話を聞いてはくれんか」

　と自分のところへ連れてこさせる。

　レオは、いきなりあらわれた貴き人じんに顔をこわばらせる若者たちに向かって、

「ぼくのために槍やりを持ってはくれないか」

　と頼んだ。

　洗礼式の際、公子らしい威い容ようを示すため、鎧よろい兜かぶとをつけた五百の若者を後ろに従えたいのだという。

　少額だが金も出るとあって、若者たちは一も二もなく飛びついた。

　数は見る見るうちに集まったが、お供をしていたパーシー・リィガンは、しかし彼らをふるいにかけることを提案した。兄弟がいること、独身でいることを条件にしてはどうか、と提案した。それを聞いたレオは、

「なるほど」

　と一ついってから、目を伏せた。

　パーシーの出した条件のもと、なんとか揃そろえた五百名の若者を、レオは何度か呼び集めては、簡単な武芸をも教え込んだ。

「いくら箔はくをつけるための兵隊だといっても、ただのお飾りじゃ困る。槍を持って敵を殺すのだという気き概がいが備われば、自然、立ち姿にも迫力が出るものだよ。逆にそうした気概がなければ、突っ立っているだけでもずぶの素人しろうとだと見抜かれて笑い者になってしまうんだ」

　レオは若者たちをそう説得した。

　最初はパーシーが教官役をつとめたが、実際に槍を持たせてみると、それなりの技術を見せる者たちがあらわれた。なかには、砦とりでで実際に兵士として働いた経験のある者たちもいて、レオたちは彼らを目ざとく見つけると、すぐに小隊長に格上げして、自分の隊を編制させた上で教官役をも任せた。

（おかしなことをしている）

　とサヴァンは思ったが、必要以上の注意は払わなかった。式典で自分の威を示したいというのは実に子供らしい発想だし、父王に叱しかられるまでは軍の再編を説いていた公子だ。小規模であっても、自分の周囲ばかりは理想を実現させたいという、これも子供らしい気持ちのあらわれのようであった。




　グィンバーの岩山に、大勢の石切り職人と人夫たちが派は遣けんされているとダーレンが知ったのは、気の置けない家臣や息子たちと狩りに興じている最中のことだった。

　狩りは貴族のたしなみであり、また、心身を鍛きたえる鍛たん錬れんにもなる。よい狩猟場が領内にいくつもあるのがダーレンの自慢だったが、城の建築資材となる石だけはよその土地から買わねば手に入らない。そこで彼は西にあるサヴァンの領土に目をつけたのであるが、サヴァンはダーレンが持ちかけた共同管理の案をはねつけるどころか、公王に直じき訴そまでしようとした。幸い、公王をはじめ、サヴァンとつきあいの長い貴族らもかかわりあいになろうとはしなかった。サヴァンにしてみれば、自分とダーレンの力関係を再確認させられたばかりで、実に悔しい思いをしたことだろう。

（サヴァンめ、あの身のほど知らずめが。おまえは老体に鞭むち打うって、国境を四六時中見張っておればそれでよいのだ）

　年齢でいえば、ダーレンとサヴァンは五つほどしかちがわないのだが、毎日のように狩りに出かけているためか、ダーレンは肌はだ艶つやがよく、やや太り気味ではあっても、同年代の男と比べれば体力も充実している。なにしろいまでも五人の妾めかけを囲っているのだ。

　が、そうやって見くだしていたサヴァン・ルーが、領地に帰ってきたかと思うと、件くだんの石切り場に大勢の人をやったという。ダーレンは一いつ瞬しゆん驚いたが、

「ははん」すぐに太い首をまわしながら笑い飛ばした。「奪われる前に、『実り』を収穫しておけということか。おれの鼻を明かすつもりか知らんが、莫ばく大だいな金を使ってまで、売る当てもない石を溜ため込んでどうなるというのだ。トーゴ、相手をしてやれ」

　トーゴはダーレンの長男だ。父とよく似た太り気味の顔でにやりと笑う。齢よわい三十。表向きは父の補佐官を務めながら、裏では、金で雇やとった賊ぞく兵へいたちを統括している男だ。時にはトーゴ自身が兵たちの先頭で馬を駆って、山賊まがいの行動に出ることもあり、サヴァンの領地を荒らした経験もあった。ただし顔を見られるわけにはいかないので、そのときには城の鍛か冶じ師に打たせた鉄の仮面をつける。賊兵連中からは「鉄仮面の旦那」と呼ばれて悦えつに入っていた。

　翌日。その鉄仮面が、五人の郎ろう党とうとともに馬に乗って、二十人ほどの賊兵をともない、採石場に押し入った。

　情報どおり、岩山の麓ふもとにはすでに足場が組まれ、たくさんの人間たちの手で石が切り出されている。石の粉ふん塵じんが風に乗って漂ってきて、トーゴは鉄仮面越しに顔をゆがめた。

　すぐさま突撃をかけたいところだったが、採石場には武装した兵の姿もあちこちに見られた。護ご衛えいのためにサヴァンが出した手勢だろう。

　こちらを見かけると、口々に何事か叫びながら集まってくる。

　トーゴは手綱の握りを改めて、いったん引くことにした。いままでも、採石場や周辺の村を荒らしては、サヴァンが兵を出してくるとこれに構わず引いていった。わざわざ血を見るまでもない。サヴァンに余計な手間をかけさせればよいだけの話だ。グィンバーに、村やこの採石場に兵を常駐させておくだけの余裕はないはず。

　が、息子から知らせを受けたダーレンは、

「いまは石を切り出している真まっ只ただ中なかで、大勢の人もいる。さすがに数名規模の護衛は常駐させておくつもりかもしれんな」

　しばし思案顔になったのち、

「よし、一度は追い込んでみるか。敵の数も大したことはないのだろう。しかけてみろ」

「はい」

　鉄仮面を脱いだトーゴは汗ばむ顔でにたりと笑った。

「兵を追い払ったあとは深追いするな。念のため、しばらくは周辺を見張っておれ。数を増やしてまた押しかけてくるようなら、そのときはいつもと同じで引けばよい。くれぐれもやりすぎるなよ。この前のように村まで襲おそうような真似は許さんからな」

　ダーレンは息子に釘くぎを刺すのは忘れなかった。武力で奪い取るのはたやすいが、ダーレンとて一応は公王マグリッドの臣下である。表向きの顔は保っておかねばならなかった。

　その翌日。

　昨日と同じ顔ぶれにさらに三十名の賊ぞく兵へいを加えて、トーゴ・アクティカは採石場へと向かった。

　久しぶりに狩りで磨みがいた腕前を人間相手に試せるとあって、朝からトーゴは興奮に気を昂たかぶらせていたが、しかし当てが外れた。

　石切り場の周辺には、人っ子一人いない。武装した兵はもちろん、あれほど忙しそうに働いていた職人や人夫たちもすっかり消え失せていた。作業や寝泊りするために建てられた小屋も探ってみたが、もぬけの殻からだった。

「なんだ、昨日顔を見せたくらいで、もう怖おじ気けづいたのか。サヴァンの抱えている兵どもは、アトール男の気き概がいが欠片かけらもないな」

　トーゴは期待を裏切られた腹いせに、小屋や、岩山にしつらえられた足場を焼き払った。

　しばらくは周辺を馬でぶらぶらしていたが、彩いろどりのない景色に飽あいて、麓ふもとに一つだけ残しておいた小屋で休きゆう憩けいをした。

「射い殺ころしたくなるような鳥も獣けものもまるでおらん」

　鉄仮面を外したトーゴが、汗を拭いながらふてくされていると、茶を運んできた郎ろう党とうの一人が耳打ちした。

「川沿いを下ったところに村がございますよ。村といっても、狩りの拠点を転々と変えながら暮らしている、狩人たちの小さな集落です。あそこなら、襲おそっても父上にうるさいことをいわれずに済むのでは」

「おまえも好きだな」いかにも嫌そうに顔をしかめながらトーゴはいった。「仕方ない、家臣の不満を晴らしてやるのも、上に立つ者の役目だ。者ども、武器を取れ。これから狩りをはじめるぞ。ただし相手も獣を狩るのに手て馴なれた狩人どもだ。ゆめゆめ油断するなっ」

　などと気合いを入れて、茶を一杯飲み干すと、ふたたび仮面をつけた。

　そのときである。

　小屋の周辺に次々と弓矢が突き刺さった。戸口から出ようとしかけていた男など、ブーツの先端を矢で貫かれ、悲鳴をあげながら飛びすさった。

「な、なにごとだっ」

　トーゴがあわてふためいて小屋から顔を出すと、下り坂の向こうから騎馬の群れがあらわれた。甲かつ冑ちゆうをつけた兵が馬上で弓を構えている。数は二十ほどか。

　周辺の偵てい察さつはおこなったはずだ。なのにこうして、晴天の陽にどこからともなく雲がかかるがごとくに敵があらわれたということは、最初からこちらを追い込むつもりで身を伏せていた可能性が高い。

　トーゴは小屋のなかに放置してあった鍋を手に取り、それで頭を守りながら、かろうじて外につないでいた馬に飛び乗った。ほかの者たちもほとんど同様に、這はいずるように建物の外へ出ては武器を手に取る。

　トーゴら一党が反はん撃げきの姿勢を見せると、ぴたりと矢がやんだ。

　代わりに、二十の騎馬の足もとからふたたび黒雲が湧いてあらわれる。長なが柄えの槍やりを手にした歩兵集団だった。

「斬きり込めっ」

　誰かの合図とともに、彼らが突進を開始した。

　トーゴは一いつ瞬しゆん息を吞のんだものの、これが、実に腰の引けた突撃だった。遠目にしても素人しろうとの集団だとわかる。一応は甲冑など着けてそれらしく見せてはいるが、

（サヴァンめ。いよいよ人手不足になって、周辺の百ひやく姓しようなどを雇やといおったか）

　トーゴはすぐに気分を盛りかえして、笑みを浮かべた。

「数は多くとも、相手は素人だ。兵ども、いけっ。あ奴やつらの首一つごとに金をくれてやるぞ」

　号令を受けた賊ぞく兵へいたちが前へと出た。こちらは当然戦闘に手て馴なれている。一方的な殺さつ戮りくになるだろう。その勢いを駆って、後ろから騎馬で攻めあがる。トーゴはそのつもりで鞍くらにくくりつけていた槍を手に取った。

　槍というなら、雑ぞう兵ひよう集団の手にした槍があまりに長い。通常の二倍近くの長さはある。百姓といわず、戦いに慣れた兵とて扱いに苦労するだろう。だからこそ、余計に素人臭さが目立っていたのであるが、

（なに？）

　トーゴは目を疑った。この槍を、雑兵たちは鋭するどく突こうとはしない。そもそもこの長さでは到底不可能なことだから、彼らは敵に致命傷を与える目的で槍を使うのではなく、相手の突進を阻はばむためだけに用いた。

　密集する穂先が上下にしなった。トーゴ配下の賊兵たちは、勢いのないこれを手で摑つかんだり、左右にかわしたりすることは容易にできても、柄が長いぶん、どうしても敵への接近に時間がかかる。と、ここでトーゴは、雑兵たちのなかに、槍を手にしていない集団が混じっているのに気づいた。槍やりと正反対に刀身の短い剣を手にしたこの集団は、槍の下をひと息でかいくぐって、前進に難なん儀ぎしている賊ぞく兵へいたちの懐ふところに詰つめ寄るなり、見事な一いち撃げきを加えた。数名が倒れる。

「お、おのれっ」

　虚きよを衝つかれた賊兵が、剣士のほうへ注意を向けようとすると、ふたたびわらわらと穂先が群がりかかってくる。これにまた気を取られるうちに、小剣による一撃を浴びせられるのだった。

　あきらかに訓練を受けた動きだ。

　数でいえばこの素人しろうと集団のほうが倍以上も上まわる。そこへおかしな戦法を用いられたのだから、トーゴ配下の兵たちは機先を制せられた。じりじりと押されていく。

　トーゴが青ざめていると、

「若君、こちらへ！」

　郎ろう党とうの一人が馬を飛ばした。彼も、状況を不利と見たのだろう。賊兵たちが戦っている隙に、なんとか逃走路を見出そうという構えだ。あの集団を横からすり抜けたとて、向かう先には騎馬が二十名いる。

　これを力ずくで突破するしかない。

　トーゴが覚悟を決めかけたとき、またも敵集団に動きがあった。

　騎馬集団のなかから、一騎が前方へと進み出てきた。兜かぶとをかぶっている。

　トーゴらが知るはずもない。集団の指揮官レオ・アッティールである。

　昨日はわざと少人数の兵でこの場を護ご衛えいさせていた。今日にもダーレンの手勢が襲しゆう撃げきをかけてくるのは、当然予期できた。そのため、職人たちをいったん外へ出したあと、山の地形を利用して身を伏せていたのである。またレオは、近この衛え隊たいの正規兵に加えて、あらかじめ村々で集め、訓練を施ほどこしていた民兵の一部もこの場へつれてきていた。

　実戦である。若者たちは、まさかそんなことをする羽目になろうとは思いもしていなかったから、固辞する者たちも多かったが、レオはとがめもせず、自らやる気になってみせた百名足らずを傘さん下かに加えた。

　本来なら、正規の兵だけでも事足りたのである。それなのにレオはあえて彼らを実戦の場へつれてきた。

　そしてこれもあえて、逃げ場を失い、突撃をかける以外に道のなくなったトーゴらの前方に進み出た。

　レオにとっても、初の実戦。

　武芸の鍛たん錬れんはアリオンにいたころからつづけていた。馬上槍試合の真似事もしたことがある。

　が、実際に血を見ると、さすがに身み震ぶるいを禁じ得なかった。

（い、いくのか。あのなかに）

　賊兵が剣で腕を斬きり飛ばされ、その逆に百ひやく姓しようの一人が足を貫かれた。見ているだけで、同じ箇か所しよが等しく痛んだ。ただ馬上にいるだけなのに、まるで誰かの手で首を絞められているかのように息が苦しい。「やめてくれ、助けてくれ」と大声をあげたくなった。

　レオは奥歯を強く嚙かみしめた。叫びは表に洩もれず、彼の虚うつろな内側のみで反響した。馬をさらに一歩進める。

「殿下！」

　パーシーが叫び、その意を汲くんだクオンとともに左右に並ぼうとするところ、

「つづけっ」

　まるで味方の虚きよをも衝つくかのようなタイミングで馬を飛ばした。

　パーシー、クオン、そして近この衛え隊たい騎馬兵が急いで後ろにつづく。

　レオは先頭で槍やりを振りかざした。

（ここで先駆けをできないようなら、あとはない）

　いまこのとき、臨時にかためた決意ではなかった。ここ何日も、陽ひが落ちるたびに何度も何度も強く自分に言い聞かせてきたのだ。やらねばならない、自分が力を示さねばならない場面なのだと。
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　敵も遅ればせながら馬に拍車をかけた。ぐんぐんと敵の姿が迫ってくる。もはや、痛みも息苦しさもない。あるのは、一いつ瞬しゆん後にわかたれるであろう生死いずれかの道へ、その向こう側へと、ただひと息に駆けてやろうという意気のみである。

　敵めがけて槍を突いた。騎馬武者の胸甲をかすめる。逆に、敵騎馬の槍がレオの兜かぶとに強くぶち当たった。

　レオの視界が真っ暗く染まったかと思うと、中央に一点の光が灯ともり、それが馬ば蹄ていのひびきとともに拡散していく。次の騎馬がもう目前まで迫っていた。




　戦闘は十分と経たたずに収束した。

「ご無事でありますか、殿下！」

　パーシーが駆けつけてくる。レオ・アッティールは兜かぶとを外しながら「ああ」と応じた。こめかみの辺りから血が流れている。しかしかろうじて軽傷で済んだ。

　結果からいえば、大勝利であった。賊ぞく兵へいたちは十数名が討うたれた時点でおよび腰になり、次から次に逃走していった。騎馬の群れはまだ粘ったほうだが、なにしろ、レオの側には近この衛え隊たいの勇士が揃そろっている。パーシーも、実戦を経験したことで、より槍やりの扱いに鋭するどさを増していたし、クオンとて体格不足を補ういくつもの戦い方を肌はだ身みで覚えている。

　敵騎馬隊は連れん携けいを乱されて何人かが落馬した。僥ぎよう倖こうだったのは、敵指揮官と思われる鉄仮面もそのなかに含まれていたことだ。すかさずクオンが馬から飛び降りた。このあたりの素早さはさすがだ。

「殺すな！」

　というパーシーの叫びを受けて、クオンは鉄仮面に馬乗りになりながらも、剣をその喉もとに突きつけるだけにとどめた。

　見事な戦果といえる。

（それに比べて）

　レオはこめかみの血を拭いながら、腹立たしげに息をついた。自分は、一人の敵も討ち取れなかった。それどころか、相次ぐ槍の攻撃で体勢を乱して、自分のほうこそ落馬しそうになったのだ。あまりのふがいなさに悔しさがこみあげてきて止まらない。

「見事でありました」

　パーシーがそう声をかけても、この公子には珍しく、

「おだてるのはやめろ。ぼくは、なにもできやしなかった」

　声を荒らげたほどだ。パーシーは穏おだやかに微笑ほほえんだ。

「初うい陣じんでの先駆けなど、そうたやすくできるものではございません」

　パーシーがいえば、鉄仮面の身柄を近衛隊に預けたクオンまでもが、

「先頭の騎馬の目的は、最後まで駆けきることだよ。先頭が駆け抜けてこそ、次の騎馬が体勢を崩した敵に槍を繰くり出せる」

　という。それからパーシーの目配せを受けて、

「……ので、あります」

　最後の最後で言こと葉ば遣づかいを改めた。これには、レオも思わず微笑んでしまう。

　ふがいなさを悔やむ反面、レオはレオで、いままでの自分に似ず、とんでもないことをやってのけたのではないかという達成感と満足感を味わいはしていたのだ。

「あと、槍やりに慣れないうちは、突くんじゃなくて、叩たたくように振るえばよいのであります。突こうとして、かわされれば隙すきだらけになる。こうして鞍くらに腰を安定させながら……」

　クオンがたどたどしくもそんな講釈をつづけたのは、

（公子は危なっかしいな）

　という思いがあればこそであろう。そのうちにパーシーも笑い出した。




　　　　　　　２




　逃げ帰ってきた郎ろう党とうから報告を受けたダーレン・アクティカは、文字どおり仰ぎよう天てんした。

　サヴァンの兵を適当に追い散らすはずだった部隊は壊かい滅めつさせられ、あろうことか、息子のトーゴが敵の手に落ちたのだという。

　さらには、ここに来て、部隊を指揮していたのがレオ・アッティール公子であったこと、サヴァンが石を切り出していたのが、彼のために大規模な教会を建築するためであったことがあきらかになった。

　ダーレンは歯ぎしりした。あきらかにサヴァンと公子はこちらの動きを読んだ上で罠わなをしかけたのだ。二人への憎しみのみならず、おめおめ逃げ帰ってきた連中ことごとくの首を自分の手で刎はね飛ばしてやりたくもなった。

　が、当面の問題はトーゴだ。『鉄仮面』の正体が自分の息子であることなどはすぐに知れるだろう。

　ダーレンがこれといった対策を考え出せずにいるうちに、サヴァンの城から遣つかいが来た。

「領内を荒らす賊ぞく兵へい集団を片づけ、その頭目らしき男を捕まえたが、自分はダーレン・アクティカの息子のトーゴ・アクティカだと主張している。まさかとは思うがご確認願えまいか」

　という。

　ダーレンは決意した。供の者数名とともに馬を飛ばして、陽ひがちょうど沈んだ頃合にグィンバーの城へと到着した。

　サヴァンが謁えつ見けんに用いる広間へ通される。広間といっても、人が三十人も入ればいっぱいになるような、縦長の狭苦しい空間だった。ランプがいくつかぶらさがっていたが、どうにも薄暗く、おまけに息苦しい思いもする。

　城主の座に腰かけたサヴァンが、はるばるやってきたダーレンの労をねぎらった。城主同士が顔をあわせるのにふさわしくない、あたかも目下の人間に対するような態度だ。ダーレンは怒りと屈辱を必死で吞のみ込みながら、

「妙なご用向きですな。賊どもの頭領が、わが息子の名を騙かたっているなどとは」

「いやまったく。ご子息のトーゴどのはごいっしょではないので？　ここへつれてきていただければ、このような馬鹿げた詮せん索さくなどはせずに済むものを」

「ああ、いや、体調を悪くして、床とこに伏せっておりましてな。親に似ず、なんとも惰だ弱じやくな息子だ。賊ぞくの頭領などとはとんでもない話でして」

　ダーレンは噴ふき出る汗を止められない。サヴァンは形ばかりのお見舞いを口にしたあと、

「では念のために」

　と手を叩たたいて、捕らえた罪人の連行を命じた。ほどなくして、後ろ手に縄を打たれた人物が広間に入ってくる。ダーレンが顔をしかめたのは、トーゴらしきその男に、例の鉄仮面がはめられたままになっていたからだ。

　どうせ捕らえた際に仮面を剝はいで素顔も確認したろうに、わざわざまたつけさせたのだ。ここでもう一度正体を露あらわにさせる手順を踏ふむことで、ダーレンに心理的な圧力をかけようという腹か。

　鉄仮面の男は、引き立てられたまま口も利きかない。ダーレンにできることなどは一つしかなかった。

「別人ですな」

　ひと目見ただけで、吐き捨てるようにいう。

「先ほど申しあげたように、トーゴはわが城内にいる。ということは、この場にいるのはまったくの別人でしかあり得ない。まったく、わが子の名を騙かたるなどとはどのような悪知恵が働いたものか」

「しかし、兵たちに尋じん問もんさせたところ、この男は妙にアクティカ家の事情にも詳しい様子で、また、仮面の下の顔立ちもご子息によく似ているとのことだったが」

「世のなかには、魔ま道どうという恐ろしげなものもあります。聞いた話によれば、他人そっくりに化けられる、大がかりな手て妻づまめいたものもあるのだとか。特にアリオンなどは政治中枢にこの魔道を操あやつる輩やからがはびこっているという。大方、アトールの領内を荒らそうとするアリオンの浅知恵ではあるまいか」

「ほう」

　サヴァンが注意深くダーレンをねめつける一方で、ダーレンもまた周囲の様子をつぶさに観察していた。この城で厄やつ介かいになっているというレオ公子の姿は見当たらない。トーゴ本人はすっかり観念しきっているのか、時々身じろぎするだけで、やはり声を発そうとはしなかった。

（親の気持ちを汲くんでくれているのか。ならば、そのままでおれ、トーゴ）

　ダーレンは祈るような気持ちだ。

（いまはこうするしかないのだ。いずれ、機会を見て救出する）

　そう考えていたダーレンだったが、サヴァンは、およそ考えられる限り最悪の手段を取った。

「ご子息でないというなら、この場で処刑しても構わんでしょうな」

　さすがのダーレンも息を吞のむ一いつ瞬しゆんがあった。

　言い換えるなら、ダーレンが逡しゆん巡じゆんしたのはその一瞬だけだった。覚悟は、城を発たつときからすでに決めていた。

「構いませぬ。そちらのご領地で捕まえた賊ぞくだ。煮るなり焼くなり、なんとでも」

　涼しげな顔で、声を震ふるわせることもなく、きっぱりとダーレンはいいのけた。サヴァンはにこやかに首を上下させて、

「なるほど、それですべての疑いは解けた。改めて、ご足労をかけた。もしお時間があるようなら、あちらにて酒を出させましょう。処刑のあとにでも、ご一いつ献こん、いかがかな」

「いやいや、これでわたしも、あれこれと小事にわずらわされる身。この場でお暇いとまさせていただく」

（おのれ）

　ダーレンも笑顔をつくりながら、内心は鉄を溶かしたような怒りに煮えたぎっている。サヴァン・ルーは当然、捕まえたこの男がトーゴ本人であると最初からわかっているはずだ。その上で、父親である自分の前で息子を処刑するといった。

（おのれ、サヴァンめ。公子の気まぐれで助けを得たせいか、強気になりおって。レオ公子だと？　はん！　公王マグリッドですらおれを恐れているというのに、あの青臭いガキになにができるというのだ。いずれ、貴様らが建造した教会ごとこの城も焼き払ってくれる。それほどの報いを受けねばならぬことを、貴様らはしようというのだ）

　いまになって手足が震ふるえるほどの怒りを懸けん命めいに押し殺しながら、ダーレンは踵きびすを返した。

　鉄仮面の男が視界の隅に入る。さすがにそちらを見るのは勇気が要った。が、

（レオ公子！）

　はっとなったダーレンの視線が、自然と鉄仮面のほうに吸い寄せられた。いつしか、レオ・アッティール公子が、鉄仮面の近くに姿をあらわしている。ダーレンのほうをまっすぐに見ていた。ここは一応、足を止めて挨あい拶さつの言を述べたほうがよいか、などとダーレンが迷っているうちに、公子はその手を鉄仮面に伸ばしていた。まさか、ここで息子の顔をさらして自分の反応をうかがおうというのか。

（鬼畜にももとる行為だ。その手に乗るものか）

　ダーレンは顔面に力を込めた。レオ公子の手がそっと仮面を外した。

（あっ）

　意気込んでいたにもかかわらず、ダーレンはうっかり声をあげそうになった。仮面を外されて露あらわになった素顔は、息子のものではなかったのだ。体格がよく似ているだけの別人だった。ダーレンにもかすかに見覚えがある。息子が率いていた賊ぞく兵へいの一人だろう。いままで声を発そうとしなかったのも当然、口に猿さる轡ぐつわを嚙かまされている。

（ど、どういうことだ）

　かろうじて動揺を吞のみ込んだダーレンだったが、しかしその直後に追おい討うちをかけられた。軽いめまいを覚えて、二、三歩よろめいた。

　公子の後ろから、トーゴ本人があらわれたのだ。左右に兵がついているものの、縄を打たれている様子はない。ただ、その視線は、先ほどダーレンがサヴァンに対して抱いだいていた以上の怒りに燃えており、さらには、その矛ほこ先さきは父親であるダーレンに向けられていたのだった。

（謀はかられたか！）

　ここで、ダーレンもはっきりと悟った。

　別人に鉄仮面をかぶせ、それを息子だと思わせた上で、「処刑しても構わない」とダーレンにいわせた。そしてその一部始終を息子本人に目撃させた。

　トーゴの嘆き、悲しみ、怒りはいかばかりか。父の命令で動いたというのに、その父に裏切られたのだ。

　父への恨うらみに満ち満ちていよう。しかし、この城に取り残された彼は、すぐに心細さを覚えるはずだ。父が「別人だ」と言い張った以上、彼はもはやトーゴ・アクティカではない。アクティカ家の後うしろ盾だてをも失う。ここにいるのは、単に「グィンバーを荒らした賊ぞく兵へい」の一人に過ぎない。

（いつ処刑されてしまうのか）

　そんな恐怖で心身をすり減らされたトーゴが、サヴァンとレオのいいなりになるのは目に見えていた。このグィンバーで父の命令のままにやってきたことなどを公王に訴え出るかもしれない。実の息子の証言とあれば、真実味が増す。ダーレンがせっかく得た政治的な勢いと発言力は地に落ちるだろう。それを機に、公王も、目の上のたんこぶになりかけていたアクティカ家の取りつぶしを画策するということさえあり得た。

　すなわち、サヴァンとレオは、

（これ以上、こちらの領地で勝手をやるようならば、われわれは切り札を使わせてもらうぞ）

　と脅おどしをかけるつもりで、この城にわざわざダーレンを招いたのだ。

　ダーレンは息子の視線から顔を逸そらした。このわずか数分足らずで、あれほどつやつやとしていたダーレンの肌は張りを失い、まるで十も二十もいっぺんに老ふけたように見えた。

　ふらつくように広間から出ようとするダーレンの隣となりに、レオが並んだ。ダーレンはぎょっとなったが、どのような状況であれ、態度はつくろわねばならない。

「こ、これは公子さま。いらしていたのですか」

「せっかく足を運んだというのに、無駄骨に終わったようですね」

「え、ええ」

（この悪鬼めが。なにをいまさら）

　ダーレンは公子への怒りを新たにしたが、しかし先ほどのような勢いはない。いままで取るに足らぬと踏ふんでいたサヴァンも含めて、まるで得体の知れないなにかに取とり憑つかれたかのようなレオの変へん貌ぼうぶりに、どこか気おくれするものを感じていた。

「でも、ダーレンどのがいらしてくれてちょうどよかった」

「よ、よかった？　といいますのは？」

　レオは、自分が改宗するため、この地に十字教の教会堂を建てている最中なのだと説明した。そんなことはとうにわかりきっているダーレンだが、一応は「左様でありましたか」と驚きを表現する。が、本当に驚くのはここからだった。

「聞けば、ダーレンどのも新たに城を建築する予定がおありなのだとか。サヴァンどのと話していたのですが、こちらもせっかく石を切り出す作業をはじめたので、教会建築以外の用途にも石材を使えないものかと考えていたところです。ですので、余った石材をダーレンどのに安くお売りすることも可能ですが」

（な、なんだと）

　二人はすでに広間から出て、階段を下っている。門前まで来た。レオは、「市場価格の八割」の値段をダーレンに提示した。たいした値下げではないようにも思われるが、城建築のための石材となると莫ばく大だいな量になる。その大半をサヴァンの領地から買いあげれば、ダーレンも相当な得をすることになるだろう。

「あ、ありがたい申し出です。あとで、改めてサヴァンどのに使者を遣つかわしましょう」

「頼みます」

　結果として門の外までダーレンを送り届けると、レオはまるで勝手知ったるわが家に帰るかのような足取りで、城のなかへ引き返していった。

　一度だけ、ダーレンはその背中を振り返った。

（何者だ、あの公子）

　ダーレン・アクティカは、精力的にぎらついていた脂あぶらがごっそり抜け落ちたような顔をして、肩を大きく震ふるわせたのだった。
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（何者か）

　と問われれば、

「レオ・アッティール」

　そう名乗る以外にはないレオだが、ここのところ、

（本当にそうだろうか）

　と自問する機会が増えていた。

（本当にぼくは、レオ・アッティールなのか）

　自分に重ねてそう問いかけたくなるほど、ヘイデン・スウィフトと晩ばん餐さん会かいで対たい峙じして以来の彼は、常にめまぐるしく動きまわってきた。

　いまのところは、計画どおりだ。

　まず、諸しよ侯こう、貴族らを訪ね歩いて、アトール軍を再編する必要性を訴えた。理由は、以前にパーシーたちに述べたとおりだ。現在、アトールが置かれている危機をどれほどの人間が理解しているのか──自分と気持ちを共有している者がいまの時点でどれほどいるのかを──確認したかったためである。

　案あんの定じようというべきか、ほとんどの人間たちが、いまのアトールに差し迫った脅きよう威いがあるとは考えていなかった。カミュが指摘したとおり、アリオンとの関係が少しでも悪化しそうになったときは、皆、顔色を変えて公王に直じき訴そしようとしていたというのに、例の晩ばん餐さん会かいで友好ムードが演出されたいまとなっては、なにも恐れるものなどないのだ、という太たい平へい楽らくな考えに戻ってしまう。

　それでは、危機管理の意識があるというより、ただ単に厳しい父親の顔色を読んでいる子供同然の態度だ。

　もっとも、これには理由がないでもない──、とレオは考えている。

　七年前の対アリオン戦争。このとき判断を誤ったのは公王家である。少なくとも諸侯らの大半はそう見ている。シャザーンの内情を見抜けず、戦況を読めず、本気になったアリオンから手痛い一いち撃げきを被こうむった。

　十数年前の竜りゆう骨こつの鉱こう脈みやくを巡る事件に加えて、公王家が権威を失しつ墜ついさせた一因である。

　だから、二度と同じ過ちを繰りかえしてはならないと考えた諸侯らが公王をいさめたくなった、というのも理解できる話だ。が、それと、迫りつつある脅威に無自覚でいられるか、というのはまた別の話。

　そんななか、サヴァン・ルーとの出会いはレオにとって幸運だった。多少はアトール公国の現状に危機感を抱いだいていた人物である。レオが期待していたような考えに基づくものではなく、過去、アリオンに直接害を与えられた経験と、地理的な理由によるものでしかないが、サヴァンはそれに加えて、同じ公国内のダーレンに苦く汁じゆうをなめさせられていた。

（自分の身に危険を感じている者は、すぐにでも動いてくれる）

　レオにはそういう読みがあった。

　現状を変える必要性がないと思っている者より、よほど腰が軽い、という意味だ。

　だから、まずはサヴァンに接近することを考えた。その上でのちのちのことまで見据えたときに、

（十字教に改宗する）

　というアイディアを思いついた。これによりアリオンへの心理的接近を図るだけでなく、教会堂の建築を利用してダーレンを牽けん制せいし、サヴァンの信頼を得るところまでを一気に考えた。

　──このあたりから、レオに、自分が本当に自分であるのか、という疑問がまとわりつきはじめた。

　レオには、思い悩んでいられるような時間的な余裕がいっさいなかった。だから思いついた案を片っ端から実行していくことを強しいられた。

（ダーレンを本当の意味で屈くつ服ぷくさせるには、公子の名前を出して牽けん制せいさせるだけでは駄目だ。調子づいて兵を出したところに、それ以上の力でもって返さねば）

　そう思いついたからこそ、教会建こん立りゆうの件はあえて伏せておいてダーレンの兵をおびき寄せたのだし、さらには、

（実戦になる。となると、ぼくが初うい陣じんを経験するよい機会だ。そのためには自由に動かせる兵が要る。借り物の近この衛え隊たいだけで事をなしたのでは、十分な手柄にはならない）

　そう考えて、民衆のなかから兵を募つのった。初陣に出る覚悟も決めた。この短期間のうちに。

　繰りかえすが、逡しゆん巡じゆんしていられる時間はなかった。思い悩むのは、常に、実行したあとであった。

　教会堂の建築を父に進言したあとは、

（十字教の信者になるなどと、心にもないことを宣言してしまった。父上にも、兄上にも本心を伏せたまま。十字教の神への信仰心など欠片かけらすらもないというのに。──そうだ、ぼくは神をすら欺あざむこうというのだ。いつからぼくはこんな噓うそつきになってしまったのか）

　と嘆いた。

　実戦の場に立ったときは、改めて心身が震ふるえた。あの殺さつ伐ばつとした空気。いまにも遠くから矢が飛んできてこの喉を貫くのではないかという恐怖は、机き上じようで考えを巡らせていたときとは桁けたがちがう。なぜ自分をこんな危険な目にあわせるのか、と計画を立てた過去の自分をすら恨うらみたくなった。

　そして──、

　レオが机上で考えていたときには想像もしなかった事態もあった。

　自分のために募った民兵である。

　採石場を巡る戦いは圧勝に終わったものの、犠ぎ牲せい者しやの一人も出なかったわけではない。百ひやく姓しようたちのうち、五名が命を落とし、十名以上が腕や脚を斬きり落とされるなどの重傷を負った。

　被害者の親たちは、まさか息子が戦いの場に出るなどとは聞かされていなかったから、大いに驚き、そして嘆き、悲しんだ。

　その心理的な補佐を担になったのが、ボスク司祭だ。パーシーは戦死者の父母のもとに司祭をつれていき、死者の弔とむらいを頼んだ。

「ご子息は安らぎの野へと旅立たれました。彼らを悼いたんであげてください。されど、残された者にはこの地上においての責務がございます。ご子息の魂たましいが安らかであるためにも、どうかあなた方にも一刻も早い心の安らぎがあらんことを」

　司祭の祈りや儀式、言葉の数々が、人々の気持ちをまったくの平らになるまで静めたわけではないにせよ、拠よりどころの一つにはなった。

　それに、村々では、悲しみ、嘆きを上まわるほどの勢いで、若者たちのあいだに野心が持ちあがった。今回、生死を問わず、戦いに参加した若者たちには金が出た。一人でも敵兵を討うち取った者にはもっと多くの金が積まれた。

　さらには、

「今回、戦いの素人しろうとである百ひやく姓しようたちが勝利を得られたのも、アッティール第二公子のお力があればこそだ。あの方も初うい陣じんなれど、敵へ立ち向かっていくお姿は軍神のごとくであられた」

　そんな噂うわさが囁かれた。大方、これもパーシーあたりの差し金だろう、とレオは見ている。

「おれもレオ公子のおそばで槍やりを持ちたい」

「鍬くわや鋤すきより、こちらのほうがおれの性しようにあっていると昔から思っていた」

　われもわれもと、レオ公子の軍勢に志願する者が大勢出た。

　公子は、グィンバー城のバルコニーから、今日も集まってきた若者たちの姿を見おろした。レオとそう歳の変わらない顔もちらほらと見える。純じゆん朴ぼくな顔は期待と希望で満ちていた。自分が、自分以外の何者かになれるかもしれないという未来への光明は、レオ自身にも覚えがあった。

　さっそく兵の一人が彼らの前へあらわれ、パーシーが以前出した条件を述べた。すなわち、兄弟がほかにいること、独身でいること、である。

　以前、パーシーがこの条件を提案したとき、レオははっとなった。これらの条件は、

（戦いには犠ぎ牲せいが必ず出る。そのとき、村人たちから必要以上の反感を招いてはならない）

　という配はい慮りよだ。

　そのことにレオは気がまわらなかった。犠牲は出るだろう、と踏ふんではいたものの、それを実感としてとらえられなかったのだ。

　条件から洩もれた男たちが不満の声を次々あげるのを、兵は、

「ぶうぶうと豚のようにうるさい連中だ。条件に当てはまらない連中はいますぐ帰れ。噓うそを申告しても無駄だぞ。あとでわかったとき、払った金も取りあげるからな」

　などとうそぶく。ちなみにこの兵も、数日前はただの百姓だった男だが、敵兵二人を屠ほふる成果をあげている。

　レオはバルコニーからそっと身を遠ざけた。

　兵を雇やとうには金が必要だ。常駐させておくにも、食料やそれなりの設備が要る。

　が、レオは彼らを職業軍人として雇うわけではなかった。あくまでも普段は百姓やら職人やら人にん夫ぷやら、普通どおりの仕事に就ついてもらい、時には軍事訓練を受けさせながら、事あれば召集する。そして呼びかけに応じて働いた者に金を払う。

　これはつまり、レオが以前貴族たちに呼びかけていた常駐軍の制度に退行するものであるといえるのだが、いまのレオにはこれが限界だった。

　また、兵への手当ては、サヴァンから捻ねん出しゆつしてもらった。ダーレンの嫌がらせもぴたりとやんだいま、サヴァンは公子をこの上もなく信頼しており、彼のいうことによく耳を傾けてくれるようになった。

　サヴァンの信頼を勝ち得た、つまりははじめて諸しよ侯こうのなかに味方を得た、という意味では、これも計画どおり。

　そして教会建築も着々と進み、レオがこのグィンバーの城で寝ね泊とまりするようになってから半月後には、簡易的な礼拝堂が完成した。

　その日を迎えるにあたって、礼拝堂周辺の石の片づけやら、一時的な足場の解体、それに花を用いての飾りつけなどが大掛かりにおこなわれた。ボスク司祭が、

「無償の労働は、様々な罪の赦ゆるしとなるだろう」

　と言い広めたおかげで、村々から働き手がぞくぞく集つどってきて、作業を急ピッチで進めることができた。

　いよいよ洗礼式を明日に控えた夕刻。

　ちょっとした事件が起きた。

　ティワナの都から一台の馬車がやってきた。護衛の兵たちを前後左右につれてグィンバー入りしたその馬車には、フロリー・アングラットが乗っていた。

　婚約者レオの洗礼を祝いわうためであったが──彼女も、この改宗が「アリオンとの講和のため」という説明をレオから受けてはいた──、なぜか馬車からおりてこようとしない。

　兵やグィンバー城の者が外から呼びかけてもいっこうに応じようとしないと聞いて、急いでレオが駆けつけてみると、

「わたしが十字教礼拝堂の近くにいってよいものなのでしょうか」

　などと馬車の片隅で肩を震ふるわせている。

　フロリーの母はバーダイン教徒だ。決して厳格な信者ではなかったし、フロリーもその影響を受けているといっても、せいぜいがバーダイン信徒特有のおまじないをいくつか教えてもらったていどなのだが、感受性豊かなフロリーらしく、そんな自分がほかの神の聖域へ足を踏ふみ入れては罰ばつが下るのではないかと恐れているらしい。

「神さまは寛容なんだよ。きみみたいな無む垢くな娘に罰を下そうとする神なんて、ぼくだって最初から信じやしない。さあ、おいでフロリー。礼拝堂のなかを見せてあげる」

　レオが手を差しのべるのだが、フロリーはなかなか心が定まらない。

　そこでレオはなにをしたかというと、突然、馬車の出入り口近くの地面で四よつん這ばいになった。

　フロリーをはじめ、事態を見守っていた兵や城の者たちが呆あつ気けに取られる。

「な、なにをなさっているのです、レオ兄さま」

「きみたちもやるんだ」

　と、レオは兵士たちに呼びかけている。彼らは顔を見あわせていたが、なにしろ公子が率先して地面に這はいつくばっているものだから、妙なことになったものだ、という表情をしながら、ずらずらっと背中を並べた。

　フロリーがぽかんとしているなか、

「ぼくらの背中を踏ふんづけていくといい。フロリーのいく先々で、ぼくが必ずこうして背中で道をつくっておいてあげる。そうすればフロリーがここにおりたことにはならないから、神さまだってうるさいことはおっしゃらないだろう。さあ、早く」

　フロリーの顔が見る見るうちに赤くなった。眉まゆが険しい形になって、両肩があがる。

（また、子供扱いをして！）

　そんな怒鳴り声を放つかと思いきや、フロリーはすぐに身体中の力を抜いて、ほっと息をついた。

「レオ兄さまは、いつまで経たってもフロリーに意地悪なのね」

「婚約者のために背中を捧ささげられる男もそうはいないよ」

「いってなさい。レオ兄さまなんて大嫌いだわ」

　いうなり、フロリーはぴょんと馬車から飛び降りた。

　幸い、公子は背中を踏みつけられずに済んだ。




　快晴に恵まれた。

　朝早い時間から、真新しい礼拝堂の周辺に人だかりができている。今回の作業で大勢の働き手を募つのったため、それがよい宣伝効果となって、グィンバーの城下のみならず、周辺の村や町からもたくさんの人が集まった。

　いくつか露ろ店てんも出ていた。食べ物を扱う店が多く、甘ったるい菓子の匂いやら、香ばしい肉の焼ける匂いやらが漂ってくる。さらには大道芸人らしき者たちの姿もちらほら見えて、あちこちで音楽も奏でられていた。儀礼の場というより、まるでお祭り騒ぎのようだが、ボスク司祭曰いわく、洗礼とは、「新たな門出であり、大勢で祝いわうべきもの」である。これには無論、十字教に馴な染じみのない人たちに親近感を抱かせる狙ねらいもあった。

　また、洗礼式とはいっても、レオが十字教の洗礼を受けている様子を人々がつぶさに観察するわけではない。

　現在、レオ・アッティールは礼拝堂のなかにこもっており、ボスク司祭が神の教えを吟ぎんずるなか、儀礼をおこなっている真っ最中。人々はあちこちで好きに飲み食いしたり、歓談したりしながら、レオが礼拝堂から出てくるのを待ちわびていた。

　数名の貴族たちも顔を見せていた。グィンバー城主サヴァンはもちろんのこと、ダーレン・アクティカの姿まである。首都ティワナからはフロリーのほかに、公家遠とお縁えんの老貴族が馬車に揺られてあらわれたきりで、レオの家族はやってこなかった。

　最後に、諸しよ侯こうの一人──ベルナードがあらわれた。妻子づれだ。まだ若い妻は噂うわさで聞くとおりに美しく、幼い娘も両親の美び貌ぼうを受け継いで実に愛らしい。この華やかな式典に似合いの、幸せな一家そのものの姿だったが、ベルナード本人はどこか憮ぶ然ぜんとした顔をしていた。

　ベルナードは、晩ばん餐さん会かいの際にレオ公子と言葉を交わしており、そのときの印象を覚えている。その後のフロリーとの婚約宣言や、軍再編の訴えも含めて、

（なにかをやらかしたい御ご仁じんなのは理解できる。面白そうだとは思うが、できれば距離を取って遠くから眺めていたいもんだ）

　という感想を抱いだいた。遠巻きにしているぶんには楽しめそうだが、うっかり近づくと火傷やけどしそうな危うさがある、ということだ。

　レオ公子が洗礼を受けると聞いたときも、どうせあの公子がただの思いつきでそんなことをするはずがない、どうやらそこにアリオンに対する思惑がひそんでいる、と気づいた。だからこそ、かかわりのないところで見物を決め込みたいところだったのだが、ベルナードの妻と娘が、

「公子さまの洗礼式にいきたい」

　と口を揃そろえた。

　妻はアトールの西、いまはアリオン領土になっている小国出身の女性であり、生まれついての十字教信者だった。まだ六つの娘もその影響を受けている。ベルナードは妻にせがまれるまま、城に小さな礼拝堂もつくっていた。

　その妻子のもとへ、公子直筆の書状が届いたというのだ。

（くそっ、余計なことを）

　ベルナードが毒づいたのは公子に対してもだが、以前に、妻子が十字教信者であることを雑談に交じって打ち明けてしまった自分に対してもだ。

　妻は、書状を受け取って大層感激した。公子が十字教信者となり、国内に大きな教会ができれば、当然、信者としての環境もいままでよりずっとよくなる。

　ベルナードは、いつでも礼拝ができるようにグィンバーの近くに別荘を建ててはどうか、という提案まで受けていた。

（まったく）

　そのうちに、礼拝堂内の儀式が終わって、レオ公子本人が外にあらわれた。

　歓かん呼この声が波打つ。

　公子の髪や顔が濡ぬれているのは、堂内でおこなわれた儀式の名残なごりだろう。レオは晴れやかな表情で手を振っていた。ここのところ、長い髪は後ろで一つに束ねているきりだったが、今日は丁てい寧ねいに編み込まれている。おまけに礼拝服の上から白いマントを羽は織おり、にこやかに手を振るその姿は、見かけだけならば物語から抜け出てきた貴公子然としていて、村々から集まった若い女性たちが思わず見み惚とれてしまうくらいだった。

　レオ公子の背後には、新品の鎧よろい兜かぶとで武装した若者たちがアッティール公家の旗を掲げながらつづく。その旗と交差するように、白地に青の十字をあしらった旗が添えられていた。

　ひだの多い貫かん頭とう衣いを着た少女たちが、レオの通り道の左右に並んで、歌声を揃そろえながら、花びらをまいてレオの洗礼を祝福していた。




　ひとまずこれにて洗礼式は終わった。

　当然、教会堂建築は引きつづきおこなわれる。レオ公子の洗礼式は評判を呼び、近隣の村から自分も洗礼を受けたいという人々が引きも切らず、また、いまだ建築途中にもかかわらず、早くも巡礼者が領内のあちこちから来訪した。グィンバーに人出が多いと聞けば、商人たちもこぞってやってくる。また、大がかりな建築には当然職人のみならず力仕事を請うけ負おう人にん夫ぷも必要なため、職を得ようと家族ごとやってくる者たちも多い。

　結果、グィンバーの市場は繁はん盛じようし、サヴァンはいままででは考えられないくらいの収入を得た。

　レオは洗礼式のあともグィンバー城にとどまっていた。次の計画のための準備がある。

　城主のサヴァンに断れようはずがない。息子二人の墓の前で、ボスク司祭が特別に祈りを捧ささげてくれたとき、彼は涙した。彼がずっと抱いだいていた公王家への不信と怒りは、レオ公子だけを対象外とした。

　しばらくは作業に没頭していたレオだったが、ここへ来て、思惑とは別のところで事態が動いた。

　動かしたのは、ディティアーヌ連盟である。










　四章　青い炎
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　アトール東側の国境を守る城主の一人に、ディティアーヌからの書状が届いた。使者をアトール首都ティワナに派は遣けんしたい旨むねを伝えている。

　この書状はすぐに公王マグリッドにも届けられたが、

（またも厄やつ介かい事ごとか）

　公王は頭を抱えた。西のアリオンをやり過ごしたかと思えば、今度は東のディティアーヌ。

　この一件が、グィンバーにいたレオにも知らされたのは、ディティアーヌ側が、

「われらが神の教えに頭こうべを垂れたレオ公子の英断をたたえたい。ぜひ直接にお会いして話を伺いたいものだ」

　という言を述べたからだった。

　対アリオンのみを考え、あれこれ策を巡らせてきたレオにとっても、この新勢力の介入は厄介だった。場合によっては計画のやりなおしも余よ儀ぎなくされるかもしれない。ともあれ、「使者を出したい」というディティアーヌの真意を探る必要があった。

（向こうがそういうなら、直接会ってみようか）

　という考えがちらついた。

　いまはとにかく政情が動き出しそうな場面には欠かさず顔を出しておきたいという欲求がある。初うい陣じんを経験した直後のパーシーも似たようなことを考えていた。が、レオはすでにグィンバーを巡る件で目立ちすぎた感がある。ここで、

「わたくしが使者とお会いしましょう」

　と進み出たところで好意的には受け取られまい。

（またぞろ公子どのが余計なことをしでかすのではないか）

　などと悪い意味で噂うわさになれば、今後の計画にも支障が出る。

　しかしディティアーヌ側の意図を摑つかむ必要はあったので、ここは直接自分が出向くのではなく、

「わたしのところにいる十字教の僧を遣つかわしますれば、会談に同席させてはいかがか」

　という意味の書状をカミュ本人に持たせて、ティワナに向かわせた。

　ディティアーヌは十字教のもとに結びついた国家群である。カミュにコンスコン寺院の代表という立場を与えれば、会談の場に顔を出しても不自然ではない。ディティアーヌ側の用件など、十中八九、寺院に関するものであろうからだ。レオ公子の改宗のことなど、話のきっかけでしかなく、いわばダシに使われたにすぎない。

　と、ここでレオが一つ気になったのは、カミュのことだ。今回の件を伝えたとき、彼は一回考え込む素振りをした。打てばひびくようなこの男が、眉み間けんにいつも以上の皺しわを刻んで、まるで苦痛に耐えるような表情をしながら考えに考えて、やがて、

「ご命令とあれば」

　と首しゆ肯こうした。

　カミュは腕のよい建築家たちを領内から呼び集め、公子のいるグィンバーに帰還したばかりだったが、まさかこの男が矢や継つぎ早ばやに命令されることを嫌がった、あるいは億おつ劫くうがったわけでもあるまい。

　気になるといえば、妹のセーラも同様である。彼女は、なにを命じられたわけでもないのに、兄に同行した。常に独断で動くのが彼女のやり口ではあったが、今回は、まるで無言のままそっと兄に寄り添うような態度であり、カミュも妹がついてくるのに抗こう弁べんしようとしなかった。

「まるで勝ち目のない戦いにいく兵士みたいだな」

　城壁の上で、兄妹の背中を見送りながらクオンがそういった。悲ひ壮そう感かんがある、といいたいのであろう。

　同じく城壁の上にいたレオとパーシーは、気き遣づかわしげな視線を交わしあった。




　カミュとセーラは、ほとんど無言のうちに平野を進んでいた。

　その夜、宿場町で宿を取って眠る際、カミュは真っ暗な天井をじっと見あげていた。

（ディティアーヌか）

　レオ公子から会談の同席を命じられたときから、ぬぐい去れない感情がある。

　戸惑いであり、小さからぬ悲しみであった。時折、忘れられてはならじとばかりに、激しい怒りもが顔を覗のぞかせた。

　しかし、いちばん大きかった感情は、郷きよう愁しゆうであったかもしれない。

　まだ誰にも打ち明けてはいなかったが、カミュとセーラは、ディティアーヌの生まれである。

　正確には、ディティアーヌ連盟の傘さん下かに加わっていた小国である。さらには、二人とも市井しせいの出ではない。父は国主とも親しい豪族であり、本人も村に館を構える領主であった。領主の一家といっても、さほど豊かではなかったが、それでもカミュとセーラの兄妹は毎日の食事とあたたかい寝床には事欠かない生活を送ることができた。

　カミュは毎日勉学に励み、セーラはともすれば退屈な授業を抜け出して、村の子供たちと泥どろんこまみれになりながら村中を駆けまわって遊んだ。

　彼らの国を含め、辺りの勢力は大小を問わずほとんどが十字教を国教としている。その大半が、ディティアーヌ大聖堂を中心とした教会組織──宗教的かつ軍事的な連合体──に加盟しており、カミュたちの生まれ育った国も例外ではなかった。

　が、大きすぎる勢力は、それが宗教的な結びつきであろうがなんだろうが、必ずや内部に軋あつ轢れきを生む。

「ディティアーヌ教会の上層部は、利権欲しさの腐ふ敗はいにまみれている」

　として、各地で「神の教えを権力から取り戻せ」というスローガンのもと、教会組織に反発する動きが起こりはじめた。これは、のちに『神聖ディティアーヌ同盟』を形づくることとなる動きの第一歩であり、初動のこの時期がもっとも激しい内乱を呼び込んだ。

　カミュたちの国も騒乱に巻き込まれた。各地が争いの火に焼かれ、農作物も家畜も、そして人命も、同じ扱いで奪われていった。

　カミュの父は国主から千もの兵を預かって鎮ちん圧あつに向かったが、敵の罠わなにかかって戦死。館は敵兵に取り囲まれた。

　母は城の前庭で火あぶりにされた。カミュとセーラ、まだ十歳にもならなかった幼い兄妹も、世話係につれられて一度は城外へ逃げたが、結局は捕縛されて、

「腐敗したディティアーヌ教会と結びついて民の財産を強奪した者たち」

　と決めつけられて、処刑されそうになった。

　が、さすがに幼子の処刑を目まの当たりにするには忍びない、として、反教会の一派である僧そう侶りよが彼らの身み柄がらを引き取った。

　名をトムといった。カミュは彼が院長をしている修道院へ、セーラは同じ管かん轄かつにありながらやや離れた場所にある尼に僧そう院いんに預けられることとなった。

　カミュは当初、彼らの授ける神の教えに猛反発した。どんな美辞麗句で取りつくろおうと、その教えこそが父を殺し、母を焼いたのではなかったか。

　トム修道院長は、ことごとく反発し、なにかというと逃走を図り、さらには暴力をも振るうことのあるこの少年に辛しん抱ぼう強づよくつきあった。厳しく叱しかりつけることもあれば、いっしょに涙することもあった。その都つ度ど、少年の身体を修道院長は抱きしめた。毛織の修道服の感触とぬくもりを、カミュはいまだに覚えている。

　一年が過ぎ、二年が過ぎた。両親を失った悲しみと怒りを忘れることこそなかったが、怒りの矛ほこ先さきそのものは変わりつつあった。特定の勢力、特定の教え、特定の個人ではなく、

（なぜ、人々──それも表向き、同じ神の御み名なを唱える者たち──は、かくもあい争うのか。かくも奪い、かくも満たそうとするのか）

　もっと広い範はん囲いに、そしてもっと哲学的な分野にまで拡散していった。

　修道院での質素な生活がすべてではないのか。毎日、胃の半分以上が満たされるなら上等だ。眠る場所も保証されている。毎日、労働の合間に祈き禱とうして、瞑めい想そうし、聖なる教えを読んで、古い教えの解釈を巡って議論する──それこそが、いやそれだけが唯一、人が人らしく生きる手段ではないのか。

（などと、小僧の身ながら、もっともらしく考えていたのだ）

　カミュは、こうして過去を思うとき、自分の矛盾から思わず目を逸そらしたくなる。

　怒りの矛ほこ先さきを変えてはみたものの、しかし結局のところ、カミュは自身の内側にふつふつと沸わく熱い血のたぎりと和解できなかった。炎に包まれる館を思い出すとき、母の悲鳴を思い出すとき、妹の手を引きながら裸足はだしで石いし畳だたみの上を走っていた場面を思い出すとき、カミュは抑おさえがたい苦痛と血の熱さに、いても立ってもいられなくなる。誰も恨うらんではならぬ、誰も憎んではならぬ、誰も傷つけてはならぬ──そう思えば思うほどに、矛先を失った感情がカミュの体内で暴れくるうのだ。

　カミュが十三になったとき、修道院に宿を求めてとある一団がやってきた。巡礼の旅の途上にある僧そう侶りよたちだったが、そのなかに、彼らの護ご衛えいをつとめる傭よう兵へいがいた。槍やりの遣つかい手てだった。朝、まだ陽ひも昇りきらぬうち、早朝の祈き禱とうを終えて祭室から院に戻ろうとしていたカミュは、彼が丘の上で槍の鍛たん錬れんをしている場面に遭そう遇ぐうした。

　曙しよ光こうに淡く縁ふち取どりされた肉体が、躍やく動どうしていた。絶え間なく吹きすさぶ風のように素早く動いたかと思うと、時折ぴたりと静止する。「動」から「静」へ、「静」から「動」へと移りかわるその一いつ瞬しゆんがカミュの目を釘くぎづけにした。荒々しい、というより、カミュの目には神々しく見えた。槍が虚こ空くうに音を立てて突き出されるたび、カミュは自身の内側にある葛かつ藤とうや迷いが打ち砕かれる思いがした。

　気がつけば、カミュは間近に立って見み惚とれており、

「危ないぞ、小僧」

　傭兵に叱しつ責せきされるまで、そこまで近づいていた自分にも気づかないほどだった。

　そしてこれもほとんど無意識のまま、平身低頭して弟子入りを乞こうた。傭兵はすでに齢よわい五十を迎えようとしており、『小僧』の申し出を面倒くさそうに断ったが、カミュが繰りかえし乞うているうちに、気まぐれでも「面白い」と思ってくれたらしい。ともに槍を振るうこととなった。

　幸い──といってはなんだが──巡礼の一行が向かう先は内乱真まっ只ただ中なかの情勢にあり、

（様子を見よう）

　ということで、一行はしばらく修道院に逗とう留りゆうすることを決めていた。

　それでも彼らが滞在していた期間はひと月以上にはならない。カミュは、その短い期間で、できる限り傭兵の叩たたき込む技術を吸収しようとした。のめり込むあまりに、鍛錬の最中に気を失うことすらあった。日々の聖務にも支障をきたした。傭兵から槍を教わっていることなどは当然院長をはじめとした周囲には内緒にしていたから、

「ミサの最中に居眠りするなどとは何事か」

　厳しい叱責を受けたのも一度や二度ではない。「たるんでいる」として、ついには狭苦しい独居房に入れられることもあった。

　それでもカミュは槍をやめなかった。

　神聖の冒ぼう瀆とくという意味において、罪悪感がなかったわけではない。

　が、カミュは槍やりを突くその瞬しゆん間かん、体内を暴れまわる激しい感情が穂先から迸ほとばしるのを感じた。『敵』の姿を想定し、『敵』の動きを予測した上で、左右に移動して前後に跳ねる。絶好の機会を見つけてはふたたび槍を突く。

（そうだ、この場合の『敵』とはおのれ自身にほかならない）

（おれは、自分以外の誰かを滅するために槍を振るうのではない。おのれ自身の弱い心を討うつために槍を突くのだ）

　となれば、これも神の教えに心身を寄り添わせるための修練ではないか。──カミュはそう思うことで、罪悪感から免まぬかれた。

　最後の日、傭よう兵へいはほとんどなにもいわず、カミュが槍を振るうのを傍かたわらでじっと見つめていた。カミュが最後のひと突きを見舞った──その瞬間、傭兵の姿がカミュの眼前にあった。カミュははっとなったが、傭兵はそれを難なく弾はじいた。逆に突きを繰くり出してくる。瞬間、カミュの身体が意識の制御を離れた。このひと月足らずのあいだに叩たたき込まれていた体さばきで突きをかいくぐった──、とともに傭兵の側面へと跳ぶように移動──、腰と連動した腕の動きで槍を突く──。

　一連の動きは一部の停滞もなくおこなわれた。

　傭兵は首を振ってかわそうとしたが、寸前になってから、後ろへと跳んだ。血の滴しずくが散った。傭兵の左ひだり頰ほおが薄く裂けていた。彼はその血を手で拭い、舌で舐なめ取ると、

「やるな」と笑った。「おまえ、十三だったか。いまの一いち撃げき、もう少しおまえの体格が大人になっていたなら、と思うと、正直寒気がしたほどだったぞ」

　傭兵がいなくなったあとも、カミュは一人、鍛たん錬れんに励んだ。

　やがてカミュは十四歳になった。

　修道院での暮らしは毎日静かなものだったが、反して、周囲の争いは激化するばかりだった。教会の中心たるディティアーヌ大聖堂はすでに反教会派によって乗っ取られており、これによっていままでの『反教会派』は『教会派』へと変へん貌ぼうし、逆にこれまで一帯を牛ぎゆう耳じっていた『教会派』こそが『反教会派』として追われることになっていた。

　その、いわば『旧教会派』が、あろうことかカミュたちの暮らす地域でふたたび台頭しはじめた。カミュが妹のセーラと再会したのはこのときだ。尼に僧そう院いんが『旧教会派』の兵どもに襲おそわれ、逃げてきたのだという。

　兵には、信義も、教義も、理念もなかった。というより、そもそもこの戦いに理念など求めるべくもなかった。ディティアーヌの教会は、『同盟諸国の王』を名乗る男と、教会首長を名乗るその弟に支配され──のちのち、この二人さえも仲たがいを起こすことになるのはよく知られているとおり──、彼らは敗残兵を狩り、またはそれを口実にして同盟諸国に点在する現教会の反対勢力を一掃するのにいそがしい。

『旧教会派』の部隊が、修道院にまで迫った。

　カミュが失望したことには、トム修道院長は、敵が間近に迫るまでなんら対抗策を講じることができなかった。説得のための使者を送りつけるばかりで、戦うことも、皆を逃がすこともできなかった。

　カミュがこの世の理想と信じた神の砦とりでは、あっさりと瓦が解かいした。

　敵の手で、修道院に火が放たれた。カミュは妹ともに逃走した。火に追われて夜道をひた走るのはこれが生涯で二度目になる。

　怒りが湧わいた。

　トム院長はとてもよい人で、強い心の持ち主ではあったが、この地を荒らす兵たちとは正反対に、理念のみの人であった。

　それは結局のところ、理念がないというのに等しいのではないか、とカミュには思えていた。

（いかに正しき言葉であれ、いかに清せい廉れんな教えであれ、火によって焼かれるのを待つだけでは、そんなものはなんの『力』にもなり得ない）

　追いすがってくる兵たちに向かって、このとき彼ははじめて殺意をもって槍やりを振るった。神の教義に反するとは思わなかった。思う余裕もなかった、というのが正しいところだが、

（蛮ばん人じんに力ずくで屈服させられて、それがどうして神聖なものたり得ようか）

　という思いが、二度までも逃走を余よ儀ぎなくされたカミュには芽生えていた。

　槍を握る手に、力がこもった。穂先から滴したたる血液がカミュの手を汚した。

（『力』が必要だ。正しきおこないをするには、ほかのなににも阻はばまれぬ『力』が必要なのだ）

　その後、ディティアーヌ教圏から離れたカミュは、妹とともにアトール公国に足を踏ふみ入れて、ひもじい思いをしながら各都市を放浪するなか、どの国からも独立し、また必要に応じて武装さえしているという十字教勢力の噂うわさを聞きつけた。

　コンスコン寺院である。

　兄妹の足は自然と吸い寄せられた。

　そこにて、カミュはログレス司教と出会った。彼は、カミュと意見を同じくした。

「力でもって力に歯向かうは悲しくも愚かなことなれど、しかし力で教えを蹂じゆう躙りんされてはならない」

　とする、その新しき理念をこそカミュは胸に刻んだ。

　それが五年前。

　五年の時を隔へだてて、カミュは過去と出会おうとしている。




　会談はアトール東方の都市においておこなわれた。使者が希望したのはティワナへの来訪であったが、これは「時期が悪い」として公王が断った。大がかりに歓待などしてはアリオン側に察知されるためである。いや、知られるのを恐れた、というよりも──アトール側が秘ひ匿とくするつもりであっても、ディティアーヌにその意図がないようなら遠からず情報は漏もれる──、いずれ知られたときのための予防線であった、といっていい。使者の対応に差をつけることで、せめてアリオンに気き遣づかいを見せておきたいのだった。

　涙ぐましいくらいの努力だが、小国にはこうした気遣いが欠かせない。

　アトール側の代表は、公王勅ちよく使しの老貴族。補佐として、ラウマール家家長をはじめとするティワナ在住の譜ふ代だいが数名、そこにカミュも顔を並べた。

　カミュには、

「コンスコン寺院の見習い僧にして、アトールにおいてのちのち十字教活動の拠点となるであろうグィンバー教会の代表勅使にして、レオ公子の代理人」

　という立場が与えられていた。

　カミュとセーラがグィンバーを発たってから十日ほどのち。

　二人が帰ってきた。

　この地を旅立ったときはなにやら神妙な態度に見えたが、帰ってきたときには、カミュはもうまったく以前のままのカミュだった。

　つまりは、怒っていた。あらぶる魂たましいを常に宿しているかのようなこの僧兵に似つかわしく、眉まゆは逆立って、顔は朱色に染まっていた。

　帰ってくるなり、槍やりを手に取って、コンスコン寺院で毎朝やっていたように、一人、汗を散らしながらの鍛たん錬れんに励んだ。

　その後、レオ公子に呼ばれて城の一室に赴おもむいた。居並んでいるのは、パーシーに、クオン、セーラといったいつもの面々。

　レオはカミュとセーラの労をねぎらい、食事を振る舞ったあと、会談の詳しい事情を聞き出した。

　まず、ディティアーヌ側代表の顔ぶれは。

　ディティアーヌ聖薔薇サーガイア団団長アーサー・コースブルク。ディティアーヌ十字軍の一いち翼よくを担になう、二十七歳の武人である。セーラ曰いわく、「かなりの色男」ということであるが、

「こちらはまだ世間知らずの感は拭えず」妹をじろっと見据えながら、カミュは話を進めた。「むしろ曲者は、その補佐役についていた司教のほうでしょう」

　教区司教のその男はバールと名乗った。常に柔らかな微笑ほほえみを浮かべながらも、代表のアーサーを差しおいて場の主導権を握っていた。

　ディティアーヌ側はまず、レオ公子が洗礼を受けたことを喜ばしく語った上で、グィンバーに興おこるであろう教会勢力とよしみを通じていきたい展望──修道士や僧がいききできる環境をつくる、聖せい遺い物ぶつの譲渡など──も話した。

　その後、本題に入った。ディティアーヌは、

「コンスコン寺院に援兵を送り、できればそののちも駐ちゆう留りゆうさせたい」

　とし、

「わが十字軍の兵を寺院に送るにあたって、貴国の領土を通してもらいたい」

　アトールにそう要求した。

　予測できた話だ。現に、パーシーも、寺院に赴おもむいた際、司教ログレスの落ちつき払った態度から、

（ひょっとしてディティアーヌから援軍が来るのか）

　と勘かんぐったこともある。

　が、カミュが怒りをたぎらせた原因は、

（なぜ、いまなのか）

　というところにあった。

　ディティアーヌの国教と、コンスコン寺院の教えは根っこが同じ宗教である。その寺院がアリオンに包囲、殲せん滅めつされつつあると聞いて、ディティアーヌ内にも「派兵」の意見があがったはずだ。が、アリオンと軍事的に対立してまでもこの戦いで手に入れられるものがあるとも考えにくい。どうせほどなくして寺院は陥かん落らくするだろう。ここは下手に手を出してアリオンの敵意を招くよりは──、と静観を決め込んだのだ。

　が、存外、寺院側は粘った。なにやらアリオンが攻めあぐねている様子すら伝わってくる。ここへ来て、

「これは使えそうだ」

　という意見がディティアーヌ上層部内であがりはじめたのではないか。

（使える）

　というのは、東とう征せいの噂うわさが常に絶えないアリオンの、その東への足を喰くい止めるための橋きよう頭とう堡ほとしてだ。絶え間なく兵や兵ひよう糧ろうを送り込むことができれば、いずれは対アリオンの前線基地として機能するやもしれない。

　当然、その計画はアトールを巻き込むことを前提としている。地理の関係上、人員や物資を送るにはアトールの領土を経由するのがもっとも手っ取り早いからだ。

「貴国の領土を通していただきたい」

　と、口調こそ慇いん懃ぎんであるものの、その裏では、

「アトールもいずれ参陣せよ。覚悟を決めよ。放っておけばいずれ貴国もアリオンに吞のみ込まれるのだぞ。いや、その前にまずはアトールを突ついてやろうか」

　と脅おどしを交えつつ促うながしている。

　もちろん、アトールもすんなりと承諾できようはずがない。

　いまになってディティアーヌと連合などすれば、今度こそアリオンの本格的な侵攻を招く。

　さりとて、寺院を放置すれば、今度は「同じ神をいただく信徒を守れなかった責はアトールにある」としてディティアーヌからの締めつけが強くなる。

　この場合、厄やつ介かいなのは、たとえディティアーヌに協力するにせよ、その逆にアリオンについてディティアーヌと戦うにせよ、もっとも大きな犠ぎ牲せいを支払うことになるのはまちがいなくアトールであろう、ということだ。二つの巨大な勢力が、この小国を挟んでにらみあう位置にある以上、戦争となれば、アトールの領土が舞台となる公算が高い。

　アトール側の代表たちは、終始冷や汗の搔かきどおしだった。

　カミュは唇を強く引き結んだまま、無言を貫いていた。自分が発言できる立場にないことはさすがにわかっている。が、内心には千もの言葉が湧わきあがっていて、それを刃やいばとしてディティアーヌ側に突きつけてやりたい衝しよう動どうを必死で抑おさえつけていた。

（いまのいままで寺院の人々が苦しんでいるのを捨ておいたくせに、利益になるとわかればずかずかと土足で踏ふみ込んでくる。それでよく神の信徒を名乗れるものだ。戦地で死んでいった者たちにおまえらはどう顔向けする。いや、貴様らのような奴やつは、きっとずらずら並んだ墓標の前で、いかにも痛ましい顔をしながら神に冥めい福ふくを祈るのだろう。内心では祈りの一言一句がいくらになるだろうかと銭ぜに勘かん定じようをしながら）

　肩が震ふるえた。腕の筋肉が盛りあがった。もとより、感情が昂たかぶりやすい男だ。たががはずれかかっている。

（五年前となんら変わらぬ。神のしもべをよそおいながらも、結局は各勢力がおのれの利益のみを求めていた。敵対者は焼き殺し、利用できる者は力で従わせた。こんな連中が同じ神をいただいているなどとは信じがたい！）

　カミュの引き結ばれていた唇が、いつしかゆるんでいた。

　と、会談の給仕役をしていた若い女性が、そのときカップを片づける振りをして、そっとカミュの肩に触れてきた。

　カミュが驚いて見やると、妹のセーラだった。思わずうろたえかけたが、セーラは真新しいお茶の入ったカップを置く素振りをしながら、兄に向かって片方の目を閉じた。

　セーラは、「公子の代理人」カミュの妹である立場を利用して、この席に紛まぎれ込んだのだろう。兄が感情的になるのではないかという不安を抱いだいてのことであるのは想像にかたくなく、兄としては実に恥ずべきことだった。その思いが、いくらか彼を冷静にした。

　会談は、ひとまずのところ、

「貴国の要望はまちがいなくマグリッド公王にお伝えする」

　とアトール側がこの話をティワナに持ち帰ることで収束した。

　ただし時間的な余裕はない。

　聖ディティアーヌ連盟は、遅くとも半月以内の返答を要求した。




　　　　　　　２




　このときヘイデン・スウィフトは、アリオン東端の国境に築かれた城じよう砦さいに到着していた。

　寺院攻略のためにヘイデンが築かせた砦とりでである。そこに、ヘイデンはおよそ八百の兵を駐在させたままにしている。

　マントを翻ひるがえしながら帰還した『指揮官』は、留守にしていたあいだの報告を受け取っていた。

　が、ほとんど話は聞いていない。

　彼の目は、寺院よりもっと先に向けられていた。

　王からアトール侵攻の許しを得ることはかなわなかった。あのときはものわかりのよい家臣を演じてみせたが、当然、この男があきらめたはずはない。

（これより、全力をもってコンスコン寺院を陥かん落らくさせる）

　研とぎたての刃やいばのような光を目に宿したまま、ヘイデンはこれから先の計画をいま一度頭に描いていた。

（そして寺院をアリオンの軍事拠点に変えたあと、「守備のために」という名目で、兵力をそのまま滞在させる──）

　ヘイデン本人もそのまま居残って、アトールの諸しよ侯こうらに調ちよう略りやくを試みるつもりだ。そしてこちらの呼びかけに応じた者たちに、「公王は独断行為が目立ち、国を私物化している」などという理由をつけさせ、謀む反ほんを起こさせる。

　アトール国境に近い位置で兵力をおいているヘイデンは、「義ぎ憤ふんのために立ちあがった者を援助する」という形で速やかに兵を出すことができる。内戦に火をそそぎ、その火をもってアトール首都を乗っ取る形だ。これならば、アトール攻略にさほどの労を割さかずに済むため、たとえ事後報告に近い形になっても、アリオン王とてうるさいことはいわないだろう──、

　というのが、ヘイデンの将来設計だ。

（いずれの作業も、難しいことはない）

　そう踏ふんでいる。

　まず、寺院攻略。

　これはただ単に、

「力の差そのままに押し潰つぶせばいいだけのこと」

　だ。アリオンの武将あたりが聞けば、

（ヘイデンは、それすらまともにできていないではないか）

　そういって笑い出すかもしれない。実際、武将の誰それが似たようなことをいっていたという噂うわさが彼の耳にも届いている。が、しょせんは武人の浅知恵。

　確かにいまだコンスコン寺院は健在だが、それはなにもヘイデンが失敗を犯したわけでも、攻めあぐねていたわけでもない。はじめての実戦だからと慎重になりすぎたのでも、兵の損そん耗もうを必要以上に恐れた、というのもちがう。すべての理由は、

（わたしがそうあるように望んだから）

　に、ほかならなかった。




　ヘイデンは変わった。近しい人は皆口を揃そろえる。本人も自覚があった。そして変わった原因は、いまさら繰りかえすまでもない。フロリー・アングラットだ。彼女をはじめて見た瞬しゆん間かん、錆さびついていた血管に真新しい脈動が流れるのを感じた。彼の周囲だけ足を止めていた時間が、歯車のきしむ音を立てながら動き出すのを感じた。

　ヘイデンは妻子ある身で、結婚以前──とそれ以後も──、何名かの宮廷女たちとそれらしい逢おう瀬せを重ねたことはあったが、のめり込むことは皆無だった。詩しい歌かにうたわれるロマンチックな恋も、痴ち情じようのもつれで身を滅ぼしかけた同どう輩はいたちの話も、ヘイデンには夢物語に過ぎなかった。

　が、フロリーがつたない歌声を張りあげる姿を見た刹せつ那な、凝こり固まっていたヘイデンの気持ちが、一瞬にして打ち砕かれた。ありていにいうなら、それは初恋であったのだろう。いま現在のフロリーに対してというより、数年後、ヘイデンの理想像と寸分たがわず合致するであろう未来のフロリーに対して。

　ヘイデンは、それゆえ焦った。

　ただの初恋なら、ここはいったん気持ちを隠しつつ、フロリーの父クロード・アングラットと親しい関係を築いた上で、それなりに時間をかけてフロリー本人とも親交を深めていけばよかった。数年後、成人したフロリーの気持ちを奪うのはそれほど難しくなかったはずだ。

　が、ヘイデンが恋焦がれたのは、未来のフロリーだ。いまのまま、つつがなく成長してもその未来像に追いつくはずとは思うものの、万が一にでも、成長の過程で『失敗』が生じないとも限らない。なまじフロリーが彼の抱いだく理想像に近すぎたため、どこを切り取っても隙すきのない『完璧な姿』をヘイデンは求めたのだった。

（手もとに置いておかねばならない）

　ヘイデンは決心をした。フロリーの成長過程に雑音がいっさい混じり込まないよう、手もとで監かん視しをつづけるのだ。植物を剪せん定ていするかのように、邪じや魔まなものを切り落とし、美しく目に映える部分のみの成長を促うながしてやらねばならない。

　が、その目もく論ろ見みは、父親のクロードによって阻はばまれた。彼は「フロリーに王都の教育を受けさせる」というヘイデンの提案を断り、あまつさえ、フロリーには心に決めた男性がいるようだ、と打ち明けた。

　その男性とはレオ・アッティールのことである、とまでほのめかしている。

　レオとフロリー、当事者同士が抱いていた思いはどうあれ、クロードにしてみればただの口から出任せである。「アトール公子との婚約が決まりかけている」といえば、ヘイデンもあきらめるだろうと踏ふんだのだ。

　未来に完成するはずの理想像に、すでに雑音が入り混じりかけていたことを知ったヘイデンだったが、

（が、まだ手遅れではない。決して、そうではない）

　クロードの望みと裏腹に、むしろ恋情が強い勢いで燃えあがった。

　ヘイデンはその後、関係の悪化しつつあったコンスコン寺院に調停役として赴おもむいたが、ほどなく帰国した。

　すべての発端はここにある。

　ヘイデンはまず、この寺院を利用することに決めた。

　調停が失敗したように見せかけて、「寺院のログレス司教が王族を呪のろった」などという噂うわさを流る布ふさせた。

「必ずや目にものを見せてやらねばならない」

　と王に寺院攻略を説いたのもヘイデンだ。

　こうして、寺院とアリオンの対立関係をつくりあげた。次いで、この関係のなかにアトールを巻き込んだ。

　これには、アトール南方を分割しておさめる諸しよ侯こうの一人、オズエル・ターホリンが役に立ってくれた。

　ヘイデンは、フロリーを手もとに奪い去るための計画を練っている過程で、七年前の対アトール戦争にかかわった武将たちのうち数名と会っていた。一つでも多くアトールの弱みを見つけられないものかと探るためだったが、そこで、アトール内における諜ちよう報ほう活動を指揮していた武将ホーキングと会った。

　──例の晩ばん餐さん会かいでレオが諸侯らと話していた際、その一人ベルナードが、「アリオンに調ちよう略りやくをしかけられていた」と認めた場面があったが、その糸を引いていた本人である。

　いたずらに自尊心が高くて自分から動くことを億おつ劫くうがっていたヘイデンには珍しく、彼は自ら馬を飛ばしてホーキングの邸てい宅たくにまで赴おもむいて話を聞いた。

　この武将、アトール戦争の前に左脚を失っており、もう戦場に立つことはない。ただし頭が切れるために、こうした諜報活動に活躍の場を移しており、国王からも信頼があつかった。

「アトールの諸侯は、衝ついてやればもろい」

　とホーキングはいった。公王家の威信はぐらつきかかっており、いざとなったときに領土や領民を守るのは領主である自分自身だという意識が高いゆえ、かえって外部からの調略に弱いというのだ。

　特に、オズエル・ターホリンという男は、あの七年前の戦争の折り、

「いざというときは、こちらが号令をかければ、内部から行動を起こしてもらう手はずにまでなっていました」

　という。よほどなびきやすい男だったようだ。しかし結局は、そのような策略を用いるまでもなくアトールは降伏した。ホーキングは、オズエルがのちのちも使えるのではないかと判断し、その後も書状や使者のやり取りなどをつづけていたという。先見の明がある男だ。

「では、そのオズエルに一筆書いてくれるか」

　ヘイデンが目を爛らん々らんと輝かせていえば、

「ほう、なにか面白いことをお考えの様子。わかりました、オズエルに連絡を取って、ヘイデンどののことをお伝えしておきましょう。その代わり、ヘイデンどの、実戦の機会あらば、わが子を従者につけてはくださらぬか」

　武将も目を光らせて応じる。

　彼には、十六になる息子がいた。体格もよく、いつ戦場に出ても不思議ではなかったが、いくさつづきのアリオンにおいて、なぜか不運なまでに召集の機会に恵まれなかった。名をランディウスという。

　現在はヘイデンに見習いの従者としてついている。対コンスコン戦でも賊ぞく兵へいに混じって活躍した。

　こうしてホーキングの協力を取りつけて、ヘイデンはアトール諸侯の一人オズエルに接近。ひとまずの軍資金とアリオンにおける厚遇をちらつかせて計画に引き込んだ。

　ほどなくして、オズエルは公王マグリッドにコンスコン寺院への援兵を勧すすめている。

　ヘイデンにとって都合がよかったことに、オズエルは、前公王がダーレンなどの圧力によって王座を退しりぞいたのち、マグリッドを公王の地位に推おした一人である。よって公王は彼に恩義を感じており、またオズエル自身の弁が立つこともあって、マグリッドは彼の案を採用して寺院に兵を出した。

　つまるところ、それすらもヘイデンの計略であったということだ。

　目的は二つ。

　一つは、アトールが援兵を出した事実をのちのちわざと露ろ見けんさせることで、公国から人質として預かっているレオ公子の立場を悪化させるため。

　一つは、「レオの身み柄がらを預かっているクロード将軍が、そのレオを通じてアトールや寺院とつながっている」という虚きよ偽ぎの噂うわさを蔓まん延えんさせることで、将軍の立場をも窮きゆう地ちに追い込むため。

　なりあがりのクロードは周囲に味方が少ない。そこに接近すれば、クロードとてヘイデンに頼らざるを得なくなるはずだ。

　そうなのだ。

　ヘイデン・スウィフトは、恋こい敵がたきを排除し、フロリーの父に強い恩を売るために──そのためだけに──このたびの騒乱を引き起こした。

　ばかりか、ゆくゆくはアトール公国そのものにも火を投じようとしている。これは最初のコンスコン攻略戦において、レオとフロリーがアトールへ逃亡するという手ちがいが起こってしまい、計画のやりなおしを余よ儀ぎなくされたためであるが、

（それはそれで構わぬ）

　とヘイデンは思っている。

　フロリー欲しさの一念は変わらねど、それよりももっと大きな部分でこのヘイデン・スウィフトは変へん遷せんを遂とげていた。

　いまのいままで抱いだくこともなかった野心を募らせている。

（このヘイデン、歴史に名を残すひとかどの人物になれるのではないか）

　もちろん、輝かしき栄誉の道をひた進む自分の傍かたわらには、成長したフロリー・アングラットがいるのだ。

　胸むね躍おどるような未来ではないか。心弾む空想ではないか。

　なんとも楽しきかな人生。

（そのためにも、まずはコンスコン寺院）

　もはや、むざむざ戦闘を引きのばして、レオやクロードを追い込む必要はない。ひと吞のみにするばかり。

　ただし、ただ闇やみ雲くもに正面からかかっても、勝利はまちがいないにしても犠ぎ牲せいは出るだろう。

　ヘイデンはその後、対アトール戦を控えている。まだ公おおやけにすることはできない計略だから、王にあからさまな増援は要請できない。となれば、犠ぎ牲せいを可能な限り抑おさえる必要がある。

（数少ない犠牲で、しかし速やかにあざやかな勝利を得る）

　その意味でも、ヘイデンは自信があった。
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　カミュからの報告にはつづきがあった。

　この十字教の僧兵は、レオ公子からあらかじめ、

「会談中はなるだけ発言せず、最後になってから、書状を手渡すように」

　固く言い含められていたのだった。会談の席は、カミュにとっては自制心を試すかのような試練の場となったが、妹の助けもあってひとまずは乗り切り、最後に「公子から」といいつけどおりに書状を使者に手渡した。

　なるほど、ディティアーヌは表向きの理由であれ、きっかけにすぎないものであれ、当初は「レオ公子どのにお会いしたい」と述べていたのだから、会談に同席できなかったレオが、「ひとまずはご挨あい拶さつを」と書状を代理人に託たくしても不思議ではない。

　しかしレオが、「書状を確かに渡したか」とカミュに確認したところからすると、内容は挨拶ていどのものではないだろう、とパーシーにも推すい察さつできた。

　詳細はいかなるものか。

　明かされたのは数日後。

　ふたたび城の一室に、同じ面々が集められたとき。

　レオは、

「明後日にはベルナードどのの居城に赴おもむく」

　という。

　サヴァン領から、ダーレン領を越えてさらに東である。

　用向きはなにかというと、そこにてディティアーヌの使者と直接会う手はずになっている、と説明した。

「では、公子殿下が使者に手渡された書状の内容とは」

「そう。彼らと面会したい旨むねを伝え、あらかじめ日取りを決めておいた」

　ディティアーヌからの使者は公王の返事を待つため、現在もアトール東方の都市に滞在している。その彼らから、昨日レオ宛てに、面談を了承する返事が来た。

　では、会ってなにをいうつもりかと思えば、

「ディティアーヌに援軍を要請するつもりでいる」

　レオ公子はあっさりといいのける。

　これには、カミュが真っ先に異を唱えた。

「神の教義を盾たてにしながら、結局はおのが懐ふところをあたためることしか考えぬ連中です。援軍が一時的に役立つことはあっても、いずれは寺院やアトールを食い物にしましょう」

　一方で、パーシーはちがう観点からこの案に疑問を抱いだいた。

「援軍要請は陛下のご意思でありますか」

　パーシーが聞きかけたとき、レオがすばやく、そして鋭するどい視線を飛ばしてきた。「それ以上いうな」の意思表示であろう。

（まさか、公子の独断というのか）

　パーシーは啞あ然ぜんとなった。

　おそらくマグリッド公王はいまだ迷いの只ただ中なかにあるはずだ。アリオンとディティアーヌの板挟みにあるなか、軽々しく答えは出せない。だというのに、外交を任されたわけでもないレオ一人の意思で「ディティアーヌと手を組む」という。

「お待ちを、殿下」パーシーは固い表情と声こわ音ねにならざるを得なかった。「公子は、以前、敵はヘイデン・スウィフト一人だとおっしゃった。それと戦って勝利する、と。そのお言葉をわたしも、いやここにいるわれわれも信じた。ですが、ディティアーヌの介入を許せば、戦線はまちがいなく拡大します。勢力が入り乱れれば、幕引きをはかるのも難しくなり、となれば本格的ないくさになることも避さけられない。寺院を守るどころではなく、われらはアトールに重大な危機を招くことにもつながりかねません」

「そうはならない。そうはさせないつもりでいる」

　レオ公子は先ほどからずっと同じ表情だった。

　パーシーは一いつ瞬しゆん、この歳下の貴き人じんを扱いかねた。

（多少、思いどおりに事を運んできたからといって、有う頂ちよう天てんになってはいまいか）

　そんな不安もある。

　ただ浮うわついているだけならばよい。少年の時期ならばよくあることだ。が、問題なのは、レオが『真剣に』この国のゆく末を案じているということだ。あまりに『真剣に』考え込むあまりに、少年は周囲が見えなくなっている。自分一人でアトールを背負った気になり、自分だけがアトールを救えるのだと『真剣に』考えている。そして少年の生真面目さは、時に危あやういものを産み落とす。

　が、パーシーの抱いだいた危き惧ぐを制するように、レオは手を突きつけた。

「まずは、聞いてくれないか」

　公子はいった。

　パーシーをはじめ、カミュ、クオン、セーラも黙って耳を傾けるなか、レオ・アッティールはこれからの展望を語りはじめた。




　パーシー・リィガンは驚きよう愕がくしていた。

　ティワナにある宿の一室で、「味方と手勢を得るため、ダーレンの兵を引き込んだ上でこれを討うつ」と打ち明けられたときも心底驚いたが、今度はそれ以上だ。

　利己主義的なディティアーヌと協調できるのかとか、援軍要請は公子の独断専行であるとか、もはやそのようなレベルでもない。

　知らず、パーシーの手が震ふるえていた。セーラも目をみはり、こうした話しあいの場にいるときはほとんど無関心な様子のクオンですら驚きの感情を隠せなかった。

　レオは、計画のすべてを打ち明けた。

　瞬間、

「ならぬ！」

　勢いよく立ちあがったのはカミュだ。

　突発的な怒りに駆られて、というのではない。むしろレオが語り終えるまでよく我慢をした、とすらパーシーは思った。

　一方のレオは至し極ごく冷徹に返した。

「なにが、ならぬ」

「そのようなこと……あまりに。あ、あまりにも、卑ひ劣れつ！　援軍を頼んだディティアーヌも、ログレス司教も、それでは」

　カミュは昂たかぶりすぎていて、明めい瞭りような言葉にはならない。が、パーシーには──レオに計画を打ち明けられたすべての者には──いわんとしていることがわかった。

　パーシー・リィガンは、同時に、わからなくなった。

　カミュの怒りを正面から受け止めているこの少年は、果たして、アリオン山中にて救い出した少年と同一人物なのだろうか。フロリーの手を引きながら、心細げに坂道を下っていったあの姿といまの姿がどうしても重ならない。

「ま、万が一それで勝利できたとして、そのような戦いでは、いずれ神の威い光こうが世をあまねく照らすであろうと信じて死んでいった者たちも浮かばれぬ！」

「『浮かばれぬ』というなら、ではただ純粋な信心のみをもって、あきらかに敗北するであろうとわかっていながら、突とつ撃げき、玉砕すれば、それで死者の魂たましいは慰なぐさめられるのか」

「それは」

「以前、きみたちがぼくにいったんだぞ。戦うのは結構だ、しかし勝利を得なければ意味がない、と。だからぼくは勝利の道を模も索さくした。そしてこれ以外に、ヘイデン・スウィフトを討うち、なおかつ戦線の拡大を止める方法はない」

「し、しかし、あまりにも。……あなたのやり口は、神を神とも思わぬアリオンや、神の愛を騙かたって利益をもぎ取ろうとするディティアーヌ以下だ。おれは承服できぬ」

　カミュは歯ぎしりするのに近い表情になる。対してレオは、僧兵に手を差しのべながら詰きつ問もんした。

「カミュ、ならば、ぼくに教えてくれ。敵以外に犠ぎ牲せいの一人も出さずに勝利を手にする方法があるというなら──、誰の血も流さず、皆が納得ずくで槍やりをおさめる方法があるというなら、ぜひ教えてくれ」

「わからぬ！」

　ある意味、爽そう快かいですらあった。カミュはひと声叫ぶと、風さえ巻き起こすような勢いでレオに背を向けた。

「どこへいく？」

「あなたの質問に答えられぬ。おれでは、ほかによい案が浮かばぬ。さりとて、おれは自分自身の思いを裏切れぬ。そうである以上、もはやあなたと行動をともにすることはかなわない。おれは槍一つを持って寺院へ帰ろう。おれはおれのやり方で戦う。それを、ただの無駄死に、玉砕だ、と笑いたくば笑うがよろしかろう。これにて失礼させていただく」

「待て」

　パーシーやセーラが声をあげるより早く、レオが叫んで、その前方へとまわり込んだ。カミュが左右いずれかに通り抜けようとすれば、レオもいちいちその前へと立ちはだかる。場の空気にそぐわず、なにやら滑こつ稽けいな場面にも見えた。が、

「どいていただきたい」

「どかない」

　双方、鋼はがねの抜き身を挟んで真向かいに立つかのように、表情には敵意さえ滲にじんでいる。

「カミュ、きみは自分の血ならばいくら流れても構わぬと考えているようだが、きみ一人が流すていどの血でどれほどの命を救えるというのか。より大勢の命を救うためには、自分たち以外の犠ぎ牲せいをも覚悟せねば、結果として誰も救えなくなる」

「物事を大局的に見よ、とおっしゃるか。しょせん、ものを知らぬ貴き人じんが、おれになにを説かれる」

「いまのカミュよりはよほど見えている」

「目の前で大勢の仲間が命を失う、そんな場面を目にしたこともない公子になにがわかるかといっている！」

　パーシーは腰を浮かせかけていた。不毛な言い争いになりかけている。

　第一、奇妙ではないか。以前のカミュは、ことさらにアリオンの脅きよう威い論ろんを振りかざして、それがわからぬ諸しよ侯こうらのことを「なにも見えておらぬ」と罵ののしっていた。しかしいざ戦うという段になり、勝利のための道筋が示されると、激げき昂こうし、今度はカミュのほうこそ「見えていない」とレオ公子にそしられている。

　なにが正しいやら、パーシーにもわからない。感情がでたらめな色を曳ひいて周囲に乱舞しているかのようだ。

　ともかく、いまは自分自身も含めて、頭を冷やす時間が必要だろう。いつ止めに入ったものかと機をうかがっていたパーシーだが、このとき、レオの手が腰に伸びるのを目もく撃げきした。

　剣が引き抜かれる。アトールで広く用いられる細身の半はん月げつ刀とうだ。

　一方のカミュは丸腰だ。当然のことで、アトール正規兵の身分でもないのに、城内に武器など持ち込めない。

　カミュの表情が一いつ瞬しゆんこわばり、それから、不気味な薄笑いを浮かべた。

「おれを斬きりなさるか？　やるといい。いうことに従えぬなら斬る、とおっしゃるなら、あなたもアリオン同様だ」

「兄さん！」

　さすがにセーラが声をあげた。クオンも立ちあがりかける。パーシーが息を吞のむその前で、

「いや」

　レオは微笑ほほえみを浮かべると、くるりと剣を回転させて柄つかのほうをカミュの手に押しつけた。カミュが太い眉まゆを寄せたのと、レオが柄を放したのはほぼ同時。落ちかけたその剣をカミュが反射的に手に取った。するとこれもほぼ同じく、レオの両手がカミュの手を上から覆おおう。刀身を挟んだ二人が同時に柄を握るような格好だ。するとレオは一歩進み出て、まるで刀身を肩に担かつぐがごとき体勢になった。

　カミュがはっとなったときには遅かった。

「きみが斬れ」

　とレオはいった。
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「な、なに？」

　カミュがあわただしく瞬まばたきした。レオはその目を見つめながら、

「ぼくは計画の全容を打ち明けた。それに反対したままのきみを、ここから出すわけにはいかない。しかし、だからといって、ぼくの命を救ってくれた恩人を斬るわけにもいかない」

「ば、馬鹿げたことを。おれがこんなことを口こう外がいする男だと思っておられるか。誰にもいいはせぬ。だから……」

「いいや。どのみち、ぼくの計画はきみたちの賛同なしでは到とう底ていなし得ない。きみたちの力がどうしても必要なんだ。だから、計画に賛同できぬというなら──辿たどるべき運命が同じだというなら、この場でいっそのこと──どうぞ、ぼくを斬きっていただきたい」

「な、なにをいうか。どうせ、できはせぬと思っておられるのだろう。貴族らしい、いかにも大おお仰ぎような自己演出だ──」

「斬れ、カミュ」

　レオがさらに進み出た。下を向いた刃やいばがレオの首筋に迫る。カミュはあわててあとずさろうとするも、これもレオはついていく。カミュの背中が壁に当たった。さらにレオは詰つめてくる。

（ええい）

　業ごうを煮やしたカミュが、力ずくでも剣をレオの身体からもぎ離そうとした。筋力はカミュがはるかに上まわる。が、レオとて必死だ。足腰を踏ふんばって、肩に力を込める。そのぶつかりあいが二人の体勢を右に左にと揺らした。と、半はん月げつ刀とうの切きっ先さきがレオの耳たぶと頰ほおをかすめた。同じ箇か所しよにさっと赤い線が走って、血の滴しずくをぽとぽと産み落としはじめる。

　さしものカミュも肝きもを冷やして動きを止めた。

「公子！」

　と数名の声が重なりあうなかにあって、

「やってみせろ、カミュ」レオはむしろ物静かにいった。「ぼくの覚悟はすでに見せた。あとはきみが覚悟を示す番だ。ここでぼくを斬きって捨てて、アトール中から追われ、暗殺者として名を残そうとも、それでも寺院に赴おもむいて華々しく散るのが本望だというなら、やってみせるがいい」

「や、やめよ、公子」

　カミュが唸うなったのは、レオがなおも一歩を詰めてきたからだ。剣の切っ先を首筋にあてがいながら、

「きみ一人が死ぬならまだいい。しかしこの場合の敗北とはなにを意味するか。この国の破滅、寺院の炎上、大勢の死と破壊。それをも背負うというなら、ぼく以上の覚悟を示せ、僧そう侶りよどの」

　レオはいう。

　パーシーはもはや声もなくこの場面を眺めていた。

　と、間近で顔を突きあわせる両者にある共通点があることを、パーシーはこのときはじめて気づいた。

　カミュは歯を食いしばって、あたかも殺しあいを演じている最中のような顔をしているが、根は真正直な男だ。感情が激すれば激するほどに、表層の下にあるものが透けて見えやすくなる。いまも、公子の計画に真っ向から反論することができなかった、その弱さ──いわば、引け目が、表情から透けて見えている。

　一方のレオ・アッティール公子。いつもは優しげな面おも立だちを一転させて、こちらも怒りに近い形相をしている。が、よくよく見れば、吊つりあがった目も、強く引き結んでいるはずの唇も、細かく震ふるえているのがわかった。

　この二人は、立場も、主張も、いこうとする道も、まるでちがう。ちがうからこそぶつかりあっているように見える。が、

（立場も主張も異なるが、しかし少なくとも、互いが抱える葛かつ藤とうそのものの本質は同じなのではないか。いこうとする道が見えている、はっきりとしている。一歩その先へ進むためには犠ぎ牲せいが必要だと覚悟もしている。そして払うべき犠牲が自分一人で済むのならどれほど楽だったろう、とほぞを嚙かむその思いは、あまりに似かよっているのではないか）

　パーシーには思えた。そしてそれはなにもこの二人に限ったことではなく、ほかならぬ自分自身とて、重なりあう部分があるはずだと思えたとき、

（ああ、わかった）

　パーシーの脳裏に突然光が瞬またたいたかのようだった。

（これと似たような場面。……以前、レオ公子が、「ダーレンの兵を討うつ、それはアリオンと戦うためだ」とおっしゃり、それにカミュが応じようとしたとき）

　パーシーは、この二人こそがいずれアトールに災さい厄やくを招くのではないかと思った。焦りを抱いだいた。いまのカミュと同様に、はっきりと異を唱え、パーシー自身が公子の前に立ちはだかったとてなんら不思議ではなかったはずだ。

　しかしなぜかあのとき、パーシーは感情を爆発させることはなかった。

　その理由が、わかった。

　パーシーは立ちあがって、二人の近くへ歩を進めた。

　カミュの目がパーシーを向いた。汗まみれになりながら、彼は助けを乞こうようにいった。

「公子を離してくれ、パーシー。おれは、ここで見聞きしたことは決して口こう外がいせん。おまえとは決してつきあいも長くないが、それを信じてくれるくらいには、おれを知っているはずだ。だからいかせてくれ！」

　レオの目もパーシーを見ていた。

　両者の目は、やはりよく似ていた。

　パーシーは二人の息が匂う距離にまで近づいた。すると彼は、カミュが期待したものとも、レオが望んだものともちがう行動を取った。双方の肩を叩たたくなり、

「面白い」

　といったのだ。

「なんだと？」

　カミュが汗にまみれた顔で目を剝むいた。レオに向けられていた怒りの矛ほこ先さきがパーシーに全力をもって向けられたようである。が、パーシーはひるまず、

「そう思わないか、カミュ。いや、一度ならず思ったのではないか。あのときだよ。コンスコンの御山で先の見えない戦いをひたすらにつづけていたあのとき、わたしがアリオン軍本陣を衝つく、と提案したときだ。いま思えば、なんと無む謀ぼうで、愚かで、幼い考えだったのだろうな、あれは。いや、『いま思えば』などということもない。あのときだってわかっていたはずだ。わたしも、おまえも、クオンも、セーラも、皆わかっていた。だが、面白い、と皆が思ったはずだ。このままじりじりと追い詰められていくよりは、いっそ馬鹿げたことをやってやろう。座して死を与えられるのを待つよりは、むしろこっちから進んで命を捧ささげてやろう、と」

　刀身を挟んで向かいあうカミュとレオの目は、いまやパーシー一人に向けられている。クオンもセーラも同様だ。

「公子とカミュ、二人が同調して、ダーレンの兵を討うってやろうと盛りあがっていたあのときもさ。わたしは止めるべきだった。国が危あやういときに、あえて領内に争いを呼び込もうなどとは、あまりに馬鹿げている。いまのカミュがそうであるように、はっきりと反対意見を述べるべきだった。しかし──わたしにはそれができなかった。わかるだろう、カミュ。あのとき、おまえも同じことを考えたからこそ公子に同調したはずだ。そう──『面白い』とね」

　パーシーは知らず、笑みを浮かべていた。

　ついさっきまでは、公子に危うさをも感じていたというのに、いまのパーシーは細い綱つなを渡ろうとする公子の背中を後押ししているがごとき立場だ。いや、ともに足を踏ふみ出していっしょに渡ろうとする立場か。

（なんでもいいさ、構わない）

　自分の本心が見えてきた。

　やるべきこと、やりたいことが見えてきた。

　若者にとってこれほど心楽しいことはない。

「カミュ、図星だろう。つきあいは決して長くないが、それくらいのことはわかるのさ。そうだ。『面白い』。わたしもまた、そう思ったのだ。あのとき、公王さまや諸しよ侯こうらの思惑を飛び越えて、たった一人でもアリオンに立ち向かおうとされたレオ公子のことを。たとえどれほど常じよう軌きを逸いつしていようとも、たとえどれほど馬鹿馬鹿しいことであろうとも、なにもせぬまま、ほかの何者かがかたちづくった『情勢』という流れのなかでただ変化を待ち望んで過ごしているよりは、よほど『面白い』と思えたのだ」

　パーシーの手が、いつしか公子とカミュの肩に触れている。その手が、徐々に二人を押し離しにかかっていた。そして突然カミュに問いかけた。

「カミュ、いったいおまえはなんのために戦う」

「な、なんのためだと。いまさらなんのためなどと……それは」

　カミュが舌をもつれさせているあいだに、パーシーはその先へとおのれの言葉をまわり込ませて、

「勝利するためだ」

　いいきった。

「わたしは、勝利するために戦いたい。勝利が得られると信じればこそ、命を懸かけたい。勝利などあり得ないというのに戦うのはごめんだ。それで命を落とすようなことになったら、それは、ただの犬死にだよ」

　カミュの目が怒りに染まった。すかさず反論しようと空気を吸い込んだが、しかし声は出ず、ただ息となって空むなしく吐き出されただけだった。

　その瞬しゆん間かんをパーシーは見逃さなかった。

　レオとカミュ、双方の肩を強く押しやった。

　もつれあっていた両者の手が離れ、そして剣が音を立てて床ゆかに転がった。

　存外、大きな音がしたので、

「殿下、何事でございます！」

　扉の外から声がした。

　歩ほ哨しように当たっていた兵が姿を見せた。まだ若い。赤毛で、そばかすだらけのその顔にパーシーは見覚えがあった。

「ロダ、なんでもない。少しふざけていただけさ」

　レオ公子が笑い、床に落ちた剣を拾いあげて腰に戻した。

　ロダという名のその少年は、確か村で搔かき集めた民兵の一人だ。優しげな見た目にそぐわずなかなかの腕前で、部隊長にも抜ばつ擢てきした。ほとんどの百ひやく姓しようたちは、号令あるまでは村々の仕事に戻ることになったが、ロダをはじめとした数名は、周辺警護のために城で雇やとうことにしたらしかった。

　彼が、自分の人生を変えてくれた公子に心酔しているのは傍はた目めにもあきらかだった。その眼まな差ざしはまるで神そのものを見るようでもある。赤毛の少年はまだ釈然としない顔をしながらも──なかから怒鳴り声が交わされるのを耳にしてもいたのだろう──公子の命令なので、大人しく引きさがった。

「殿下、血が」

　パーシーが指摘すると、レオは自分の頰ほおに手をやった。皮が薄く破れて血がにじんでいる。レオは手でさっとぬぐった。

　その手を、いきなりカミュが摑つかんだ。

　不ふ遜そんな仕草にも見えたが、レオはそのままにさせておいた。

　カミュは顔を伏せている。何事か、搾しぼり出すように言葉を発したが、近くにいたパーシーにも聞き取れなかった。カミュはもう一度、今度はいくらか大きく口を開けて、

「おれに、裏切れというのだな」そういった。「寺院を、司教を、祖国を。神に心身を捧ささげてきたおれ自身の命運を」

（祖国？）

　パーシーが眉まゆをひそめた。ここにて、彼ははじめてカミュがディティアーヌの生まれなのではないかという推測を得た。

「そして、裏切らなければ、さらに大勢の破滅を呼び込むことになると、おれをそう脅おどしておられるのだな」

「──」

　無言のまま首を上下に振ったレオ公子のほうを見ようともせず、カミュは顔を伏せたまま、苦しげに次なる言葉を導いた。

「勝利を」

　と。そして、

「勝利を約束できるか、小僧」

　とつづけた。

　不ふ遜そんといえばあまりに不遜。パーシーがとがめようとしたが、レオはすかさず答えた。

「約束する」

「本当だろうな」

　カミュが手に力を込めたのだろう。レオの表情がわずかばかり歪ゆがんだ。

「おれは……もう、ごめんだ。三度も逃げるのはごめんだ。次に逃げるくらいなら死ぬほうがましだとも思っていた。だが……確かにそれは、パーシーのいうようにただの犬死にかもしれん。しかし小僧。勝てる──。勝てるというのだな。正しき教えを、正しきおこないを、『力』によって焼かれずに、潰つぶされずに、壊されずに済む、というのだな」

「もちろんだとも」みしみしと骨の鳴る音さえ聞こえるなかで、レオはもう表情を変えずにうなずいた。「その代わり、きみたちの力を貸してくれ。無力なぼくに、向こう見ずなきみたちの血と力をわけあたえてくれ」

（どっちが向こう見ずなものか）

　パーシーは思ったが、「はっ」とこちらははっきりと声を発して、二人の手に自分の手を重ねた。カミュのそれは震ふるえている。やがて、

「ならば、わが身を──いや、心をもお預けいたします、公子殿下。無礼な振る舞いをお許しあれ」

　そういうと、ぐったりと力が抜けて、彼は膝ひざから崩れ落ちた。手を重ねたままだったので、傍はた目めには、カミュが、あたかもレオ・アッティールにひざまずいている格好にも見えただろう。

　パーシーは依い然ぜん手を重ねたまま、そのぬくもりが自身の血液とまざって身体中を巡っていくかのような興奮を覚えていた。そして、

「こっちに来い、クオン、セーラ」

　腰を浮かせかけたままだった二人を呼んだ。そして両者の手を取り、公子と自分たちの手の上から重ねさせた。

「やはり面白い。そう思わないか、カミュ。クオン、セーラ。『無力』な公子さまが、『向こう見ずな』われわれに助力を乞こうておられる。そして名もなきわれわれの助力さえあれば、アリオンにさえ勝利できるのだといわれているのだ。こんな面白いことがあるか」

　言葉を連ねているうちに、パーシーは心底愉ゆ快かいな気持ちになった。










　五章　奔走
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　公王マグリッドがディティアーヌの対応に苦労しているあいだに、息子のレオは「公王の勅ちよく使し」などと偽いつわって、使者二人と会っていた。

　パーシーが指摘したとおりに、公子の独断である。

　場所はベルナードの居城、その一室。城主にすら、「使者の方々に会うのはご挨あい拶さつのため」といってあり、まさかここで国の代表として方針を交わしあうなどとは伝えていない。

　ディティアーヌの使者は、無論、前回と同じく、聖薔薇サーガイア団だん団長アーサー・コースブルクに、十字教のバール司教。

　アーサーは、なるほど、セーラが評していたようにかなりの美男子だ。所作に色気もある。逆にいえば軍人らしくはない。

　一方のバール。こちらは四十歳前後の、瘦やせぎすの男だった。

　名乗って以降、どちらも微笑ほほえみを絶やさない。ただし笑みの種類が異なっていた。アーサーの微笑みは子供のそれである。邪気、悪意のたぐいをいっさい感じさせない、まるで大人の庇ひ護ごのもと陽ひだまりでぬくもっているような笑みであり、一方のバールは、いかにも神職者めいた、他者に落ちつきを与えるような笑みではあったが、目つきは厳しい。

　レオは最初、挨拶の手を伸ばしてきたバールと視線をあわせたとき、われ知らず、肌に悪寒が走るのを感じた。思わず目を伏せてしまう。迫力負けしたかのようだ。

（おやおや）

　バールは、それこそ子供が無作法をしでかしたような目で公子を眺めた。

　公子に同席していたカミュが咳せき払ばらいをし、本題に入った。

　前回、公子の代理としてカミュをよこしながらも、書状にて、こうして後日対面する機会をあらかじめ設けていたのは、

「どうしてもわれわれだけでお話ししたい事情があったのです」

　とレオ公子は話を切り出した。つまるところ、譜ふ代だいの家臣にすら打ち明けられぬ話があるということだ。

　その上で、レオが援軍を迎え入れる準備があることを伝えると、

「ほう、では、公王陛下はすでにお心を決めてらっしゃったのか」

　アーサーがいまにも手を叩たたいて喜びそうな仕草をした。

　聞けば、ディティアーヌは大型の飛空船を三さん隻せき用意してあるという。一隻に兵三百を乗せて、順次寺院に送り届けることが可能だといった。

「三百」

　レオは素直に感嘆の声をあげた。アトールにあるもっとも大きな船でも、百人以上を乗せるのは不可能だ。

「では、この段取りで」

　バールが話を締めようとしたが、レオはここにてあたかもディティアーヌの使者に泣きつくがごとき態度を取らねばならなかった。

「以前わが父マグリッドも、寺院の要請に応えて援兵を差し向けました。罪なき神の信徒があたら傷つくのを見過ごせなかったからでありますが、しかし、国内にはそのことに反発する不義の輩やからもおりまして」

　諸しよ侯こうらのことだ。レオ曰いわく、「目先のことしか頭になく、アリオンに恐れをなしている」彼らは、今回も、公王のこの決断に水を差すことが予期できる。

「いずれは諸侯たちも説き伏せますが、いまは、火急のことゆえ、時が惜しい」

　そこで、

「寺院へ向かわれる際は、首都ティワナに近い、領土の北側を航行していただけませんか」

　レオはそう提案した。

　ディティアーヌ最西端の都市から、まっすぐに寺院へ向かえば、諸侯たちの領土を通らねばならない。それではまずい、とレオはいうのだ。
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　バールとアーサーは目配せしあい、今度は双方ともが、

（おやおや）

　といった表情になった。しかも前よりよほど露ろ骨こつにやった。この状況、そしてこの相手になら表情をごまかす必要もない、と踏ふんだのだ。

（なるほど、それでわざわざ日取りを改めての会談となったわけか）

（公王家といいながら、家臣すらまともにまとめられずにいるのだな）

　嘲あざけりを表情に覗のぞかせつつも、バールは表向き、「では、そのとおりに」とレオの案を吞のんだ。

「寺院をなんとしてもお救いしたいという公王さま、ならびにレオ公子さまの高こう潔けつなるご意志に感服いたしました。特にレオさまは洗礼を受けた御おん身み。今後もよしみを通じたいものであります」

　そのように気き遣づかう素振りを見せた。

　対するレオは、自分の提案がすんなり通ったことで相当に安あん堵どした表情を見せた。

「航行される際はこちらの兵を案内人におつけします。ともに、神の教えを邪悪なる者の手から守りましょう」

　会談は一時間足らずで終了した。

　──レオ公子とカミュが部屋を去ったあと、

「汚らわしい」

　バール司教は、会談中、終始浮かべていた微笑ほほえみを引っ込めて、心底嫌そうな顔をしながら十字を切った。

「いまここに、おぞましき一いつ匹ぴきの生き物がいた。わかるかね、アーサー」

「レオ公子のことでしょう。司教さまは、お会いなさる前から随ずい分ぶんあの公子をお嫌いになられていたご様子」

「当然だ」バールは席を立って、ここに残ったレオ公子の匂いも嫌だというふうに窓を開けた。「あの小僧は教義の一つも知らぬくせして、そしてこれからも知るつもりなどないというのに、アリオンの顔色をうかがうためだけに改宗した。おのが保身のために福ふく音いんを受けようなどとは、神を冒ぼう瀆とくしておるよ」

「公子の考えではないでしょう。きっと、父親から無理矢理やらされたのですよ。おぞましいだの、冒瀆だのとは、いささか彼を責めすぎではないですか」

「随分甘いことだな。公子が気に入ったか？」

　バール司教が鼻を鳴らすと、アーサーは闊かつ達たつに笑って肩をすくめた。

「ご同情して差しあげているのですよ。見ましたか？　公子は会談中、司教さまの視線をまともに受け止めることもかなわなかった様子。きっと司教さまのお顔が怖かったのでしょう。かわいそうに、あの公子、まだ十七かそこらだというのに、アリオンに人質に出されたかと思えば、今度は地獄の番人よりなお怖いバール司教との会談と来た」

「いうものだな、アーサー」バールはくっくっと喉の奥で笑った。「司教を冒ぼう瀆とくすれば、それこそ地獄の業ごう火かによって永えい劫ごうに焼かれることになるぞ」

「おお、怖い。司教さま、どうぞわたしの罪をお赦ゆるしになってください」

「よろしい、ひざまずきなさい」

　二人のやり取りには、まるで若者同士がじゃれあっているかのような雰囲気がある。

　つきあいは長い。

　バールはもともと、聖薔薇サーガイア団だんの前団長──つまり、アーサーの父──の祐ゆう筆ひつを長くつとめていた経験から、アーサーを子供のころから知っている。

　二人の関係はしかし、それだけにとどまらなかった。

　それはレオ公子とて感じていたことである。

　会談を終えた公子とカミュは、ベルナードとその妻子にひと言挨あい拶さつすると、すぐさま城外へと出た。レオの顔色が悪い。それをじろっと見やったカミュが、

「情けない」

　ときつい言葉を与えた。

「公子のあの怯おびえようは、芝しば居いではありませんな。ひょっとして、セーラの戯たわ言ごとなどを真に受けられたか」

「そうはいうけど、カミュも見ただろう、あの司教の目つきを」

　レオはいまにも震ふるえ出しそうだ。

　最初の会談に同席していたセーラが、以前、使者二人についてこのような印象を述べていたのだった。

「賭かけてもよいけれど、あの二人、できているわね」

　と。

「できて？」

　ぽかんとした顔になった少年クオンの鼻はなっ柱ぱしらを、セーラは細い指で弾はじく真似をした。

「深い関係にあるってこと。あの二人、周りが気づいてないと思って、まあ、交わす視線の甘ったるいこと。見ていてゲンナリさせられたわ」

「セーラ！」

　兄が叱しつ責せきしていなければ、『その手』の話が延々とつづいたことだろう。

　あとで聞いた話では、ディティアーヌにおける教会組織上層部に『その手』の話題は事欠かないらしかった。

　そのため、あたかもこちらを値ね踏ぶみするようなバール司教の眼まな差ざしに、レオは耐えられなかった。敵兵の剣や槍やりに立ち向かうことはできても、これは経験のない種類の脅きよう威いだったからだ。

　──ともかく、セーラが評していたとおり、二人きりになったディティアーヌの使者たちは甘いやり取りを交わしながらも、

「どうやらアトール公王家は、アリオンやわがディティアーヌと渡りあうどころか、自分たちの足もとすらろくに固められていない様子。今後も、つけ入る隙すきがいくらもあるだろう。それがわかっただけでも収穫だよ」

　バールは上機嫌だった。すでにここにはいない公子をあざ笑ったあと、

「こたびの出陣、アーサーにはまたとない晴れ舞台になろうぞ。わたしは教区の仕事があるゆえ同行できないが、備えは万全であろうな」

「司教はいつになってもぼくを子供扱いするのだからな。平気さ。寺院にこちらの陣を築く、その既成事実さえつくればよいのだろ」

「そう、こちらの兵を常駐させる手はずさえととのえればよい。アリオンとてさほどの兵は出していないはず。ディティアーヌ参陣と聞けば、いったんは軍を引くであろう。あとはアリオンとわが勢力による政治力の駆け引きだ。くれぐれも英雄になろうなどとはするな。アーサーの活かつ躍やくの場は、必ずやこちらで用意してやる」

「わかりましたとも、司教。すべて神の御み心こころのままに」

　互いの思惑はあれ、この会談、ディティアーヌとレオ公子、双方はともに提案を吞のむことになり、表向きは成功したといえる。




　レオ公子はしかしその成果に満足するほどの余裕はなかった。

　カミュをともなっての会談を終えてグィンバー城へ帰ってきたかと思えば、今度は、クオン、パーシーをつれて、ふたたびサヴァン領外へと赴おもむいた。

「お忙しい方だ」

　サヴァンは目を丸くしたが、もしもレオが次に向かう先を聞かされていれば、目を丸くするどころではない、驚きのあまりに血の気を失い、さらには兵をも出して、なんとしてでもレオ公子の行動を止めようとしたかもしれない。




　　　　　　　２




　数日後。

　サヴァンの領地から山々を越えて南西。

　国境を跨またいだその先が、アリオンの将クロード・アングラットの領地だ。

　その領地からさらに峻しゆん険けんな山谷を南に越えた先に、急ごしらえの砦とりでがある。アリオンが寺院陥かん落らくのために築いたもので、長らく指揮官が留守にしていたが、このたび、ヘイデン・スウィフトが舞い戻ってきた。

　新たな手勢はない。陣に詰つめた千足らずの兵がすべてだ。言い換えるなら、引きあげることもない。ヘイデンはまだこの戦争をつづけるつもりでいる。

（ならば、もう少し気をまわしてもよさそうなものだが）

　クロードは呆あきれてしまう。

　彼は、自分の領地とこの砦とりでのあいだに、警備の兵を出すようになっていた。よほどの技術と装備がなければ踏とう破はは不可能と思われていたこの山地に、以前、レオ公子を救うべく二百ほどの兵があらわれたことがあった。山岳地帯出身の傭よう兵へいがいたらしいが、その道案内だけでいけたということは、地元の者にも盲もう点てんに近いルートがあるということだ。

　もう少しで本陣を狙ねらわれたかもしれない立場にあるというのに、ヘイデンはまるでそのことに無む頓とん着ちやくだった。だから代わりにクロードが気をまわさねばならぬのである。

「よほど、肝きもが据わっていらっしゃるのだろうさ。おれならば、妾めかけから喉もとに刃やいばを突きつけられたその翌日に、同じ妾といっしょに高たか鼾いびきとはいかんよ」

　などと、洒落しやれっ気もない喩たとえで家臣たちと笑っていたクロードであったが、その山地に広げていた監かん視しの網に、さっそく獲え物ものがかかった。

　それも大物である。

　目の前に引き出されてきて、クロードはまたも呆れた。

　獲物とは、レオ・アッティール一行であった。




　レオたちは一応、十字教の巡礼者じみた格好をしていたが、よもやそれだけでアリオン兵の目を欺あざむけると考えていたわけでもあるまい。

　実際、捕らえられた身分だというのにレオは晴れやかな顔をしていた。最初からクロードと面会するつもりだったのだ。しかし正式な手順を踏ふまなかったということは、ほかの誰にも明かしたくない事情が裏にあるということを意味する。

「まったく、おれの周囲には豪ごう胆たんな人間が揃そろっているらしいな」

　鼻をほじりながらクロードはいった。相手を見くびっているというより、家族に近い気安さがあるということだろう。

　城の一室だ。すでに陽ひが没しているので、ランプと蠟ろう燭そくに火が灯ともっている。

「まあ、いずれはこうして公子が挨あい拶さつにいらっしゃるものとは思っていた。順序が逆になったようではあるが」

　ティワナにおいて婚約を発表したことは、すでにアリオンでも噂うわさになっているのだろう。さすがにレオも赤面を禁じ得ず、顔を伏せた。

「も、申しわけありません。このたびは、クロードどののお許しも得ぬまま、勝手なことを」

「驚いたぞ。息子二人などは『妹がアトールにさらわれた』と大騒ぎだった。レオ公子がのこのこやって来たと知って、いまごろ部屋で剣を磨みがいておるだろう。忠告してやるが、灯あかりのない夜道は気をつけることだ」

「は、はい」

　レオはなかなか顔をあげることができない。

　クロードは冗談のように語ったが、娘のことで、いささかならず肩身の狭い思いをしたのは事実のはずだ。ただでさえ、「クロードはアトールと通じているのではないか」「だから公子を逃がしたのだ」などと囁ささやかれている。そこへ来て、娘と公子の婚約話。中央からの風当たりはいっそう強まっただろう。

　が、クロードは楽しげに笑い飛ばした。

「妻のエレンだけは、いずれこうなることがわかっていた、などと笑っていてな。男親にはわからん境地だよ、あれは。フロリーは達者か」

「そ、それはもう」

　ティワナでフロリーがつつがなく暮らしている様子を伝えると、クロードは男親らしい顔で聞き入った。雑談できた時間は、しかしごくわずかでしかなかった。

「して、こそこそとわが領内に押し入ったのは、婚約を伝えるためではあるまい。何用か？」

　レオは、部屋に詰つめていたクロードの兵や家か令れいの者を気にした。

　クロードはそれを察して、彼らを外に追いやった。レオの従者二人はそのまま室内に残っているというのに──さすがに城に入る前に武器は預かっていたが──クロード自身、『豪ごう胆たんな人間』だった。

　レオが『本題』に入るのを、従者の一人であるパーシーは背後から見つめていた。

（あのときの再来だな）

　と彼は思っている。『あのとき』とは、決して遠い過去のことではなく、レオ公子とカミュが真っ向から火花を散らしあったあの場面を指す。

（これからこのような場面が増えるかもしれない）

　公子の背中越しにうかがえるクロード・アングラットの表情が変化していくさまを眺めながら、パーシーはそう予感していた。

　そのクロード・アングラットは、この短い期間でレオとかかわった人間たちと同じ気分を味わっていた。

　すなわち、パーシーのように大きな驚きに打たれ、ダーレンのように、

（このふざけた話をする少年が、おれが所領にて六年以上も預かっていたレオ公子と同一人物なのか）

　と疑いを抱いだき、しまいにはカミュのように怒りを覚えた。

「待て、レオ」大きな手を突き出し、レオの話を遮さえぎった。「おまえはなにをいっている？　夢で見た、奇想天外な物語の話でも聞かせているつもりか」

「いえ。ぼくが、真実、これからやろうとしている計画の話です」

「いや、夢だ」クロードは怒りに眉まゆを逆立てながらも、口だけは笑みの形にするという器用な芸当をした。「夢の話でなければ、黙って聞き逃してやるわけにはいかなくなる。レオ……おまえは、おまえはつまり、このおれに、アリオンを裏切れ、といっているのだぞ」

「それはちがいます」

　レオはかぶりを振った。

「なにがちがう！」ついに怒ど号ごうが落ちた。「いくらフロリーと婚約していようが、その娘と、未来の娘むすめ婿むこかわいさにおれが国を裏切る男だと思ってか。去れ、レオ。いますぐアトールへ帰れ。でなければ、おれの手でその素そっ首くびを斬きり落としてやるぞ」

　クロードはいい、実際、壁にかかっていた大剣を手にした。一いつ瞬しゆん、レオの背後で控えていたパーシーとクオンが動きかけたが、レオは左右の手を広げて臣下を制した。

「お待ちを。どうか、クロードどの、お待ちを！」

　レオはその姿勢のまま、まっすぐにクロードを見つめる。眉まゆを寄せて歯を思いきり食いしばり、必死の形相だ。たとえクロードが大剣を手に近づいても、ここから一歩たりとて動きはしまい、という意思表示に見えた。

「クロードどのは決して国を裏切ったりなどなさいません。そう信じられるからこそ、ぼくは今日この場へやってきたのです」

「なんだと？」

「裏切るどころではない、クロード・アングラット将軍、逆に、あなたこそがこの国を脅きよう威いから守ることになるのです」

「だから、なんの話だ」クロードは大剣に触れたまま、苛いら立だたしげに舌打ちした。「倫りん理りの話でもしているつもりか。なるほど、いま寺院を攻めているアリオンに大義などはない。だからその義なき戦いを終わらせるため、アトールに加担したおれこそがアリオン救国の英雄になる、とでもいいたいのか。馬鹿げている」

　クロードとて、コンスコン寺院の武力制圧には疑念を抱いだいている。この戦いをはじめたのはおそらくヘイデン一人の意思であろうということも、大体は察している。寺院を攻めるヘイデンの部隊など、その目もく論ろ見みごと潰つぶされてしまえばよい、と考えたこととてある。が、だからといって、クロードが率先して敵側に加担するなどということはあり得ない。

「おためごかしはよい、レオ。おまえはおれなどよりよほど学がある。その学才で得た巧みな弁舌でおれを説き伏せようとも無駄なことだ。このままアトールへ帰るがいい。娘を返せ、とはいわんさ。フロリーが自分で決めた道だ。だから──」

「お待ちを！」

　レオは矢のような声を放った。戦場で鳴らしたクロードが、ほんの一いつ瞬しゆん、

（おっ）

　とまさしく面前に矢が飛んできたかのごとき錯覚をした。

　レオは席を立ち、剣を手にしたクロードの前にずかずか自分から歩み寄ると、マントの裾すそを払いつつ、さっと片かた膝ひざをついた。クロードがたたらを踏ふむあいだに公子は顔をあげた。

「倫りん理りの話でも、大義の話でもございません。クロード将軍、あなたは、アリオンを狙ねらう『外敵』をその手で打ち払うことになるのです」

　きっぱりと言い放った。

　クロードは少年の顔を見おろしていた。熱に火ほ照てり、汗が散っている。少年もまた、クロードの顔を見上げつづけた。

（こ奴やつは）

　クロードはふたたび同じ疑念を抱いだいた。ダーレンと、パーシーと、そしてあるいはレオ本人も抱いているのと同じ種類のものを。

（昨日まで取るに足らなかった者が、今日には孵ふ化かして、卵の殻からをくっつけたまま別人のような変へん貌ぼうを遂とげる──、そんな奴らを、おれは戦場でなら何人か見てきた。おまえもそうなのか。レオ、おまえは、ならばアトールでどのような戦場を経験したのだ。いや、それをいうなら、このアリオンという異国さえも、おまえにとっては戦場だったのか）

　わからない。さらにわからないといえば、

（『外敵』。外敵とはなんだ。いまのアリオンが国外に抱える敵といえばコンスコン寺院にほかならぬ。それともアトールがもう一度参戦するか。それを打ち払えというのか？　アトール公子レオが？）

　クロードには理解不能だ。

　視線をあげ、レオの肩越しに居並んでいるパーシーとクオンを見つめた。息を詰つめてこの様子を見守りながらも──特にパーシーのほうは──なんとか自分を抑おさえつけようとしている。この場をレオに預けた決意があればこそだろう。それなりの主従関係がある。

　クロードは太い息を吐いて、剣をもとの位置に戻した。代わりに、これも太い腕をレオへと差しのべる。

「互いに、席へ戻ろう、レオ。──いや、レオ公子。話だけならば聞いてやる。が、それはそなたももう後戻りできぬという意味だ。もう無理矢理にでも、冗談だの、夢だのと、いいように解釈して笑ってやることもできん。話を最後まで聞いた上で、やはりそなたはおれに、そしておれの国に害をなす毒虫のごとき存在なのだと判断したなら──、おれは娘に一生恨うらまれようが、おまえの首を叩たたき落としてやるからな」

　レオの手を引いて立たせてやりながら、クロードはそういった。

　六年以上をともにした家族の気安さはない。

　娘むすめ婿むことその義理の父親という風情もない。

　が、レオ・アッティールは晴れやかな顔で、

「はい」

　といって手を引かれるがまま立ちあがった。




　レオ、パーシー、クオンがクロードの城へ赴おもむいているあいだ、カミュとセーラはコンスコン寺院に戻っていた。

　レオたちが辿たどった道程ほどではないが、こちらも夜を選んで山道をひた走る、苦しい道のりだ。泥どろにまみれ、汗にまみれながら、なんとか、いまや懐なつかしい寺院へと辿り着いた。

　寺院の状況はやはり悪化していた。

　アリオン軍も指揮官を欠いていたとはいえ、寺院を好きにさせていたわけではない。寺院側の食料や軍資金の供給を断つため、山さん麓ろく周辺に兵を出していた。これを寺院が討うとうとすれば、さっと手勢を引き、かと思えば、思い出したように山麓から砲ほうを撃うって威い嚇かくしてくる。

　寺院にもはや勝機はない──として、山から逃走する兵もあとを絶たない。一時は逃亡者への締めつけを強化していた寺院だが、下手に意欲を失った兵を抱えたままでいると、今度は彼らが、

「なら飯を寄こせ。金を出せ。勝てる道筋を示せ」

　と暴れだす。

　内部にそのような兵を抱えていては、もはや戦いを継続するどころではない。仕方なく、兵たちを逃げるに任せた。

　もと山さん賊ぞくやら賊ぞく兵へいやら、気楽な気分で集まってきた兵たちはその大半が姿を消した。ノーマ・ラウマール率いるアトール兵とて、公王の命令で渋しぶ々しぶ居残っているだけにすぎない。といっても、以前は五百ほどの規模だった彼らも、相次ぐ戦いと、パーシー隊の離脱によって数を減じ、いまは三百足らず。

　あとは、武装した僧そう侶りよたちが二百から三百ほど。修道院に詰つめている尼に僧そうたちまでもが「いざとなったら戦う」と槍やりを手にしていたが、日に一度の食事すらまともに摂とれぬようなこの情勢下では、山火事のようなその勢いも、いずれは大雨にたたられたあとのようにあっさり鎮ちん火かするだろう。

　当然ながら、寺院にいるのは僧や兵たちばかりではない。もともと寺院周辺で暮らしていた者たちもいれば、麓ふもとの村々から逃げてきた家族づれも多い。往おう来らいをいくカミュは、子供たちの泣き声を幾度となく耳にし、大人たちの沈んだ眼まな差ざしをいくつも注がれているのを感じた。

　そんななか、カミュは顔見知りたちを訪ね歩いた。半数以上が、すでに命を落としていた。老人の域にあった者たちなどは、

「この役立たずが消えることで、せめて口減らしができるなら」

　といい、老体に鞭むち打うって敵に立ち向かい、華々しく散っていったという。

　カミュはその日いちにち、肩をひっきりなしに上下させており、妹のセーラはそれを見て見ぬ振りをした。

　陽ひが没したあとで、ログレス司教と面会した。

　カミュは、敵本陣への奇き襲しゆうを敢かん行こうしたこと、それが失敗に終わって一時アリオン軍に囚とらわれたものの、結果としてアトールの公子を救出してアトールへ渡ったことなどを語った。

「レオ公子殿下が、この寺院を守るためにわれらが神の洗礼を受けて、あれこれと動いてくれる」

　と聞いて、司教は胸の前で十字を切った。

「すべては神の御み心こころのままに」

「しかし司教、公子とて動かせる兵には限りがあります。勝利を引き寄せられるか否いなか、楽観はとうていできず」

「神の御心次第。われわれは、せめてその御心に沿うよう、おのれに恥じぬ日々を送るのみです」

　ログレス司教はいった。ふくよかな顔と体格をしていた司教にも、さすがにやつれが見えはじめている。だというのに、いまだその姿勢も態度も磐ばん石じやくだ。神職者としてあるべき姿に、カミュは感動してしかるべきだった。

　が、なぜだろう、このときカミュは奇妙な感情を覚えた。

　カミュは、生家を火でもって追われた直後、自分と妹を助命し、身み柄がらを預かってくれた修道院長トムのことを思い出した。その胸には素晴らしき理念があった。が、理念はあっても、力がなかった。だからふたたびカミュは火に追われるがまま、妹の手を引いての逃走を余よ儀ぎなくされ、そして、理念と力を兼ねそなえたこの寺院へと身を寄せた。

　カミュにとっては印象が異なるはずのログレスとトムの顔が、このときぴたりと重なりあって見えたのである。

（おれは、なにを考えている）

　ログレスの前から辞したあと、カミュは素早く自分の頭を左右に振った。

　しかしこの考えを振り払えない。まるで、頭のなかに自分でも気づいていなかった領域があって、そこに黒い羽をたたんだ悪鬼が居座っているかのようだ。

　カミュは朝になるまで考えごとにひたった。

　翌日は、彼ら兄妹がレオ一行から離れて寺院にまで戻ってきた目的をかなえるため、あれこれと動いた。

　なにかに没頭していれば忘れられるやもしれない、と思ったが、悪鬼はそうたやすく去ってはくれなかった。

　そのさらに翌日。

　カミュは、自分でも信じがたい行動に出た。悪鬼に憑つかれるがまま、あえてそのことに気づいてない振りをして、命ずるままに動いてみようと思った。神の忠実なしもべたる彼が、おのれの信念を一時捨て去ってまでもそうした理由が、彼本人にもわからない。

「降伏？」

　礼拝堂の片かた隅すみで、司教はその細い目をかすかにみはった。

「無論のこと、わたしの言葉ではございません」カミュはいった。「ただ、レオ公子が掲げられた作戦のなかに、そのような選択肢もあり得るというお話がございました。降伏といっても、これも無論、一時的なものです。要は、アリオンの目をこちらに釘くぎづけにさせればよいのです」

　カミュは、無表情で淡々と語った。柱の隙すき間まから朝あさ陽ひが差し込んでいて、二人の影を長く引き伸ばしている。

「アリオンとて、信者たちを多数抱えており、この寺院に関しても様々な世論があります。ヘイデンもまさか投降した信者たちに害をなすような真似はしないでしょう──とのことです」

　カミュはあくまで『レオの意見』として話した。これは決して噓うそではない。レオが打ち明けた計画を、パーシーやカミュも加わってあれこれと検討し、詳細を詰つめているうちに、「寺院の降伏」という選択肢も確かにあがっていた。アリオンの目を寺院に集中させるためである。ただしこれには不確定要素が多数あったため──降伏して敵をひきつけたとしても、民や信徒たちをすぐさま解放してくれるのかどうかがわからない以上、たとえばアトールの兵をもって山を力押しに攻める、などという作戦は決行できない──、すぐにこの選択肢は消されたのである。それを、カミュはなぜかまだ生きている意見として司教に話している。

　ログレスの返事は、速やかで、かつ簡素なものだった。

「そのつもりはありません」

「司教。しかし」

「いったでしょう。神の御み心こころに沿うのがわれわれの責務。一時的にであれ、計画のなかであれ、神敵の軍門に下ることはあり得ません。そしてもし力およばずアリオンに敗れたとて、われらが命を賭として示した意気は必ずや天地に届きましょう。さすれば、神のお言葉は、山々を越え、あまねく都市や城じよう郭かくのなか、鐘かねの音ねがごとくにひびきわたるはずです」

　カミュはもうなにもいわず、ただ恭うやうやしく頭をさげた。その額ひたいに指を当ててから、司教は礼拝堂を去っていった。

（『敗れたとて』。……そういわれたか）

　頭をさげた姿勢のまま、カミュは足もとの床ゆかをじっと長いこと見つめていた。

　カミュは、不ふ遜そんにも司教を『試した』。たとえ結果的に──レオ公子やカミュ本人もそうであるように──司教が降伏の案を受け入れなかったにしても、その決断にいたる過程を目まの当たりにすることで、どのような考えが司教の内側にあるのか、ということをカミュは知りたかった。

　したたかさがあるのか。敵を打ち払う決意があるのか。覚悟はあるのか。

　覚悟はあった。

　神に殉じゆんずる覚悟が。

　それだけであった。

（この寺院には力があると信じたのに。理不尽な力を跳ね返し、神の御心を代行するだけの力があると。そのために少しでも役立つとあれば、おれは命を落としても構わない。その先に勝利があるのならば）

　ログレス司教も、ひょっとしたらいまより若い時分、理不尽な力によって、自分や、自分の信ずる神の教えを傷つけられたことがあるのかもしれない──、とカミュは想像を巡らせたことがある。だからアリオンの協力を得てでも、独自の武装勢力と経済圏を築きあげたのだと。

　事実、アリオンと戦った。

　だがこれも、いってしまえばそれだけのことだった。

　戦うだけ。勝利を得られるなどとは、ひょっとしたら端はなから考えていなかったのではないか。自分の築きあげたこの聖域にて、押し寄せてくる力にも退ひかず、戦いつづけて、そして散る。

　それがなにより、神の教えに殉じゆんずることになるのだろうと信じて。

　カミュの心のなかで、迷い、散り散りになっていた言葉が、ゆっくりとだが一つの形をつくりあげようとしている。

　以前までの、荒々しいだけの思いではない。彼のなかには、本陣奇き襲しゆうという無む謀ぼうな作戦を提案したパーシーがいて、肩を並べて戦ってきた愛弟子のクオンがいて、常識はずれの手段まで用いて現状を覆くつがえそうとするレオ公子がいた。いずれも、勝利を志していた。そして、彼の手には、幼いセーラの手を引いた感触がまだ残っている。もう、火に焼かれる人々を見るのはごめんだった。三度も、その火に追われるがまま逃げるのは我慢ならなかった。

「──ログレス司教、あなたも、しょせん」

　うっそりとつぶやいた。あとは、声にはならなかった。




　　　　　　　３




　ヘイデンは、寺院陥かん落らくに自信があった。それも、なるべく早く、そしてなるべく自軍の被害を抑おさえた上での完全勝利に。

　一つには、寺院に放っていた間かん者じやからの情報がある。

　寺院側はアリオンの動きに誘われ、大たい砲ほうを麓ふもとに向けて固定しているという。僧兵たちも同じ辺りに集中しており、その裏手側となると、まったく無防備の箇か所しよが多々あるらしい。山にはいまだ複数の間者が残っている。合図さえ受け取れば、彼らがその無防備な箇所に兵を案内する手はずになっていた。

　その情報を受け取った直後、ヘイデンは大攻勢をかけるつもりで部隊を動かしていた。本来なら、すでに寺院などは陥落していたはずなのだ。が、そこへレオ公子とフロリーが逃げた、という知らせが入ったために、ヘイデンは寺院攻略を一時延期せざるを得なかった。

　彼は本陣を留守にしてまでも、ティワナに使者として赴おもむいた。が、その間、部隊に「なにもするな」と命じていたわけではない。カミュが見て取った現状どおりに、兵を出して寺院の補給線を断つ作業をつづけており、また、散発的に隊を送り込んでは、麓ふもと付近で小こ競ぜりあいを演じさせていた。

　いったん敵が築いた砲ほう兵へい陣地を固定化させておくためである。

　これもカミュが見てきたように、寺院側には逃亡者が相次いでいる。それにまぎれて、また一人の間かん者じやが情報を届けにやってきた。

　彼のもたらした情報が、ヘイデンが完全勝利を確信した二つ目の理由。

「ほう、ようやくアトール兵が引いたか」

　ヘイデンは椅子に軽く腰かけてリラックスした姿勢のまま微笑ほほえんだ。

　寺院には、援軍として駆けつけたアトール兵が三百ほど残されていた。それが、昨日、ついに寺院を離れ、ぞろぞろと敗残兵の群れのように下山していったという。

　ヘイデンはほくそ笑んだ。公王はもう少し引き際を見極めたかったところだろうが、もはや時期もなにもあったものではない。

　さて、ヘイデンがそうして集めた情報のなかに、アトール本国の動きもあった。

　新たに軍事部隊を送り込んでくる様子はない。

　アトールの貴族たちは、ヘイデンが餌えさとして用意した『和平』に飛びついており、この偽物の味を嚙かみしめている最中である。公王といえど、もはや彼らの反対を押し切ってまで、本来なら縁えんもゆかりもない寺院を守るために兵を出そうとは思うまい。

　と──、アトールの話のなかに、レオ・アッティールに関するものもあった。

　彼一人が、アトールの軍を再編しようと檄げきを飛ばしていたが、あえなく失敗すると、なぜかすぐさま十字教の洗礼を受けた。

　これはアトール領内にはじめて大がかりな教会堂を建てる宣伝も兼ねており、事実、その噂うわさはほどなくしてアリオン領内にも広まった。

（アトール公王家は、やはり寺院となにかしらのつながりがあるのか）

　と、疑いや怒りの声も多数あがったが、国内の十字教信者のなかには公子の洗礼を好意的に受け止める者も多かった。

　ヘイデンはというと、笑いたくなった。

（もはや、なりふり構っていられないようではないか）

　十字教に改宗することで、アリオン国内の世論を味方につけるつもりだったのか。確かに好意的な声も多々あれど、国の方針を揺るがすほどのものはない。洗礼を受けて国内に十字教教区をつくる──いかにも突発的に思いついたような下策で、もはやヘイデンの勢いを止められはしないのだ。

　出陣前夜、

（ふ）

　酒しゆ杯はいを傾けていたヘイデンは、実際に笑おうとした。

　が、なぜだか、笑えなかった。

　その理由が一いつ瞬しゆんヘイデン本人にもわかりかねて、面食らった。

　しばし考えた。砦とりでのなかは静まり返っている。アリオンの本営たる場所ではあるが、すでに各部署において明日の出撃準備が万全ととのっている証であろう。この男の癖くせで、下仕えの者も給仕の者もいっさい遠ざけていたから、彼一人きりである。

　虫のささやかな鳴き声が聞こえるなか、やがて答えが出た。

（そうか）

　ヘイデンはレオの策を小馬鹿にした。それは事実だが、同時に、レオ・アッティールに感嘆する心の動きもあったのだ。

　ティワナにおける晩ばん餐さん会かいの際、ヘイデンはレオを挑発した。本来、あれは必要ないものだった。公子にはフロリーをアリオンから連れ去った罪はあるものの、それもどうせ一時的なもの。あのまま宴うたげを無事終わらせてしまえば、フロリーを船に乗せて連れ帰ることができたのだし、結局のところ時間もかけずにアトールを踏ふみ潰つぶすこともできたはずなのだ。

　しかし、ヘイデンの挑発にレオは応じる動きを見せた。

　フロリーとの婚約などを面前で発表した。あまつさえ、自分の足を踏みつけて、

「おまえの力とやらが、大義の代わりに軍を動かすというのか。やってみせるがいい。このレオが返かえり討うちにしてくれる」

　そのような言葉さえ放った。

　激しい怒りに包まれたヘイデンだったが、アトールを離れてから振り返ってみれば、あんなものは子供らしい反抗心の発はつ露ろでしかない、ということに気づかされた。具体的な策など無に等しい状況下で、ただヘイデンに対抗したい気持ちで思わず言い放ったというだけのことだ。だからこそ、アリオン王に拝はい謁えつし、軍の指揮権が自分にあることを再確認した際は、

（たかが十七の、正せい嫡ちやくでもない小僧になにができようはずもない。がたがた震ふるえて待っているがいい。わたしが実際に軍を率いて攻めのぼったとき、せいぜい自分の言葉を後悔させてやる──）

　そう思っていたヘイデンだった。

　だが、レオは、動きを見せた。少なくとも、『和平』の餌えさを貪むさぼり食っているアトールの貴族たちに比べれば、まだアリオンに対抗しようとする意志が感じられた。彼は、『ただ震えて待っている』のをよしとしなかった。

　クロードの城で出会ったときは、ちっぽけな人質でしかなかったというのに。

（アリオンという大海で眠っていたわたしを揺り起こしたのがおまえであるというなら、取るに足らぬ人質として生を終えるはずだったおまえを呼び起こしたのがわたしということか）

　ヘイデンは、奇妙な感かん慨がいを覚えた。

　そしてそれを奇妙と考えるだけの客観的な余裕が、ヘイデンにはあった。

（酔っているな）

　ヘイデンは苦笑して酒しゆ杯はいを置いた。

　レオ・アッティールになにがしか因いん縁ねんめいたものを感じるのは認めるにしても、突き詰つめてみれば、結局は、それこそアリオンという大海から生じる小さな波に吞のまれるていどの存在でしかない。

（だが、わたしは覚えておいてやるぞ、レオ・アッティール）

　ヘイデンは目を閉じた。

（アトールの城が赤々と火に包まれるなか、おまえの首を刎はねる。しょせん歴史にも、人の記憶にも残らぬであろうその名前を、わたしだけは覚えておいてやる。それがわたしを呼び覚ましてくれたおまえへの、せめてもの礼であり、弔とむらいだ）

　その後、ほどなくして寝息を立てはじめた彼を、小こ姓しようたちが起こしにやってきた。




　レオ・アッティールはその日を迎えるまで、準備に奔ほん走そうした。

　ディティアーヌの使者と会い、アリオン領内に忍び込んでクロード・アングラットと会った。

　それと並行して、レオはまた奇妙なことを進めていた。

　サヴァン領の西方──すなわち、アリオン国境にほど近い地点各所に、急ごしらえの陣所を築かせていたのである。

　これに協力させたのはベルナードだ。彼の領土の大半は森が占めており、領主ベルナードは公王家の所有する森林管理官も兼ねている。レオは公王家の権限でもって彼に木を伐かり出させ、これをサヴァン領に運うん搬ぱんさせた。

（また、おかしなことを）

　とベルナードは思ったが、この木材は教会堂建築のために集まった職人たちの家や、石材を保管しておく小屋を建てるために使われると聞いては、十字教の熱心な信者である彼の妻が黙ってはいない。半ばは妻に焚たきつけられる形で、ベルナードは大急ぎでこの仕事に取りかからねばならなくなった。

　余談だが、セーラは寺院に戻る前、このベルナードの妻のもとを一度訪ねている。同じ教義に心身を捧ささげた女性同士、話が弾んだ。コンスコン寺院を巡る戦争の話なども出て、ベルナードの妻は胸を痛めた。「どうしてわが国は寺院を救済できないのか」とアトールの女性には珍しい、というより、やや危あやうい域にまで政治に踏ふみ込んだ話もした。こうした事情もあって、アトールで大がかりな十字教活動の拠点をつくろうとしているレオは、ベルナードの妻にとって一種の英雄なのである。

　おびただしい量の木材を手にしたレオだったが、実際のところ、その大半は、職人たちの小屋ではなく、陣所を築くのに使われた。

　陣所といっても、屋根のある、十数名の人間が寝ね泊とまりできるくらいの建物でしかないが、これをなにに使ったかというと、レオ配下の民兵五百を分宿させるのに用いた。ちなみに彼らは陣所を築く土木作業にも加わっている。

　ここへ正規兵も加えた。

　レオがティワナから引きつれてきた近この衛え隊たいのことではない。彼らは採石場を守る名目で公王から借りた兵に過ぎなかったため、ダーレンが兵を引いたあと、すでにティワナへ引き返している。

　ここでいう正規兵は、ノーマ・ラウマール率いる三百の兵たちであった。

　コンスコン寺院に長く留められていた彼らは、待ちに待ちわびた公王の命令を受け取り、ようやくのこと下山を許された。

　しかし実際のところマグリッド公王はそのような命令など出していない。

　レオ・アッティールは、公王家の紋もん章しようが柄つかについた短剣をカミュに持たせており、それに書状をくくりつけて、いかにも『マグリッドの命令』という形をよそおって、ノーマたちを下山させたのである。

　国境を越えた彼らをいったん近くにあるサヴァンの城にまで案内し、「長陣の疲れを癒いやすため」と、城にてひと晩逗とう留りゆうさせた。

　サヴァン・ルーなどは『貧乏諸しよ侯こう』という印象しかなかったノーマたちだから、豪ごう勢せいな歓待ぶりに驚いた。

（いや、これは公王陛下が、われらをねぎらうための金をサヴァンに持たせたにちがいない。われわれはそれに見あう苦労をしたのだし、陛下も高く評価してくださったのだ）

　ノーマは久しぶりに味わう文明人らしい食事と酒に酔いしれた。

　翌日、「では懐なつかしのティワナに帰るか」と準備をしているさなか、レオ・アッティールが姿を見せた。

　これにもノーマは驚いた。アトール国内の事情にすっかり疎うとくなっているのだから無理もないが、さらに連続して驚かされたことに、

「ノーマ旗き下かの兵は、ぼくがそっくり預かる」

　と公子はいった。

　ノーマ自身も、兵たちの隊長格として残るように命じられた。「公王の命令」というが、これも当然レオの虚きよ偽ぎである。正直なところ、ノーマ自身にさほどの必要性は感じないものの、ここでノーマを帰してしまっては、コンスコン山から彼らを独断で引きあげさせたことが公王に露ろ見けんしてしまう。

「ま、待たれよ。これ以上、陛下はわれらになにをさせるおつもりか。アリオンとは和平したのではなかったのですか」

　ノーマはいうが、公子は「父上のご命令」の一点張りだ。レオが部隊の総指揮は自分が執とると言い出したときなど、

（陛下はアリオンと諸しよ侯こうの板挟みにあって、どうかされてしまったのではないか）

　ノーマは思わず主君の正気を疑ってしまった。

　ともあれ、命令ならば従う以外にない。不平を洩もらしながらも、兵をいくつかの隊にわけて、例の陣所へ送り込んだ。

　レオ・アッティールはその晩、礼拝堂のなかにいた。

　ヘイデン・スウィフトが戦線に舞い戻った、という知らせは受けている。

　近いうちに寺院への再侵攻がはじまるだろう。

　カミュ、セーラはその寺院にいる。

　パーシーは別の場所へ向かわせ、こちらの合図を待っている。

　クオンには精せい鋭えいの隊を預けており、やはりレオの命令をいまかいまかと待っていた。

　レオ・アッティールも待っている。

　彼は、まだ装飾物の一つもない、簡素な堂内の空気に身を浸ひたしながら、腰の剣に手をあてがった。

　もう片方の手を、胸に当てる。

　鼓こ動どうが掌てのひらに伝わってくる。

　風が吹き込んできて、蠟ろう燭そくの炎が揺れた。レオの影が揺らめいたかと思うと、それは怪しげなよどみとなって、平面的な姿のまま立ちあがり、レオの眼前に、黒い、正体のない顔を突きつけてきた。

（やるのか）

　そいつは音のない声を発した。

「やる」

　レオがいう。

（人が死ぬぞ。大勢死ぬぞ。馬鹿な公子さま。ヘイデンを挑発さえしなければ死ななくてもよかった命を大勢引きつれて、おまえも地獄にまっしぐらだ）

「ぼくが動かなければ、いずれアトールは滅びる」

（言い訳だ、言い訳だ。死人は公子さまのそんなお言葉、聞きたくもないだろうね）

「聞きたくないなら聞くな。誰かが変えなけりゃならなかった。誰かが力ずくでも動かなければならなかった」

　レオは誰に向かって声を放つのか。

「公王家と諸侯の関係性が崩れたのは、公王家が必要なときに必要な力を発揮できなかったからにほかならない。公王家は威い信しんを失い、諸侯の発言力がそれに反比例した。だから、諸侯の利益を用意できなければ命令一つ下せないし、なに一つ行動を起こせない」

　すなわち、

「現在におけるアトールの弱点は、もとをただせば公王家が原因だ」

　ということができる。

「だから」

　レオがそういった瞬しゆん間かん、よどみはただの影に戻ってしまった。

「だから、やるんだ」










　六章　コンスコンの戦い
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　ヘイデン・スウィフトが部隊を動かした。

　夜間、松明たいまつに照らされた鎧よろい兜かぶとの列が、朱色に波打ちながらコンスコン山に迫る。夜明け近くになって、まず二百ほどの兵で麓ふもとに押し寄せた。進軍のラッパが吹き鳴らされる。鬨ときの声がそれを上まわる勢いで湧わきあがった。

　寺院側もこれに呼応。麓近辺に詰つめていた僧兵たちがあわただしくあらわれる。矢が放たれた。次いで銃じゆう声せい。アリオン側は弾たま除よけの盾たてを掲げ、あるいは木々を天然の盾としながら接近。ただし、必要以上に深入りはしない。

　この間、五百の手勢が山の背後にまわっている。

　こちらは派手にラッパを鳴らすことも声をあげることもない。むしろしずしずと迫る。山が近くなると松明の火も消して、動きを止めた。しばし、五百の兵が、草葉の陰から獲え物ものをうかがう一匹の獣けものと化したかのように、声もなくじっと身を伏せる。

　と、空が紫色に染まりはじめた頃合、コンスコン山に変化が起きた。

　頂上からひと筋の煙が立ちのぼっている。

　狼煙のろしだ。

　いままでにない動きだったが、アリオン兵たちは驚きも騒ぎもしなかった。なぜなら、これは寺院側による動きではなく、山に放っている彼ら側の間かん者じやがこちらに送った合図にほかならなかったからだ。鎧よろい兜かぶとの列がいっせいに立ちあがった。

　手はずどおり、ランタンを掲げた男が木立のあいだで彼らを出迎えた。僧兵の服装をしているが、実際はアリオンが送り込んだ間者であり、これから道案内をつとめることになっている。狼煙があがったからには、反対側の麓ふもとですでに戦闘がはじまっているはずだ。彼ら裏手部隊はこの隙すきをついて、寺院の背後を突く構えだ。

　一方、コンスコン山からあがった狼煙を、西に広がる森のなかで見あげる者がいた。

　パーシー・リィガンである。

　森には小高い丘があり、その頂上に一いつ隻せきの船が停泊していた。

　横っ腹に、ディティアーヌ連盟の印が描かれてある。聖人マーズの十字剣と、聖女ブリザニカを象徴する紫のスカーフ。その反対側には聖薔薇サーガイア団だんの紋もん章しようが赤々と見える。

　ディティアーヌが寺院のために送り出した援軍の第一派である。

　船内には、聖薔薇団団長アーサー・コースブルク当人と、三百五十の兵がいる。

　これほどの人員を乗せて飛行できる船の存在に、最初パーシーは驚きを隠せなかった。速度や最高高度の面においては、アトールに存在する二十人乗りの飛空船に劣おとるものの、全長はおよそその二倍近く。これはもう海上の軍事用艦かん船せんに匹敵するレベルだ。

　──十日ほど前にディティアーヌ教圏から船を飛ばしたアーサーは、アトール側の要請どおり、まっすぐ西に向かうのではなく、北側に逸それたルートで船を航行させた。諸しよ侯こうの領土を避さけ、また要らぬ騒ぎを起こさぬよう、都市部をも避けて飛ばねばならなかったからである。

　ディティアーヌ軍人たちにしてみれば、

（アトールの公王家がふがいないばかりに余計な手間と金がかかる）

　と不満を溜ため込むような船旅になった。船の浮力を得るために必要な魔素エーテルは決して安価な資源ではない。

　が、指揮官たるアーサー・コースブルクはのんびりとした性格で、

「空からの観光もまたよい」

　と苛いら立だちを覗のぞかせるようなことはなかった。これは、

「アトールのこの牧ぼつ歌か的てきな眺めも大変よいではないか。おう、パーシーどのもこちらへ。貴殿は、自国を空から見おろしたことはおありかな」

　レオから水先案内人としてつけられたパーシーを気に入ったからでもある。

　なにかというと声をかけている。ばかりか、気安く肩を組んだり、手に触ろうとしたりする。パーシー・リィガンは表向き、柔らかな物腰をしながらも、心のどこかでいままで感じたことのない種類の危機感を抱いだいていた。

　そうした個人の脅きよう威いをよそに、航行そのものは順調だったが、いざアトールの国境を西に越える段になってから、思わぬ足止めを余よ儀ぎなくされた。

　川べりに船を停泊させた上で、パーシーが近隣の村々に馬を走らせて情報を集めていると、全体の状況としては、以前彼が寺院で戦っていたときとあまり変わっていないことが確認された。

　寺院近辺において、アリオン兵が散発的に出ているということだ。周辺には、これも以前パーシーが力で奪い取ったような拠点も残されていよう──どころか、増えている可能性とてある。

「こうなると、船で近づくのは容易ではありません」

　パーシーは警告した。アリオンの部隊は大たい砲ほうを擁ようしている可能性があった。拠点にも、数門運び込まれたかもしれない。大型であるゆえに航行速度が劣おとるこの船は、砲の標的になりやすいのだ。

「では、ここからは馬でいくのか」

　アーサーが気乗りしない表情でいった。「いえ」とパーシーはいったん思案顔になる。

「指揮官であるヘイデンがアリオン陣に帰着したという情報もあります。ここから、敵の大がかりな攻め寄せがはじまる可能性が高い」

　パーシーは、艦かん橋きよう内部で周辺の地図をひろげた。

「ここは、船を大きく北に迂う回かいさせつつ、あえてアリオン軍の前進を待った上で、その背後を衝つく方法を取るのがよろしいかと存じます」

　アーサーの副官たちは、パーシーの提案によい顔をしなかった。

（アトールは兵を引きあげたという噂うわさがあるのに、われわれにだけ戦えというのか）

　そんな思いが表情にあらわれたが、もともと、寺院に援軍を派は遣けんしたい、神の教えを守らねばならぬ、と激越な言論でアトールに迫ったのはディティアーヌのほうだ。ここへ来て、「いや実際に戦うとなると話がちがう」などとはいえない。

　一人、アーサーだけがむしろ子供のように目を輝かせた。

「面白い。アリオン軍は寺院を包囲するつもりでいたのに、自分たちのほうこそ背後を衝かれるというのだな」

　バール司教からは「英雄になろうとするな」と念を押されていたアーサーであるものの、聖薔薇サーガイア団だんを父から引き継いだのはわずか一年前。二十七歳になるというのにまだまともな戦いの経験がなかった。それゆえ、ディティアーヌ上層部としては、今回の派兵はアーサーにもちょうどよい経験になるだろう、と新造艦を預けて出陣を命じたのであるが、つまりは──少なくとも後続を送るまでのあいだは──大がかりな消しよう耗もう戦せんになどなるまい、というディティアーヌの読みもある。

　アーサーとしてはなんの面白みもない。自分の力がいかにも軽んじられているようで不服もある。

　だからこそ彼は、パーシーの作戦に大いにそそられた。

（数で圧倒的に上まわる敵に包囲され、風前の灯火ともしびにある寺院。多くの僧と民が、絶望、嘆きの声をあげるなか、馬ば蹄ていの音も軽やかに駆けつけるディティアーヌ軍。その先頭で馬を駆り、白銀の甲かつ冑ちゆうをきらめかせるのは誰あろう、アーサー・コースブルク！）

　そんな英雄伝説の一幕にも似た場面を妄もう想そうして、アーサーはうっとりとなった。

　結果、彼の命令を受けて、船は本来の目的地から大きく北に逸それて航行をつづけ、コンスコン寺院を南の位置に見ながらさらに西へ。地図上では寺院から西に二十キロほど離れたところで、うっそうとした森を見つけた。船が擁ようする小型飛ひ空くう艇ていで調査をすると、飛空船の発着がかろうじて可能な丘がある。いったんここに船を停泊させることになった。

　周囲の状況を探るため、斥せつ候こう隊たいが派遣された。

　──五日後。

　アリオン軍の前進が確認された。コンスコン山の麓ふもとにまで迫っているという。

「頃合だな」

　アーサー・コースブルクは浮き立つ様子で艦かん橋きようの席を立った。

　パーシーが狼煙のろしを確認した直後のことである。

　いよいよ活躍のときが来た。部下たちに武器を取るよう、いっせいに命じる。船内に広々とした厩きゆう舎しやなどはないため、つれてこられた馬はアーサー自身のものも含めてわずか数頭だが、騎馬兵の数は問題ではない。先頭のアーサーがディティアーヌの旗を掲げて馬を走らせれば、それだけで敵は仰ぎよう天てんするであろう。

　いや、敵のみならず、アーサーが戦場にて雄お々おしく敵を打ち払ったと知れば、家族や、父の代から聖薔薇サーガイア団だんに所属しているために普段はアーサーに口やかましい年上の武人たちとて驚くはずだ。

　そのとき、寺院への案内役であったパーシーはいち早く武装を終えて艦橋に姿を見せた。

「アーサーどの、ご武運をお祈りします」

「おや、ごいっしょに参られないのか」

「実のところ、このことあるを予期して、アトール西の国境線にわが隊を潜ひそませています。彼らに号令を発して、われわれものちほど駆けつけますれば」

「ほう。アトールも抜け目ないものだ」

　アーサーは素直に喜んだ。アトールがアリオンへの武力行使に踏ふみ切るからには、こちらが脅おどしをかけた効果もあったということだ。バール司教も満足するだろう。たとえこれからアリオンと丁ちよう々ちよう発はつ止しを繰りひろげることになろうとも、主な戦場は寺院、もしくはアトールということになる。ディティアーヌは国を焼かれる心配もなく、後続の兵を次々送り込むことでアリオン東とう征せいの野望を阻そ止しできればよい。

「では、いくさ場にてのちほど」

「おう、いくさ場にて」

　アーサーは部下に手伝わせながら甲かつ冑ちゆうを着込んで、真新しい剣を腰に入れ、そして船内厩きゆう舎しやから馬を出させた。

　三百名以上の部下たちも準備万端。船外にて隊列をととのえている彼らの前に、アーサーも馬を進めた。

　折しも、夜明け間近。

　森のなかはまだ宵よい闇やみに覆おおわれているものの、空を見あげれば星の輝きが消えつつある。

（おあつらえ向きだ）

　さあ、あとはひと声発して、森を飛び出していくだけ──という段になって。

　ひゅっ、という虫の鳴き声じみたものが聞こえた。

　松明たいまつを手にしていた歩ほ哨しようがまず倒れた。首から生えた矢じりが震ふるえている。

　次いで、ひゅひゅひゅっ、という連続音。隊列の周辺に次々と矢が突き刺さった。

「なんだ！」

　アーサーが叫んだ瞬しゆん間かん、彼の馬の足もとにも矢が突き立った。愛馬が高くいなないて前脚を振りあげる。あわや、アーサーは振り落とされそうになりながらも、必死で馬の首にすがりついた。

「盾たてを取れ！」

「敵だ、敵だあっ」

　ととのえたばかりの隊列が乱れ、数々の怒ど号ごうが渦巻くなかにあって、

（敵。敵だと？）

　アーサーは馬の首に両腕を巻いたまま周辺をいそがしく見渡した。

　ぎょっとなった。

　見つめる正面に火が灯ともった。いや、アーサーが視線を走らせていく端はしから次々と炎が灯り、その炎が鎧よろい兜かぶとを着た兵士たちを森のあちこちで照らしあげていくのだ。

　敵の背後を衝つき、仰ぎよう天てんさせる予定だったアーサーこそが、まさしく天を仰あおぎたくなった。

　弓を手にした兵たちの頭上に、アリオン国旗が翻ひるがえっている。

　いつしか、アーサーたちは、飛空船を中心に包囲されていたのだった。

　反はん撃げきを試みる兵、船のなかへと逃げ出す兵たちもいた。

　しかし、

「撃うて、撃てっ！　アリオン領に土足で踏ふみ入る、東の蛮ばん人じんどもを一人残らず撃ち殺せ！」

　弓の一いつ斉せい射しやが終わったかと思えば、今度は銃じゆう声せい。アーサーの周辺で兵たちが血を噴ふいて倒れていく。アーサー・コースブルクの頭が真っ白になった。

「若殿、殿っ。船にお逃げを！」

　と、家臣に馬の尻を叩たたかれたときも、その家臣が大きく開けた口を銃じゆう弾だんで撃うち抜かれたときも、なにかを感じる余裕さえなかった。

　ディティアーヌ聖薔薇サーガイア団だんが壊かい乱らんしていくさまを、船を見おろす位置に立つアリオン軍指揮官が眺めている。

　指揮官の名を、クロード・アングラットといった。
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　パーシー・リィガンは背後で銃声が聞こえた気がして、一度だけ馬上で後ろを振り向いた。

　が、すぐに前方に注意を戻して、東進をつづける。

　パーシーは当然、レオ・アッティールの命令で動いている。レオといえば、これもいまさら繰りかえすまでもないことながら、アトール国で唯一アリオンと戦おうという勢力だ。アリオンに比して兵力が乏とぼしいのも周知の事実。ならば、ディティアーヌからの援軍というのは、長い目で見ればアリオン以上に厄やつ介かいになりかねない存在ではあっても、いまのレオたちにとってはむしろ渡りに船のような存在でもあったはずだ。

　しかし、そのディティアーヌの船が襲しゆう撃げきを受けた。襲撃の指揮を執とっているのは誰あろう、クロードである。

　しかしパーシーは馬ば足そくをゆるめない。

　これが、かねてからの計画どおりだったからである。

　そしてこれが、レオが皆に打ち明けた計画のなかで、コンスコンの僧兵カミュが強く反発したものの一つだった。

　パーシーとて、最初に耳にしたときは戦せん慄りつを禁じ得なかった。レオはいった。

「ディティアーヌからの援軍を、わざとクロードどのの領土の近くに導いて、そこでクロードどのに討うたせる。そう、あらかじめ、このことを伝えておくのだ」

「大事なのは、ディティアーヌがアリオンに侵入しようとしていた事実をつくり、その『予期せぬ外敵』をクロードどのが未然に討った、という事実をもつくりあげること」

　さすれば、クロード・アングラットはアリオンを救う英雄になる。

　同時に、自分の身を傷つけずに美う味まい汁だけ吸おうとしていたディティアーヌの出鼻をくじくことにもなる。

「この成果を与えるにあたって、クロードどのにはこちらから交換条件を持ちかける」

　とレオはつづけた。

　カミュが異を唱えたのも当然のことだった。カミュは、ディティアーヌによい感情を抱いだいていない。それは繰りかえし述べてきたとおりだ。にもかかわらず、ディティアーヌを味方に引き込む振りをして、実際は騙だまし討ちにする計画などは、とても容認できなかった。

　さらに、カミュにはどうしても承服しかねる計画がもう一つあって、これらが加わることでカミュは猛反発したのだ。

　信義に反する。正義に反する。神の教義に反する。

　まさしく神そのものの現うつし身みとなったかのように正義をぶちあげるカミュだったが、その前に立ちはだかったレオは、「ぼくを斬きれ」などと脅おどして、つまるところ自分の命を人質に取るような真似までして、この計画をカミュに承服させた。

（いや）

　馬を走らせながら、パーシー・リィガンは思いを巡らせている。

（あのときカミュが戦っていた相手は、レオ・アッティール殿下ではない。おそらくは、自分だ。あの二人の対立の場面は、神の教義と現実の板ばさみにあうカミュ自身の心そのものだったのだ）

　荒々しい風ふう体ていと言動の目立つカミュであるものの、その精神は、実のところ傷つきやすく、繊せん細さいそのものだ──、と、たかだか数か月をともにしただけだが、パーシーはカミュをそう見ている。

　カミュもこの数か月で多くの経験をした。もし、パーシーがはじめて出会ったときのカミュそのままであったなら、ひょっとしたら、公子を斬る──とまではいかずとも、その華きや奢しやな肩を突き飛ばして怪け我がをさせてでも部屋を飛び出て、その後、単身寺院へ舞い戻り、そして壮絶に散っていたかもしれない。

　──理想としての教義がある。しかし教義を貫くには、実際問題として『力』が必要だ。『力』に押し潰つぶされず、否定されず、地上から消されぬための『力』が。

　これはパーシーも知らぬことながら、カミュとは、常にそうした板ばさみにあってきた人物なのだ。

　カミュは、涙ながらに膝ひざを落とし、この計画に賛同した。大勢の仲間や神の教えを守るため、あえてその教えに反する行為に出ることを承服した。

　あのときのカミュの決意とは、どれほどの痛みをともなうものだったのだろう。

　パーシー・リィガンとて、無自覚ではいられない。

　いま、馬を走らせながらカミュのことばかり思い返しているのは、正直なところ、現実逃避の側面もあった。

　ディティアーヌ勢の水先案内役を買って出たのは、パーシー自身だ。

　ディティアーヌには、この援軍の受け入れがアトール公国全体の総意であると勘かんちがいさせつづけねばならなかった。

　パーシーのリィガン家はそれほど名の知れた存在ではないものの、アトール譜ふ代だいの重臣ではある。家柄としては申しぶんない。また、彼はコンスコン寺院に援兵として赴おもむいた事実がある。アーサー・コースブルクなどはそれだけでパーシーに信頼をおいてくれた。

（アーサーか）

　今回のディティアーヌの動きには、カミュと同様、嫌悪感を禁じ得ないパーシーではあるものの、アーサー個人に憎しみの感情などはなかった。多少、経験したことのない脅きよう威いを感じたことはあったものの、彼は、二十七の年齢の割には幼く、その微笑ほほえみには無邪気ささえ感じられた。要するに、アトールに害する存在だからといって別段極ごく悪あく人にんというわけではない、というだけのことなのだが、パーシーは、道中、胸が重く塞ふさがれるような感覚を意識しないわけにはいかなかった。

　アーサーだけではない。兵へい卒そつの一人一人にいたるまでもそうだ。親しく声を交わした者たちもいた。「今回が初うい陣じんだ」という、それこそ若い兵士たちは、パーシーが語るコンスコン寺院を巡る戦いの話に、一言一句聞き漏もらすまいという態度で聞き入っていた。戦いをじかに経験した者の話を糧かてとして、自分も功を立てたい、もしくは無様に命を落としはすまい、と念じるその気持ちは、パーシーにも痛いくらいに理解できた。

　殺さつ戮りくの場を背にして、パーシーは馬を飛ばしつづける。

　陽ひが昇りかけていた。




　同じころ。

　間かん者じやの道案内に従い、ぞろぞろと山道を登っていた五百のアリオン勢。

　狭い木立ちを縫ぬうようにして進んでいく鎧よろい兜かぶとの列は、山門を二つ迂う回かいした先で、道の拓ひらけた箇か所しよへと出た。

　向かう先の断だん崖がいに穴が空あいている。

　天然の洞どう窟くつを、信者や僧たちが数年がかりで掘り進めたものらしい。

　内部は主に僧たちの瞑めい想そうに用いるが、寺院が定めた祭日にはここで一般人をまじえてミサをおこなうこともある。

　ここを抜ければ、頂上にある聖堂への近道になるという。

　反対側の麓ふもとを攻めているアリオン軍に気を取られていてか、周囲に僧兵たちの姿はない。念のため迂回してはいたものの、山門にもほとんど人数は残されていないようだった。

（目もく論ろ見みどおり）

　とアリオン側は見て取った。

　が、実際に『目論見どおり』動かされていたのはアリオンのほうだった。

　もともとこの策を立案したのはパーシー・リィガン。レオ公子と出会う以前のことだ。

　まだコンスコン寺院で戦っていたとき、敵本陣への奇き襲しゆうを思いついた彼は、ここを発たつ直前、山に残しておいた部下の者たちにとある策を授けた。

　ケニーという敵間かん者じやを利用しようというものである。賊ぞく兵へい出身の彼がアリオンの間者であることは、その挙動からすぐに知れた。敵方も、むしろうかつな振る舞いの目立つ彼を囮おとりにすることで、ほかの間者たちを動きやすくさせる狙ねらいがあったのだろう。が、パーシーはあえてその正体に気づかぬ振りをして、部下の一人を接近させた。

　自分もアリオンの間者であると偽りながら、ケニーに偽にせの情報を与えて、わざと山から逃がしたのである。

　アリオンがこちらに降伏勧告をし、それを袖そでにされた直後のことであった。大勢をもって侵攻して来るつもりであったのはまちがいなく、その上、「山の裏手側が隙すきだらけになっている」という情報を与えられれば、必ずや飛びついてくるだろう、とパーシーは読んだのだ。

　こうして、本陣から敵の大多数をおびき寄せた上で、敵中枢に襲おそいかかるのがパーシーの策であったのだが、これはレオ公子の逃亡、またそれを探すためにアリオン勢が山狩りをおこなうという不測の事態が起こったために一時は失敗した。

　が、この策はまだ生きていた。アリオンは指揮官のヘイデンが留守のあいだにも散発的に兵を出し、正面からかかっては引いていた。寺院側の砲ほう台だいを固定させる目的があったのだろう。裏手側の隙を残しておくため──、つまり、いずれは必ず背後から寺院を衝つくつもりがあるということだ。

　それに気づいたパーシーは、ふたたびこの策を実行することをレオに提言し、レオもこれを吞のんだ。

　アリオンは罠わなにかけられたのである。

　洞どう窟くつを前にして、彼らアリオン兵は長く伸びていた隊列を組みなおしていた。これから起こるであろう暴ぼう虐ぎやくの予感に頰ほおを火ほ照てらせている。勝ちいくさに乗って相手を蹂じゆう躙りんする以上に楽しいこともない。

　が、その周囲、そして岸壁の上には、僧兵たちが声もなく潜ひそんでいた。中心的な立場にいるのはカミュ。カミュは息をも殺して敵の動向を見極めながら、号令する瞬しゆん間かんを待ちわびていた。カミュがひと声あげた瞬間、僧兵たちがいっせいに立ちあがって、矢を放ち、銃じゆう弾だんを撃うつ。文字どおり矢も盾たてもたまらなくなったアリオン側は洞窟へ逃げ込むだろう。

　ところが、ここが寺院に通じる抜け道になっているなどとは真っ赤な噓うそ。すぐに壁に行き当たるようになっている。進退ならなくなったアリオン勢を、僧兵たちが追撃する。そういう計画だ。

　道案内をしてきた間者──当然、リィガン家に仕えている兵──が、岸壁の前からそっと遠ざかりかけた。

　野や卑ひな笑みを交わしていた兵たちは、直後、ディティアーヌ勢と同じ運命に見舞われるはずであった。

　が、

「おい」

　兵たちを率いる隊長が、間かん者じや役の兵を呼び止めた。ぎくりと間者役が足を止める。

　アリオンは、王が代替わりをして以降いくさがつづいている。この隊長も実戦をいくつも経験していた。洞どう窟くつを前に、ある種本能的な部分で危機を覚えたのだろう、

「兵を数名預ける。洞窟の向こう側までひとっ走りして様子を確かめてこい」

　そう命じた。

「はっ、い、いえ、しかし、万が一、僧兵の一人にでも姿を見られたら、奇き襲しゆうが気け取どられる恐れも──」

「構わん。ここへ来て気取られても挟きよう撃げきは成立する。万が一というなら、敵が伏せていた場合はそちらのほうがよほど大事だ」

　くさむらに伏していたカミュは、このやり取りを遠目にしていた。会話は聞き取れなかったものの、間者役の兵士が松明たいまつを手に押しつけられ、アリオン兵がその脇についたことで、大体の事情を察した。

　カミュは決断を迫られた。

　洞窟が行き当たりになっていることを見破られれば、当然計画は破は綻たんする。

　パーシーも、レオも、こうした現場の細かな部分にはまだ気がまわらなかったというべきか。勝利を確信した兵ならば、必ずや油断をするはず、という思い込みがあった。経験の差だろう。

　が、二人の策を受け取りながらも、それを詰つめられなかった寺院側にも甘さがある。

　間者役の兵がためらいを見せたことで、アリオンの隊長はさらに不信感を募つのらせたようだ。小隊ごとに兵を呼び集め、周囲の捜そう索さくをするよう命じた。もはや猶ゆう予よはない。

（うむっ）

　カミュは眉まゆを火のごとく逆立てながら、すばやく立ちあがった。

「撃うて！」

　と彼が号令するのと、アリオン隊長が、

「散れ！」

　と叫ぶのはどちらが速かったか。

　矢と銃じゆう火かの雨嵐がアリオン側に降り注いだ。叫び、悲鳴が渦巻くさまは、まさしくディティアーヌの船周辺で起こったものと同じ。

　が、さほど長つづきはしなかった。アリオン部隊はその瞬しゆん発ぱつ力りよくを発揮して四方に散ると、各々の場所から、同じく矢や銃で反撃を開始。

　カミュは舌打ちした。計画とはあきらかにちがう展開になっている。さらに悪いことに、寺院はまともな補給を受けられなかったため、すでに銃弾が尽きかけていた。最後に残った弾たまをありったけ使うつもりでこの策を実行したのであるが、奇き襲しゆうでしとめられた数は三十にもならない。

　アリオン勢は五百からなる。敵にもはや銃じゆうがない、と気づけば、銃を手にした仲間たちに援護をさせつつ、剣、槍やりを手にして、逆に敵を追い込んでやろうと前進を開始した。

　対する寺院側。

　こちらも弓矢での射撃はつづけつつも、槍を手にした集団が一足先に駆け込んで、まずは先手を打った。

　ひらりと真っ先に身を躍おどらせたのはカミュ。槍をひと突きすると、兜かぶとをつけたアリオン兵の首が飛んだ。次いでさらにひと突き。喉を貫かれた兵がぎくしゃくとあとずさって倒れ込む。カミュはその一連の襲しゆう撃げきで敵隊長を狙ねらったのであるが、さすがにアリオンもそれを容易にはさせない。反撃の剣を振るってくる。槍でその剣の群れを弾はじき返しつつ、

「押せ、押せっ」

　カミュは声の限りに叫んでいた。

（これしかない）

　と思っている。

　敵がまだ態勢をととのえられないでいるいましか、好機はない。

　数を、勢いで押す。押して押して、押しまくる。

　敵が身の危険を感じる──とまではいかずとも、この勢いに閉口して、

（このままでは無用の犠ぎ牲せいが出る。態勢をととのえる時間が必要だ）
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　ちらりとでも弱気を見せてくれればいい。彼らは洞どう窟くつ内部に逃げ込むだろう。アリオン兵たちはそこで出入り口を固めさえすれば、確かに時間は稼かせげる。

　が、時間を稼ぎたいのは、カミュたちも同様なのだ。

　洞窟そのものは行き当たりになっているが、ここから頂上へ通じる道はほかにいくらもある。もしこの場の勝利をアリオン兵に譲ゆずり渡してしまえば、寺院はアリオン側が目もく論ろんだとおりに挟きよう撃げきされる。だからなんとしてでも敵を足止めしなければならなかった。アリオン兵が洞窟に逃げ込んでくれれば、戦場を洞窟の出入り口で固定できるため、アリオンもそうやすやすと数の優位を活かすことができなくなる。

　だから、押す。押すしかない。

　カミュは先頭で槍やりを振るい、味方に意気を示した。彼の信しん奉ぽうする神とは異なる、まるでいくさをつかさどる荒々しい神がその身に宿ったかのようだ。正面に立ったアリオン兵たちは、その多くがカミュよりよほど経験があるにもかかわらず逃げ腰になりかけた。

　カミュの勢いに応じて、ほかの僧兵たちが祈りの文句を唱となえながら左右に並ぶ。敵味方が密集しはじめたために飛び道具はもう使えない。鋼はがねと鋼がひたすら火花を散らしあった。

　アリオン兵はこの勢いに屈しかけた。

　ここを死地と定めている僧兵たちに比べて、彼らはそれほどこの場への執着がない。そもそもの最初から、ここまでの乱戦になろうとは予想もしていなかったから、腰が引けはじめた。

「退さがれ」隊長がたまらず叫んだ。「いったん洞窟へ退ひけっ」

（しめた）

　カミュが笑みを浮かべた。敵兵を突き伏せる。もう何人目になるかもわからない。

　が、このとき太ふと腿ももに熱い衝しよう撃げきが走った。

（むっ？）

　顔に振りかかった剣を弾はじき返す。痛みを感じたのはそのあとだ。見ると、右の太腿を斬きられている。血があふれ出ていた。

　カミュの脚を斬りつけた敵兵は、兜かぶとの下でまだ初うい々ういしい顔を覗のぞかせている。視線があうと、

「ランディウスという！」

　朗ろう々ろうとした声で名乗る。

（知るか、馬鹿者め）

　カミュは返す一撃で、ランディウスなる若者の喉首を狙ねらったが、あっさりかわされた。

「若じやく輩はいゆえに不ふ憫びん。不憫なれど、いくさばに情けは無用。せめてこの槍でひと息に」

　カミュはおめいて、追撃の突きを見舞った。が、これもかいくぐられる。懐ふところに飛び込まれた。あわてて引き戻した槍で剣の刀身を受ける。力比べとなったが、足を斬られたカミュは踏ふん張ばりが利きかない。さっきとはまったく逆に、力押しにされてあとずさっていく。

「馬鹿め」カミュは間近にいる敵兵に怒鳴った。「神のご温情がわからぬか。抵抗すれば地獄の業ごう火かに薪まきがくべられるだけだぞ。死ぬ前に十字を切れ。さすれば、竜が針の穴を通れるくらいの確率で天国への門が開かれよう」

　押されているのは自分のほうだというのに、正気の言葉とは思えない。実際、カミュは正気ではなかった。押されている現状が理解できていない。直前までのカミュの戦いぶりは凄すさまじいものがあった。神が自分の身体をつかって正義をおこなわれようとしている、という実感さえあった。が、さすがのカミュも、その常人離れした活かつ躍やくには、心身の著いちじるしい消しよう耗もうが代償になっていた。

　そしていったん勢いがやめば、あとは消耗と負傷が自覚させられるばかりで、カミュは子供のような顔をした相手に押された。

　それでもなお歯を食いしばって力を込めていたカミュだが、ランディウスは斜めに身体を傾けると、それに釣つられて腰の浮いたカミュの足を自分の足で払いあげた。カミュが後ろ倒しに転倒する。ランディウスが剣を振りあげた。

（なに？）

　カミュは半ば朦もう朧ろうとしながらその剣を見あげた。ここでか、と思った。神は、ここでわが命をご所望か。

　直後、ランディウスの身体が大きくよろめいた。右の肩当てが吹き飛ばされている。銃じゆう弾だんを喰くらったのだ。結局、ランディウスの足腰もこの衝撃を受け止めきれずに転倒した。

　カミュが反射的に後ろを見ると、白煙を噴ふく銃口が間近にあった。手にしているのはセーラだ。妹を隊に加えた覚えはないが、またしても独断でこの奇き襲しゆう部隊に加わっていたらしい。最後に残した銃弾をここにて撃うち放ったのだ。

「くうっ」

　妹に、感謝とも怒りともつかない表情を見せたあと、カミュは槍やりを杖つえ代がわりにして身を起こした。

　足を引きずりながらも、仲間たちがまだ雄お々おしく戦う乱戦の場に飛び込んでいく。
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　レオ・アッティールはこの戦いに臨のぞむにあたって、三本の矢を放っていた。

　第一の矢は、ディティアーヌの軍勢をアリオン領に近い位置で殲せん滅めつさせた。

　第二の矢は、コンスコン寺院裏手にまわろうとしていた五百のアリオン兵を足止めしている。

　第一の矢にパーシー、そして第二の矢にカミュがかかわるならば、第三の矢は、クオンが担当していた。

　彼は、もともとノーマ・ラウマール旗き下かだった兵のうち二百名、そしてクオン自身が民兵たちのなかから選び抜いた百名を率いていた。

　隊長はクオンがつとめる。これはパーシーの提言によるものである。

「あの男、早いうちに兵を預けておけば、将来化けるやもしれません」

　とレオにいっていた。

　パーシーがクオンの将来性に期待するものがあったのは確かだが、実のところ、これは、腰の軽そうな──戦いが一段落したあとにでも、またふらりと別の土地へ出かけていきそうな──クオンに、責任感と達成感を与えて、なし崩し的にアトールにとどめておいてやろうという、パーシーの壮大な悪乗りもある。

　アトールの正規兵たちは当然この決定に戸惑い、異を唱となえる者もいたが、レオ公子直じき々じきの命令というので、仕方なく少年に従うこととなった。

　このような経緯があったが、クオン率いるこの三百名は、実は寺院を巡る戦いにおいてもっとも重要な役を担になっている。

　まだ夜明けを迎える直前、彼らはとある山道を進軍していた。

　コンスコンの山ではない。ディティアーヌが船を伏せていたあの森に通じる山道ともちがう。

　武装したまま険けわしい山道をいくのは相当に骨が折れる作業だが、隊を先導するクオンにとってはなにほどのこともない。彼自身が山に慣れているという以上に、すでに一度ならず通ったことのある道であるからだ。

　そう、ここはアリオン領。クロードの城がある位置からは南。かつてレオ公子が逃げ込んだ場所であり、クオンたちがその救助のために足を踏ふみ入れた場所である。

　おまけに、道のあちこちに火が焚たかれている。隠おん密みつ行動を余よ儀ぎなくされた前回とはちがって、クオンには鼻歌交じりにでも踏とう破はできそうな道のりであった。

　これらの火はなにかというと、クロードが警備のために配置したものだ。

　が、いま、クオンたちがいく道のりにアリオン兵の姿は見えない。

　これは、戦いがはじまる直前におこなわれた、レオとクロードのあの密談が影響している。

　レオは、パーシーとクオンだけをつれてアリオン領に踏み入り──つまりクオンがこの山地を経験したのはいまの段階で三度目になる──、クロードに会った。

　そのとき、レオはクロードに一つの頼みごとをした。

「以前、パーシーたちが奇き襲しゆうに用いようとした道を、いま一度、わが配下の兵たちに通らせていただきたい」

　クロードがあの瞬しゆん間かん「出ていけ」と激げき昂こうしたのも無理はない。

（われわれはもう一度アリオン軍の本陣奇襲を試みる。クロードどのにおかれては、見て見ぬ振りをしていただきたい）

　といわれたも同然である。すなわち、国を裏切れということだ。

　ただしこれは、まだディティアーヌ参陣を知らされる前のことだった。

（東の大勢力がこの戦いに介入しようとしている）

　そう聞かされたクロードは難しい顔になった。そこでレオは、今度はカミュが怒りを露あらわにした例の計画を持ちかけた。

「ディティアーヌの軍勢は飛空船でやってくるとのこと。この船を誘導すれば、軍勢丸ごとをクロードどのに差しあげることが可能となります」

　クロード・アングラットの驚きはいかばかりであったか。

　クロードは、ぱっと見、山さん賊ぞくめいた顔を大きくしかめながら、無言で考え抜いた。しばらく経たってから、

「……この悪党め」

　と毒づいた。

　ディティアーヌ参陣となれば、寺院を巡る様相は大きく変わる。互いに陣を敷しいてのにらみあいがつづくかもしれない。また、個人的な問題として、ヘイデンに恨うらまれたことから、クロードは寺院やアトールのつながりを疑われている窮きゆう地ちにある。ここにて、思わぬ外敵の侵入を食い止めるという功績は大きかろう。

　クロードが「悪党」といったのは、こちらの弱みを握ってきたこともさることながら、ディティアーヌ介入がアリオンにとっての厄やつ介かい事ごとにちがいないにしても、それは本来アトールも同様のはずであるからだ。レオはそれをクロードに押しつけながらも、ぬけぬけと『交換条件』などを出してきた。

　そう、だから、いまクオンたちの進む道にクロードの兵はいない。クロードはこの瞬しゆん間かん、「ディティアーヌの動きに勘かんづいて」、「手持ちの兵すべてを率いて」この船の侵入を阻そ止しするために戦っていたからだ。そういう言い訳が立つということである。

　クオンたちは誰にも気け取どられることなく、着々と敵本陣へ近づいた。皮肉なことに、もともとは奇き襲しゆうを警戒して出したかがり火が、むしろ奇襲隊の道案内となった。

　空が薄紫色に染まったころ。

　敵てき砦とりでが眼下に見えてきた。砦といっても、兵の詰つめる陣所を大掛かりにした、いわば急ごしらえのものに過ぎない。兵の寝ね泊とまり、武器と食料の貯蔵ができればそれでよいとヘイデンは考えていたのだろう。あまり軍資金をねだってはいられない情況もあった。

　その砦を真下に見おろすのは、クオンには懐なつかしいとさえいえる光景だったかもしれない。あのときも砦を間近にした。が、直後にクロードの兵に見つかってしまったのだ。

　いまはその心配もない。砦の周囲には歩ほ哨しようさえ出ていなかった。

「……？」

　ここでクオンは鼻の頭に皺しわを寄せた。くんくんと犬がやるみたいに空気を嗅かぐ仕草をする。

　歩哨が出ていないどころか、人の気配をほとんど感じない。

　──ここでも、レオの読みが一つ外れた。

　レオの放ったこの第三の矢は、まさしくヘイデン・スウィフトの喉首に突き立てる致命的な一矢になるはずであった。

　ヘイデンは寺院攻略のため、大勢の兵を出した。この本営に残されていた兵は二百以上にもならない。寺院側の大たい砲ほうを固定化させる必要から、砲もすべて出した。守りのもろくなったここを、クオンをはじめとした精せい鋭えいが夜や襲しゆう同然に衝つけば、ヘイデン自身をしとめることも十分可能だったろう。

　が、天運はヘイデンに味方した、というべきだろうか。

　ヘイデン・スウィフトはこれまで一度も前線に赴おもむいたことなどないというのに、多数の兵を送り出したあと、まだ夜間にあるうちに、

「寺院陥かん落らくの様子をこの目で見届けたい」

　と気まぐれを起こした。

　すでに眠りについていた残りの兵ほとんどを叩たたき起こすと、自らも馬に跨またがって、寺院へと出立したのである。

　砦とりでは、もぬけの殻からといってよかった。

　残されていたのは、ヘイデンや兵たちの身のまわりを世話していた小者ばかりで、クオンたちの襲しゆう撃げきに気づいて槍やりを取った者もいるにはいたが、状況の不利を悟って、あっさりと降伏した。

　クオンは歯は嚙がみした。

　敵将を取れる絶好の機会を逸した。

　そればかりではない。ヘイデンの率いる隊は、寺院の攻防戦において『新あら手て』となって味方の背中をおびやかす恐れがある。

　さらには、今回の戦い、クオンの一矢こそが最大の生命線ともいえた。たとえ寺院から数百の手勢を追い返すことに成功したとて、それは完全な勝利とは呼べない。これから数ある戦いのうち、ただ一度きりの勝ちいくさに過ぎないのだ。

　そう、その『これから』をなくすためにも、

「ヘイデンだけはなんとしてでも討うってくれ」

　と、クオンはレオから厳命されていたのである。

　頭に血ののぼったクオンは、敵の厩きゆう舎しやに残されていた馬すべてをぶん捕どり、

「敵将のあとを追うぞ」

　とわめいた。兵たちは、皆、クオンの命令に従うようレオから命令されている。が、

「待て」

　と一人のアトール正規兵が呼び止めた。

「なんだ」

　クオンが馬上からにらみをくれた。きっと自分のような僻へき地ち出身の小僧に従うのが嫌なのだろう、という感情が見え隠れしている。と、髭ひげ面づらの太った兵士がにやりと笑った。

「砦とりでを燃やそうぜ、隊長どの」




　天運。

　先ほど、ヘイデン・スウィフトにはその天運が味方したのだろうか、と述べた。

　この戦いを俯ふ瞰かんしたとき、天は──天上の神は、あまねく精せい霊れいは、古代の叡えい智ちを継承するとされる竜神、ともかく各々の信じる偉大なものの存在なんでもよい、それを『天』と総称した際──、敵味方に決して公平などではなく、このときもヘイデンに少しばかり運の比重を傾けることにしたようだった。

　ヘイデン・スウィフトが二百足らずの兵とともに、寺院を北に見る位置にまで迫ったとき。

　このとき、レオ・アッティールも寺院へと近づいていたのだ。

　レオはサヴァン領にてもろもろの準備をととのえたあと、グィンバー城から姿を消した。

　国境近くに多数の陣所を築いて兵を分宿させていたことは前に述べたが、実はそのうちの一つは国境を越えてそのさらに西にも築かれていた。

　場所を選んだのはパーシーとカミュだった。

　コンスコン山さん麓ろくの村にいたころ、村々を襲おそう賊ぞく兵へいたちの拠点を潰つぶしたことがある。一つ、二つを発見した際、それらの位置関係から、パーシーは各地に点在する別拠点の位置も大ざっぱだが把握していた。

　拠点各地を線で結ぶ。この線がいわばアリオンの行動範はん囲いといえるだろう。そして最後の陣所はこの線のぎりぎり外側に位置する場所に築いた。

　大胆にも、寺院の近くである。すなわち、アリオン軍の目と鼻の先である、とも言い換えられる。

　レオはここにいた。クオンたちももとはここに伏せていた。

　寺院の様子を見ながら、別の陣所から兵を呼び集めていくこと数日。

　頃合を見み計はからって、レオはクオンたちを北の山中に放った。

　そして数々の状況からレオが予測していたのと、それほど変わらぬ時期において、コンスコン山から狼煙のろしがあがった。

　レオは、陣所に集まった三百の手勢を率いて出しゆつ立たつした。

　アトール正規兵はクオン率いる襲しゆう撃げき隊たいに加えたのと、ノーマを隊長とした百名ほどを後ご詰づめに残しているため、こちらは大半が民兵である。

　レオの読みが的中していれば、いまごろは麓ふもとに押し寄せたアリオン勢に寺院側が抗あらがっている真っ最中だろう。そしてその反対側にアリオンの別働隊が入りつつあるころあいか。

　レオは、前者の争いに加わるつもりでいた。

　この戦いでもっとも危険なのは、アリオン軍を引きつける役目を担になった者たちだ。別働隊を一気に殲せん滅めつさせる必要から、すでに残り少なくなっていた弾だん丸がんは裏手の伏兵隊に預けている。アリオン軍とて、別働隊を動かしやすくするため、同じく敵を引きつけるつもりでいるから、深追いはしないだろうが、もしここで、

「敵はいままでになくもろいぞ。もはや矢も弾たまもないのだ」

　と悟られれば、もはや敵の注意を引く、などとまだるっこしいことはせず、一気にかかってくるかもしれない。レオはその背後を衝つくつもりで移動していた。

　ヘイデンはヘイデンで、陥かん落らくした寺院を見るために同じ位置へ移動しつつある。

　このとき、ヘイデンとレオは、双方の進む先に直線を引けば必ずや交じりあう、という位置関係にあったのである。

　どちらの部隊も斥せつ候こう用ようの騎馬を先行させていたのだが、ここでもアリオン軍人の練れん度どが活きた。レオの派は遣けんした斥候はしょせん素人しろうとである。一方、アリオン軍の斥候は敵斥候の存在に気づいて、木立ちのなかで身を潜ひそめた。そして敵斥候が通り過ぎたあと、『本隊』のいるであろう場所を目測。これへ急ぐ。遠方より『本隊』を充分観察してから舞い戻った。

　知らせはすぐさまヘイデンに届けられた。

　敵はアトール軍。公国の旗を堂々と掲げていたらしい。これだけでもヘイデンには驚きだったが、さらに、その旗に寄り添うようにして十字の印のついた旗も掲げられていたという。

（レオ・アッティールか！）

　ヘイデン・スウィフトの目がかっと見開かれた。

　アトールと十字教を結びつける存在は、かの公子以外にはない。

　戦場にてその名を意識した瞬しゆん間かん、ヘイデンはこの隊を討うつつもりになった。

　隊のなかにレオ公子本人がいるという確証はないものの、一度は寺院への援軍を否定したアトールが、こうも堂々と国境を越えて姿を見せているのだ。ヘイデンに放っておけるはずがない。

　寺院はすでに襲撃を受けている真まっ只ただ中なかだろう。あと数時間もしないうちに陥落する。アトールは援軍の意味も失って引き返すはずで、その前に、今度こそ尻尾しつぽを捕まえておくのは悪くない。

（もう、のらりくらりと言い逃れはさせぬぞ、マグリッド）

　ヘイデンは馬上で笑った。

　はじめて間近に実戦を経験するかもしれない、という昂たかぶりが、感情のたがを外しつつある。

　ヘイデンは斥候に案内をさせ、部隊の進む速度を速めた。こちらは大半が騎馬である。

　半時間後、レオ・アッティールの部隊は、コンスコン山の裾すそ野のをなだらかに流れる川沿いに西進していた。

　ここから最初の山門まではわずか五、六キロの位置だ。山中ではすでに戦いがはじまっているのだろうと思うと、馬上のレオも表情が厳しくなる。

　辺りには木造の人家があった。

　川のほとりにあった森を切り拓ひらいてつくられた集落なのだろう。が、アリオン軍の侵攻があったために、住民たちは別の土地か、あるいは寺院へ逃げ込んだものと思われる。人の姿はない。瘦やせた犬がうろついているのだけが確認できた。

　山の稜りよう線せんが白くなりかけて、建物の影が浮かびあがりはじめたそのときだ。

　川を挟んだ向こう側から、馬ば蹄ていのひびきが連続した。レオが反射的に見やった先で、甲かつ冑ちゆうを着込んだ騎馬の群れがあらわれる。

　なにか声を発する間とてない。

　指揮官同士、息を吞のむようなタイミングで視線をあわせた。

　レオ・アッティールもそうだろうが、ヘイデン・スウィフトも驚いた。目を吊つりあげた彼は、次いで、喜色を露あらわにして、

「公子がいるぞ」

　馬上で叫んだ。

「アトールの犬めらが残飯目当てに群がってきた！　倒せ、打ち倒せっ」

　騎馬の群れが橋を渡った。レオたちは、この橋を落とせる位置にない。が、そもそもそんなことを思いつく以前に、レオは呆あつ気けに取られていた。

　ここにヘイデンがいる。

　ということは、クオンの襲しゆう撃げきが間にあわなかったのだ。

　レオは、本陣にヘイデンがいないと悟ったときのクオンと同じことを考えた。たとえ寺院での策が功を奏してアリオン軍を一時的に退しりぞけたところで、ヘイデンがいる以上は、この勝利は──すなわちそのために払った数々の犠ぎ牲せいもろとも──まったくの無駄に終わってしまう。

「公子、お下がりを！」

　レオがわれに返るより早く、民兵たちが迎撃の姿勢を見せた。なかには、血けつ気きにはやって、自ら飛び込んでいく者たちもある。

「待って！　待つんだ」

　レオが引き止めようとするも、間にあわない。

　アリオン騎馬兵は、槍やりを振りかざす民兵たちをものともしなかった。兵の振るう長なが柄えの斧おのが百ひやく姓しようの頭をかち割り、別の兵が突きおろした槍の穂先が馬具職人の胸を貫いた。

　レオ配下の民兵たちはおぞけを震った。しかし決して逃げ出そうとはしなかった。レオの前面に固まって、敵の追撃を喰くい止めようとする。すると狩人かりうど出身の若者たちが、さっと前に出ると、数名が膝ひざをつき、数名が立ったままの姿勢で、矢をつがえて放った。訓練で習得した動きであり、日々の狩りで鍛きたえた腕前だ。騎馬兵五人ほどが落馬した。その隙すきに、以前レオに授けられた、通常よりも長柄の槍を構えた歩兵たちが「いくぞっ」と声を揃そろえて前に出る。

　レオは、まるで馬の脚ごと地面に縫ぬいつけられたみたいに、その場を動けずにいた。視界を赤いしぶきが渦巻いている。

　人家の密集するこの辺りは道幅が狭く、敵も最初の勢いを止められると、思ったほど前進できずにいるようだ。が、接近戦となると、やはり腕の差が露ろ骨こつに出る。次から次へと民兵たちは腕を斬きり落とされて、足を突かれ、頭を刎はねられた。もはや兵というよりは、人の壁でしかない。なんのための壁かというに、それはレオ・アッティールただ一人を守るための壁である。

　レオの頭が激しく痛んだ。

　許容量を超えた血液が脳内を駆け巡っていて、いまにも破は裂れつしそうである。レオは兜かぶとをかなぐり捨てたい思いに駆られた。

　こうしている間にも、レオが目をかけた民たちが、敵の振るう剣や槍やりの餌え食じきになっている。なのに、なにも考えられない。なにも感ずることさえできない。

「公子、お逃げを」

　いちばん近くに控えていた民兵が叫んだ。ほとんど少年のような顔をしている。

「ここはわたくしどもが防ぎます、公子は早くお逃げを！」

　大きく開いた口のなか、歯の列までもが見えた。

　と、

「火を使え」

　何者かがレオの耳もとで囁ささやいた。

　レオ・アッティールははっとなった。

　瞬しゆん間かん、レオの脳は、これまで読みふけってきた戦術書のなかから、この場に必要な情報をひと息で搔かき集めた。

　彼は、進軍で用いていた松明たいまつを部下の手からもぎ取ると、それを側面の家に向かって放り投げた。さらに一つを奪い取って、反対側の家へ、つづいて後方の家にも。

　公子の周囲をかためていた兵たちはぽかんとなったが、公子に「やれ」と命じられ、あわててこの行動に従った。

　辺りが炎に包まれはじめ、レオをはじめとする人々を熱風が押し包んだ。

　さらにレオは大工出身の若者たちにすばやく命じて、左右の家に斧おのを入れさせた。

「引け、こちらへ引くんだ！」

　レオは接近戦を演じていた仲間たちに命じて、自分も馬ば首しゆを後方に巡らせた。

　公子の走る先に、民兵たちもつづいた。

　アリオンの騎馬兵がすかさず追おうとしたが、そのとき大工の斧が柱を切り倒した。

　もともと簡かん素そなつくりの家だ。柱の一本も断たれれば、左右の屋根ごと路上に崩れ落ちてくる。

　どうっと噴ふん煙えんと火炎が路上に散った。

　アリオン兵を乗せた馬たちが次々と前足を振りあげた。火に前進を阻はばまれる格好だ。

「逃がすな！」

　後方に控えていたヘイデンが声をあげた。彼自身、馬を飛ばした。正面からの追つい撃げきはあきらめて、側面からまわり込もうとする。

　レオもがむしゃむらに馬を飛ばした。

「敵の、いや、ヘイデンの狙ねらいはおまえ一人だ」

　またも何者かが囁ささやいた。「わかっている」と返して、レオは馬の脇腹を蹴けりつづける。徒かちの兵たちを後方に置き去りにしてでも走った。

　先ほどから耳もとに囁きつづける何者かの正体も、レオにはわかっていた。レオに命じることのできる何者かなど、ここにはない。彼自身以外には。

　集落を南に抜ける方向へとレオは馬を進めていた。

　が、やはり天はヘイデンに運を傾けつづけることに決めたようだった。馬上からアリオン兵の放った矢が、馬の尻に命中した。今度はレオの愛馬が高く前足を掲げ、次いで、横倒しになった。

　レオも投げ出された。

　頭を強く打った。その拍子に兜かぶとが外れて、路上を転がった。その兜を蹴り飛ばす勢いで迫ったのは、ヘイデン・スウィフトを乗せた馬だった。
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「ここまでだな」

　レオの眼前で馬を止めたヘイデンが、公子の頭上から声を放った。

　次々とほかのアリオン騎兵も合流してくる。レオは囲まれた。

　ヘイデンは典てん雅がな微笑ほほえみを浮かべて、馬から飛び降りた。腰に差した剣を抜く。切きっ先さきを公子の顔へと突きつけた。

　頭と背中を打って苦く鳴めいをあげる以外なにもできないレオに、

「笑え」

　とヘイデンはいった。

「覚えているか？　貴公は、このわたしにそう命じたのだ。そのあとなんといったか。そう──『かかってこい、このぼくが返かえり討うちにしてやるう』だったかな」

　少年の声こわ音ねを真似してみせたヘイデンに、周囲の騎馬兵たちが声を揃そろえて笑った。嘲あざけるためであれなんであれ、ヘイデンが他人を笑わせるために冗談をいうのはごく珍しい。要するに、これ以上はないというほど彼は上機嫌だった。

「わたしの『力』でどれほどのことができるかともいったな。ご覧のとおりだよ。寺院陥かん落らくはもはや時間の問題だ。しかしここへ貴公が来たということは、寺院の次は自分の国だという恐れがあったのだろう。アトール貴族たちにはない読みだ。そこは褒ほめてやるとしよう。が──さて、それで？」

　ヘイデンの笑い声にあわせて剣先が揺れた。

「寺院をなんとしてでも守らんと搔かき集めた兵があの数か。おまけに、見たところ、素人しろうとの集まりのようであるな。それでなにができる。大海に石を投じて波は紋もんを起こそうとも、力強い波の前では一いつ瞬しゆんで消え失うせるのみ。アリオンという大海に挑むおまえの『力』ではそのていどが限界ということさ」

「──」

　レオは応じない。ただ、弱々しい視線でヘイデンの顔を見あげるのみ。陽ひはいよいよのぼって、辺りを白く照らしはじめている。

「さて、どうしようか、レオ公子」

　ヘイデンはまるで少女のような仕草で小首を傾かしげた。

「生かしてやってもよいぞ。戦場で捕らえられた人質としてな。だがしかし、アトール公王は身代金を払うであろうか。以前のように知らぬ存ぜぬを貫いて、息子のおまえとて見殺しにするやもしれんな。それでもいいなら命いのち乞ごいをしてみせよ。が、わたしとて情けのない男ではない。そんな恥ち辱じよくなどごめんだというなら、いまこの場で殺して差しあげよう。しょせん、おまえがどの道を選んだとて、アリオンの、そしてアトールの辿たどる運命に変わりはない」

　そういってから、ヘイデンは剣をレオの頰ほおに突き立てた。柔らかな頰が裂さけて血が流れはじめる。

「さあ」とヘイデンは迫った。「選べ、レオ・アッティール。前にご教授差しあげたろう。貴き人じんは、覚悟がなければ剣を持ってはならぬのだ。その覚悟をもって、自分の運命を自分で選べ。さあ」

　ヘイデンが剣先をそろりとレオの頰から離した。すると、レオは震ふるえる声でつぶやいた。

「ぼくは」

「うむ」

「ぼくは、生きたい」

「左様か。では、人質になるというのだな。六年もアリオンで人質生活をつづけていたというのに、よくよく人質になるのが好きなお方だ」

　剣を引いたヘイデンが嘲ちよう笑しようすると、また騎馬兵たちがどっと笑い声を揃そろえた。

　するとレオも笑った。媚こびへつらって、命を長らえようとする種類の笑みではなかった。

「ぼくは生きる、生きたい」公子はいった。「ただし、おまえの『力』によって生かされるんじゃない。ぼくは、ぼくの『力』でもってのみ生きていく」

「なにを？」対するヘイデンは鼻でせせら笑った。「まだ減らず口を叩たたけるのか。命を救うといっても、手足ならばいくらでも切り刻んでやってもよいのだぞ、馬鹿めが」

　レオは微笑ほほえみを維持していた。

　いままでヘイデンに傾けつづけていた運を、天が少しでもレオにわけあたえたとするなら、それはこの一いつ瞬しゆんであった。

　味方の援軍があらわれたのではない。あらかじめレオが巡らせていた策略がまだなにか残されていたのかというと、それもちがう。天から雷が降ってヘイデンを討うっただとか、もちろん、そんな奇跡的な出来事などなに一つ起きはしなかった。

　ただ、レオが投げ出されて、アリオン騎馬兵に囲まれた、この位置。

　この位置からは、見えたのだ。

　丘きゆう陵りようの連なりも、建物や壁もなく、まだ薄うす暗くら闇やみに包まれている西の空に、黒い煙が立ちのぼっているのが、はっきりと見て取れたのだ。

　ヘイデンはレオが自分を見ていないことに気づいて、何気なく後ろを見やった。そしてレオと同じものを目もく撃げきした。

「あれは」と部下に何事か問いただそうとして、それからぎょっとしたように目を剝むいた。「あれは！」

「アリオン軍本陣」

　そう声を放ったレオへとすばやく向きなおる。

　また、このときになって周りがにわかに騒がしくなった。姿は見えねど、遠方から男たちの怒鳴り声が聞こえてくる。

「見てこい！」

　ヘイデンが部下の一人に命じ、馬を飛ばさせた。それから、レオのほうを鋭するどく見おろして、

「本陣だと。貴様──、そうか、本陣を襲おそわせて……」

「もう少しご出しゆつ立たつが遅れていたら、あなたも火に焼かれて、あの煙に魂たましいを吸われていたかもしれないな」

「馬鹿が！」

　ヘイデンは引いたばかりの剣の握りを改め、その柄つかの部分でレオの頰ほおげたを殴りつけた。首がねじ曲がるほどの勢いに、レオの口から血が飛んだ。

「なるほど、それがおまえの起死回生の策だったか？　だが、お生あい憎にくだったな。ほれ、おまえの意地汚い詐さ略りやくの炎で焼かれるはずのわたしはここで生きているぞ！」ヘイデンは両手を広げてげらげら笑った。「あんな急ごしらえの砦とりでがなんだというのだ。どうせすぐにでも寺院は落ちる。そこを乗っ取って拠点化すればよい。貴様らの兵が本陣を制圧していたとて、後続のアリオン軍と挟はさみ撃うちにしてやれば……」

「ヘイデンさま！」

　ヘイデンが走らせていた馬が早くも戻ってきた。

　その騎馬兵が早口で伝えた言葉に、ヘイデンは今度こそ色を失った。

「わが軍が退却しているだと？　なぜだ！」

　そう、アリオン軍はいまこのとき、コンスコン山から撤てつ退たいしているさなかであった。騎馬兵の帰りが早かったのも、集落から逸それてすぐに、山道を下っている灯あかりの列を遠目にできたからだった。

　ヘイデンが「なぜ」と問うたのも当然のことながら、状況を見れば、それもごく当然の答えが与えられた。

　きっかけは、コンスコン山に裏手から忍び寄った五百の手勢である。

　彼らは真っ先に本陣から立ちのぼる黒煙を目もく撃げきした。

　この兵たちは、ヘイデンが本陣を離れていることを知らない。おまけに、彼らは間かん者じやの案内にしたがって寺院を奇き襲しゆうする手はずであったのに、逆に伏ふく兵へいに囲まれて銃じゆう火かを受けている。

　隊長の判断でなんとか壊かい滅めつ的てき打撃は免まぬかれた。それどころか敵を押し返す一場面さえあった。しかし彼らが罠わなにかけられたのは事実。兵たちの念頭に、この戦いに関する疑問があったのはまちがいない。この先にも僧兵たちの罠があるのではないか──、いや、こうしておびき寄せられたということは、この戦い自体が寺院のしかけた罠だったのではないか──、という。

　その上で、本陣を焼かれた。

　無論、アリオン軍は敵の全容など知りようがない。自分たちが山におびき出された隙すきに、大規模な別働隊が動いたのだと見た。

　となれば、

「撤てつ退たい」

　の道を選ぶのは必然である。自国領を越えて攻めあがってきた部隊が、後方からの支援を失うほど恐ろしいものはない。

　彼らは僧兵の部隊に背を向けた。

　そして裏手が撤退しているという知らせは、ほどなくして前面のアリオン軍にも伝わった。情報は錯さく綜そうした。「本陣が襲おそわれた」と聞かされれば、

「指揮官ヘイデン・スウィフトが討うたれた」

　との誤報が広まり、「裏手の連中は僧兵の待ち伏せを受けた」と知れば、

「では敵には相当規模の兵が残されていて、それがこちらにも押し寄せてくるのではないか」

　と兵たちは恐怖した。

　つまるところ、唯一レオのしかけた罠を見抜いた裏手の部隊こそが、皮肉にもすべての引き金となったのである。

　アリオン製の鎧よろい兜かぶとがわれ先にと坂道を駆け降りた。鋼こう鉄てつの雪崩なだれのようでもあった。ヘイデンたちが耳にした騒ぎはこれである。

「馬鹿な、引き戻させろ！」

　ヘイデンは怒鳴った。さらに配下を飛ばして、自分の命令を諸隊に届けようとしたが、そのときには、レオに置き去りにされた民兵たちが口々に怒鳴りをあげながらこちらに接近していた。ヘイデン配下の兵にはなにほどのこともない敵であるはずなのに、味方軍がこぞって撤てつ退たいしているなかでは、こちらへ追いすがってくる僧兵たちの姿を暗示するようでもあった。

　この場にとどまっていては危険だ、と誰しもが思った。

「ヘイデンさま、ここはひとまずお引きを！」

「味方と合流して隊をととのえましょう。ヘイデンさまご自身がお顔を見せれば、彼らも士気を取り戻すはずです。寺院などはそのあとにでも十分攻め落とせましょう」

　ヘイデンは猛もう獣じゆうめいた唸うなりをあげた。レオをふたたび見やったとき、その顔にさらなる怒りの色が加えられた。

「なにを笑う」

「笑えといったのはあなただ、ヘイデン。だから笑うのさ」

「貴様──」

　この瞬しゆん間かん、ヘイデン・スウィフトは、生涯においてもっとも愚かな過あやまちをおかした。
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　レオ公子とて丸腰だったはずはない。なのに、武装もしていない、戦いの経験もまるでない子供を相手にするみたいな不注意さで、レオのもとへ身を屈かがめた。

　手にした剣で刺し殺すつもりだったか、せめて人質として捕らえようとしたか。

　レオはこの瞬しゆん間かん、口を尖とがらせた。

　恋人に口づけをせがむようなその唇から、血の糸を引いて吐き出されたのは彼自身の歯である。

　先ほどヘイデンに殴られたときに折れたものだ。

　それが、ヘイデンの目に命中した。彼が目を押さえてひるんだその瞬間、レオは腰から剣を抜きざま、真っ向から斬きりおろした。

　レオとて長く訓練を受けた身である。無防備の相手を斬るのに誤ることはない。

　一いち撃げきは、見事にヘイデンの脳天をかち割った。

　とどろく悲鳴は、彼のものではなく、配下の騎馬兵たちが発したものであった。

　ヘイデン・スウィフト自身は、声を発することもなく、まるで高いところから落とされた人形のように頼りなく首を左右に傾けて、それから白目を剝むいて腰から崩れ落ちた。

　即死に近い。

　ヘイデンは、しかし死に至るまでの、一秒にも満たない時間──白濁の波が高々とあがって、彼の意識を連れさっていくまでの、そのわずか一瞬で、多くのことを考えた。

（死ぬ）

　とまず、彼は思った。

　あり得ない、とも思ったが、この一瞬のなかにおいては、ヘイデンは驚くほど物事を素直に受け止めることができたから、あり得ないはずはないのだ、とすぐさま取り消した。

　彼はそして、自分を討うったレオ・アッティールのことを思った。

　それ以外のことは考えなかった。両親のことも、妻のことも子供のことも、アリオン王のことも、そしてあれほど執着したフロリーのことも、死を直前にしたヘイデンの意識からはあっさり掃はき出されていた。

（レオ・アッティール）

　出陣前夜、アトール公国第二公子に因いん縁ねんめいたものを感じたヘイデンであった。

　が、レオ公子の存在を運命的なものとして意識させられたのは、なにもあのときが最初ではない。ヘイデンにはわかっていた。認めようとしなかっただけなのだ。

　あの、いまや懐なつかしきクロード・アングラットの城で、はじめてレオ・アッティールと会ったとき。

　本能的に、

（似ている）

　と思った。ほかならぬ自分に。

　すなわち、この両者は互いに同じものを見て取ったのである。

　だからだろう。レオの態度に、その声に、その存在そのものに、ヘイデンは無む性しように苛いら立だつものを覚えた。

　だからだろう。さして酔ってもいないのに、アトール公子を人前で嘲ちよう弄ろうするような真似をしたのは。

　だからだろう。

　諸事に倦うんだこのヘイデンが、この短い期間、恐ろしいまでの情熱を傾けて走り抜けてきたのは。

（だから──）

　ヘイデンはもうそれ以上を考えることはできず、地面に背中をつけて、それから二度と動かなくなった。

　アリオン騎馬兵たちは驚き、そしてレオ公子に復ふく讐しゆうの槍やりを放つべきか、いますぐここを去るべきか、一いつ瞬しゆん迷いあぐねた。

　その一瞬で十分だった。腰から崩れ落ちたヘイデンと対照的に、レオ公子はすっくと立ちあがって、いま人ひとりの命を奪ったばかりの剣を掲げた。

「敵将ヘイデン・スウィフト、討うち取ったり」

　レオ公子は喉を反そらして叫びをあげた。

「われわれの勝利だ。敵残党勢力を一帯から駆く逐ちくせよ！」

　この猛たけ々だけしき命令に、「おおっ」と声を揃そろえられたのは、こちらへ駆けつけてくる民兵たちばかり。

　が、まぎれもなく指揮官たる姿をあらわしたレオ・アッティール、その掲げた剣の向こう側から、千せん軍ぐん万ばん馬ばの手勢が押し寄せてくるように、アリオン騎馬兵たちには見えた。

　総司令官ヘイデンを失った以上、もはや勝ちはない。命を守る術すべは自分の行動以外にはなかった。結果、

「退ひけえっ」

　騎馬兵たちは次々馬ば首しゆを巡らせて、土つち煙けむりをレオ公子に浴びせながらその場を駆け去っていった。
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　寺院僧兵のカミュは、敵が撤てつ退たいしていくさまを山門の脇から見おろしていた。

　裏手の敵が退いたあと、カミュはすぐさま隊をまとめて前面の援えん護ごに加わっている。この新手の登場が情報の錯さく綜そうを呼び込み、前面のアリオン部隊はすでに全体が瓦が解かいしたものと思い込んで、こちらも速やかな撤退を開始した。

　山道のあちこちで僧兵たちが腕を振りあげている。

　ひざまずいて、十字を切る者たちも多数。

　ある者は高笑いをし、ある者は人目もはばからずに泣いた。いままでの戦いで多少経験を得た者などは、

「いや、まだ油断してはならん」

　とばかりに自分の隊を引きしめにかかっている。

　カミュは、そのいずれもしなかった。

　しばし肩で息をしながら、アリオン兵の背中を見送ったのち、

（いくか）

　山道を登りにかかる。槍やりで身体を支えていたが、太ふと腿ももを負傷したのとは別の理由で足が重かった。

　計算ちがいが生じはしたものの、おおむねは、目もく論ろ見みどおりに事が運んだ。

　しかしカミュには勝利に酔いしれていられる間はなかった。彼には、まだ最後の仕事が残されている。

「やったな！」

「神のご加護だ」

　声をかけてくる同どう輩はいたちに肩を叩たたかれながら、しかしカミュは応じず、ただ黙々と足を運ぶのみ。

　目指す先は、頂上にある聖堂本ほん殿でん。尖せん塔とうからそそりたつ十じゆう字じ架かが見えてきた。信仰の象しよう徴ちようであるはずのその十字架を、なぜかカミュは正視できない。

　聖堂周辺は、この山にわずかばかり残されていたノーマ配下の兵でかためられていた。カミュを通じてレオの命令がいきわたっている。

（ログレス司教のいらっしゃる聖堂を警備し、何なん人ぴとたりとも出入りを許すな）

　という。これは司教本人にも伝えてあって、

「御山にはまだ、アリオン軍の間かん者じやがまぎれ込んでいましょう。それも複数。戦いに乗じて司教のお命を狙ねらってこぬとも限りません。戦いのあいだは必ず聖堂内にいてくださいませ。一歩たりとて外に出てはなりませぬ」

　カミュが念を押している。ログレス司教も了承した。

　アトール兵たちに確認すると、聖堂から出入りした者はないという。つまり司教はこのなかに必ずいる。

「では、いくか」

　と兵が槍を揃そろえて、聖堂内に入ろうとするのをカミュが止めた。

「どうした」と兵が怪け訝げんな顔をしたのち、その顔に警戒の色を浮かばせた。「アリオンに勝利できたからと、気が変わったのではあるまいな。この勝利などは一時的なものでしかないのだぞ。あとのことを考えれば──」

「わかっている」

　カミュが荒々しく兵の言葉を遮さえぎった。「この戦いで勝利を得たとて、それは一過性のものに過ぎない」などとは、レオ公子がカミュを通じてこの兵たちに徹底させたものである。いまさらいわれるまでもない。

「ただ、まずはおれ一人でいかせてくれ。いきなり槍やりを揃そろえて司教を脅きよう迫はくするような真似などしたくはない。おれの口から、伝えさせてほしい」

「あまり時間は取れないぞ」

　兵が辺りを気にした。いまはまだ敵が撤てつ退たい中ちゆうであるから、僧兵や信徒の大半は持ち場に残っているが、敵の背中が見えなくなれば、ほどなくしてこの聖堂周辺に人が集ってこよう。

「それも、わかっている」

　カミュは短く応じて、建物内部に足を踏ふみ入れた。

　人ひと気けのない通路を歩いていく。

　カミュに残された最後の仕事とは、ログレス司教の身み柄がらをこのコンスコン寺院から移送することにある。

　レオ公子がグィンバー城において打ち明けた計画のうち、カミュがもっとも反発したのがこれである。

　レオは、ただ単に攻め寄せてくるアリオン軍を撃げき退たいできればよい、とは考えていなかった。

　これはパーシーも、そしてカミュ本人も同様である。

　千の兵を打ち払ったとて、アリオンには万単位の兵力が残されている。これを矢や継つぎ早ばやに繰くり出されれば、あるいは数万の兵で一いつ気き呵か成せいに押し寄せられれば。──この一回の勝利などはなかったことも同然になる。

　その、ただ一回の勝利において、アリオンと寺院の騒乱そのものを終局に導くには、二人の人物が重要になる、とレオはいった。

「一人は、ヘイデン・スウィフト。寺院に兵を差し向けるよう、王に進言した男だ。すべての引き金であるこの男を討うたねば、アリオンは寺院への攻撃をやめようとはしないだろう。逆にいえば、この男さえ討ち取れば、実りの少ないこの戦いをつづけたいと思う御ご仁じんなど誰もいなくなるはずだ」

　そこまではカミュも納得できる話だ。が、問題なのはこのあと。

「そして二人目は、ログレス司教」レオ公子は一いつ拍ぱくの間を挟んだのち、語を継いだ。「アリオンでは、『司教がアリオン王族を呪のろった』などと噂うわさになっている。またそれ以前からも、『司教はアリオンの政治に口出しするようになった』、『コンスコン寺院において自由市場を設けて、さらに僧たちに武装させており、アリオンとは切り離した独自の勢力を築いている』などと国内で批判されてもいた」

（そんなものは誹ひ謗ぼう中ちゆう傷しように過ぎぬ）

　カミュは思ったが、そのときは口出ししなかった。この直前にレオが語った、ディティアーヌの軍を騙だまし討うちにするという計画のほうに気を取られていて、すでに爆発寸前になっていたこともある。が、

「たとえ一時的に戦いを終わらせることができようと、司教その人がコンスコン山にいる限り、アリオンの反感、敵意は避さけられない。そこで──、アリオン軍を討ったのち、司教にはいったんコンスコン寺院司教の座を退しりぞいてもらおうと思う」

　レオの言葉に、カミュは愕がく然ぜんとなった。さらにレオはつづけて、

「この戦いで亡くなった者たちの魂たましいを慰なぐさめるため巡礼の旅に出る、という意味の文書をアリオン王宛てに書いていただこう。司教ご本人は、そのまま寺院から行方をくらませていただきたい。もっともこれは表向きのことで、実際はこのグィンバーの教会に移っていただく。ほとぼりが冷めるまで、寺院には適当な後あと釜がまを据えればいい。アリオンはこれを寺院の『譲じよう歩ほ』として受け取るだろう。戦いの大義を失い、同時に一応のこと面めん目ぼくの立ったアリオンはこれで──」

　ここで、カミュの感情が一気に解き放たれたのだった。

（それでは、まるでログレス司教ご本人が争いの元凶のようではないか！）

　そう思えばこそだったが、その後、レオとのやり取りによってカミュは計画を了承した。せざるを得なかった。レオの計画に反発する気持ちそのものは残っていたが、寺院とアリオンの争いに幕を引くにはそれしかない、とも思えた。

　レオ公子が口にしたように、もともとこの戦いはアリオン王族を呪のろった司教への『無礼討ち』という側面がある。その司教当人が寺院を去る、というのであれば、アリオンも軍を差し向ける大義を失うことになる。

　カミュとて、現実が見えてはいる。いくら自分が鉄のような信念を抱いだいて槍やりを振るいつづけたとて、犠ぎ牲せい者しやは増えるばかり。いずれ寺院は燃え落ちよう。それでは、またもカミュは『力』の前に屈くつしたことになる。

（信念や思いだけでは──理念だけでは、『力』に抗あらがえない）

　これは、トム修道院長の言動や、おのれ自身の経験からも、痛感していることである。

　司教を移送させるこの計画は、司教当人にも、寺院僧の誰にも話していない。反発する意見があがることはまちがいなく、大事な作戦を前にした寺院にむざむざ亀裂を入れるわけにはいかなかったからだ。

　カミュは、せめて自分が伝える役目を担になうことにした。司教はどんな反応をするだろう。納得してくれればよし。が、もしもこれに抗ったならば。

（いたしかたない。寺院の──そこに住まう大勢の者たちの──未来のためだ。力ずくでもお連れするしかない。司教のお怒りも、咎とがも、すべておれが一身に引き受けよう）

　覚悟を固めかけたとき、通路の左手側──礼拝堂に通じる道のほうで人影が動いた気がした。

「司教？」

　カミュは声をかけた。聖堂内部にはログレス司教しかいないはずだ。が、一いつ瞬しゆん見えたと思おぼしき人影は、すうと消えていった。

（気のせいか？）

　先を急がねばならない。カミュは階段をのぼり、司教が普段詰つめている私室へ赴おもむいた。

　固い木材を用いた扉を叩たたく。司教の名を呼んだ。返事がない。

「ログレス司教」

　もう一度声をかけてみる。静まりかえっていた。突然、激しい動どう悸きがした。カミュは嫌な予感を振り払うように、もう一度、「司教」と何気ない調子で呼びかけながら、扉を開けた。

　予想をはるかに上まわる惨さん事じがそこにはあった。

　ログレス司教は、愛用の机に上半身を突つっ伏ぷしていた。司教の服は血を吸って真っ赤になっており、その血は机の縁から下へと滴したたって、その先にやはり赤く染まった短剣がひと振り落ちていた。

　カミュは槍やりを取り落とした。駆け寄る。足の痛みなどは気にもならなかった。

　ログレスを抱きかかえる。すでに手遅れであった。司教は息を引き取っている。血は首筋からあふれ出ていた。床ゆかに落ちている短剣で切り裂かれたのだろう。

　血にまみれた身体とは対照的に、カミュは顔面を蒼そう白はくにさせていたが、司教を抱き起こした際、机の上に羊よう皮ひ紙しが広げられたままになっているのに気づいた。やはり血に赤く汚れたその羊皮紙には文字が連ねられてある。

　ほとんど無意識のままにその文章を追いかけたカミュの目に、遅ればせながら涙がこみあげてきた。




　コンスコン寺院が勝利の味を甘受できたのは、わずかなあいだだけでしかなかった。

　僧そう侶りよたちも、山に住まう大勢の人々も、やがて司教ログレスの死を知って、山中にこだましていた勝利の凱がい歌かはたちどころに驚きと嘆きの声とになりかわった。

　戦闘のあいだ、司教のいた聖堂はアトール兵がかためていたはずだ。彼らの警備に手抜かりが生じたのではない。司教は、自らの意思で命を絶ったのだ。

　カミュが見つけた文書には、ログレス最さい期ごの言葉がつづられていた。

　彼は、自分の信仰心にまちがいはなかった、とまず語った。

　だが、まちがいのない信仰の思いが、大勢の人々を犠ぎ牲せいにしてしまった、これもまちがいのないことである、と文面はつづく。

「この戦い、勝利を得られるにしても、敗北を喫きつするにしても、もはやこれ以上の争いや犠牲は無用。わが神への愛は、すでに証明された。わが教えを継いだ者たちもまた同様なれば、あとは信仰の思いを残すためにも彼らの存在が不可欠だ。そのためであるなら、もはやわたしの命さえも無用のものである」

　司教はその後、アリオン王との縁えんを懐なつかしみ、寺院復ふつ興こうのために力を尽くしてくれた王へ感謝の言葉を述べたあと、

「自ら命を断つことはわが教えのなかでも禁きん忌きなれど、あえてその禁を犯おかすことで背はい教きよう者しやの汚名を着よう。わが弟子たちよ、わたしの魂たましいは口にするも忌いまわしき地獄に堕おち、燃えさかる業ごう火かにて焼かれる責め苦を永えい劫ごうに味わうこととなる。わたしの名を讃たたえる必要はない。わたしをことさらに擁よう護ごする必要もない。わたしを憎み、罵ののしり、嘲あざ笑わらうその声に逆らってはならぬ。が、わたしが生を授かったときに与えられた苦難の道を中途で投げ出した男だからとて、そなたたちのなかに脈々と生きる信仰や教えまでもが否定されるものではない。それはもはやそなたたち自身の苦痛と受難とともに血の一滴にまで刻み込まれている偽いつわらざるものであり、この世の何者に対しても卑ひ下げすることのない、神聖なるものである。戦いは今日、終わった。ひとまずの戦いは。そなたたちがこれからはじめるであろう新たな戦いに、決して膝ひざを屈することなかれ。わたしは業火に焼かれてなお、神への祈りを欠かさぬであろう」

　そう結ばれていた。

　このログレス司教の遺ゆい言ごんを伝え聞いた僧たちは、皆、例外なく涙した。民衆たちも、十字を切りながら膝を折って、神への祈りを捧ささげた。

　それからややあって寺院に駆けつけたパーシー・リィガンも、司教の死を知った。

　彼は、まだ手つかずで放置されてあった司教の死の現場に赴おもむいて、カミュと同様、声を失った。が、われを忘れるようなことはなかった。彼は部屋の床ゆかを丹念に見てまわった。赤い足跡がいくつかついている。カミュのものだろう。司教の血がブーツについたのだ。

　と、赤々とした足跡からわずかに逸それた場所に、パーシーはこれも赤い──ただし血の色とはあきらかにちがう──髪の毛がひと筋落ちているのを見つけた。パーシーは部屋のなかに誰もいないのをすばやく確認すると、その髪を拾いあげて懐ふところにしまった。

　ほどなくして、レオ・アッティールもコンスコン山に到着。

　公子が自らの手でヘイデン・スウィフトを討うったということが広まって、山中を覆おおっていた悲しみの雲がほんのいっときではあるが、さっと取り払われた。朝もやの漂う木々のあいだから獣けものの咆ほう哮こうにも似た歓かん呼この声があがって、「英雄」としてレオの名が讃たたえられた。

　レオは、カミュとパーシーから報告を受けた。

　司教が自決したことを知ったレオは馬からおりて、洗礼式以降、生涯ではじめて十字を切った。

　が、彼は悲しみや感かん慨がいにふけっている間はなかった。

　すぐさま、『最後の矢』を放たねばならなかったからである。




　アリオン軍は潮が引くがごとくにコンスコン山から撤てつ退たいした。

　焼き払われた本陣を踏ふみ越えて、本国に帰還。

　と、その彼らのあとを追うようにして、ログレス司教の死を伝える報がアリオン国境を越えて王都にまで届いた。

　最初は「アリオン王が暗殺者を放った」との噂うわさが流れたが、のちに「司教の自決である」と訂正された。

　そのことを誰よりも強く証明する男がいた。彼は、アリオン部隊のあとを追いかけた司教の話を、さらに後方から追いかけるかのように国境を越えた。

　レオ・アッティールその人である。

　彼は、コンスコン山からアリオン軍が撤てつ退たいした直後、わずかな供の者のみを引きつれて、よしみのあるクロード・アングラット将軍に連絡を飛ばし、クロードの承しよう諾だくを待ってからアリオン領内へと入った。

　しばしアングラット領に逗とう留りゆう。その間、クロードは王都に書状を出した。

　書状を受け取ったアリオン王は、沈黙した。

　ヘイデン・スウィフトは彼の友人であった。その友人が、勝利をおさめるのにまちがいないと思われていた戦場で命を落とした。しかも、聞けばレオ・アッティール公子の手で討うたれたという。

（アトールめが！）

　王は激怒した。

　この王には、まだ感情の赴おもむくままに突っ走りかねない若さがある。国内に散っている部隊を急いで取り集め、寺院を素通りしてでもアトールを叩たたいてやろうか、などとわめき散らした。

　が、直後、ログレス自害の知らせが入ってきて、国内に大きな動揺を招いた。なおも伝わってきた話によれば、アトール公子はアリオン追つい撃げきのために部隊をまとめている最中であったが、司教の自決と、それが戦いをやめさせるためであったことを知ると、兵を率いての出しゆつ立たつを取りやめにして、この『偉大な殉じゆん教きよう者しや』のために、コンスコン寺院でひと晩中祈りを捧ささげたという。

　この行為は、アリオン国内の十字教信者たちによって大いに賞賛された。

　それに加えて、レオ・アッティール当人が、司教の遺ゆい言ごんがしたためられた書状を携たずさえて王都に赴く用意がある、と伝えられては、アリオン王もうかうかと復ふく讐しゆうのために軍を起こすような真似はできなくなった。

　国内の事情だけでなく、ディティアーヌがこの機に乗じてアリオン領に侵攻しようとした、という事実があった。クロード・アングラットの活かつ躍やくによって未然に阻そ止しできたものの、当然、アトールとディティアーヌでは、後者のほうが脅きよう威いとしてははるかに大きく、むしろ鼻息の荒いアリオン武人たちは「ディティアーヌ許すまじ」とこちらのほうに敵てき愾がい心しんを向けている。

　アリオン王は一いつ瞬しゆんの沈黙ののち、

「会おう」

　といった。

「ただし、公子に、遠路はるばる王都にまでお越しいただくのも心苦しい」

　として、アングラット領と王都のちょうど中間地点に位置する、ジェスターという土地にて会うことになった。

　城下に湖を抱える、風ふう光こう明めい媚びな土地である。湖のほとりには王族の別荘が建ち並んでいて、外国からの貴き人じんを招く際にも用いられることが多い。

　今回は、湖内の島に建つ古城での謁えつ見けんとなった。

　由ゆい緒しよがある。

　魔ま道どう王朝の高祖ゾディアスの孫が、美しい愛妻のため、魔法で石を運んでひと晩で築きあげたという城だ。その外観は、湖にて羽根を休める白鳥の愛らしさにも喩たとえられる。

　アリオン王ヒュー＝ジャール・ジャミルと、アトール第二公子レオ・アッティールは、その城における謁見の間で向かいあった。

　壁際には貴族たちが居並んでいる。ジェスター在住の者のみならず、レオ公子とやらをひと目見ようと王都からわざわざ足を運んできた者たちも多い。

　人々は、子供のような顔をしたレオ公子に驚きを隠せなかった。また、レオ公子は十字教の修道僧が着るような裾すその長い貫かん頭とう衣いに身を包んでおり、胸には十じゆう字じ架かをさげていた。物静かな声でアリオン王に挨あい拶さつを述べたのち、ログレス司教が残した書状を差し出した。

　召使いづてにそれを受け取った王は、血にべったりと汚れた羊よう皮ひ紙しにまず眉まゆをひそめた。

　書状の文面を目で追うこと数秒。

　司教自身の血で赤々と縁ふち取どられたその文章を王が読み終えたあと、くるくると丸められた羊皮紙はふたたび召使いの手を伝ってレオのもとに返された。

　レオはやはり静かな声こわ音ねでいった。

「司教は、最後の最後まで志し操そう正しきお方でした。今回、わたくしも十字教の信徒として、その司教の志に打たれて兵をも動かしましたが、アトールにはもとよりアリオン領に危害を加えようなどというつもりは毛頭ございませぬ」

　アリオン王はどっしりと椅子に腰を据えたまま、

「アリオンにも、ことさらに隣国と事を構えようという意図はない。ログレスのことをはじめ、こたびのことはあれこれと不運が重なった。われはそう見ている」

　そう返した。

　繰りかえすが、アリオンは、司教の死によって軍事行動の意義を失った。ヘイデンを討うったレオ自らアリオン領に入り、王に拝謁したことで、一応の面めん目ぼくも立った。当然、アリオン王もそういう帰着を望んだからこそ、レオと直接会う気になったのである。

「時に、レオ公子」謁見のほとんど最後になって、アリオン王がいった。「貴公はわが国に六年以上も逗とう留りゆうしておきながら、こうして、われと顔をあわせるのははじめてになるな」
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「は」

「もう少し前に知りあっておけばよかった。いまはそう思うぞ」

「──は」

　レオ・アッティールはうつむいて恐れ入るばかりである。

　と、そこへとことこと小さな足音が近づいてきた。レオが目をあげると、真っ白い肌をした男の子が傍かたわらに立っている。レオと視線があうと、

「おまえか？」

　と甲高い声で問うた。

「これ、カセリア」

　玉座から王が声をかけるのを、その男の子は気にしたふうもなく、しげしげとレオを眺めまわしながら、

「おまえがアリオン軍をやっつけたのか」

　とやはり高い声でいう。歯が何本も欠けており、衣服も泥どろにまみれていて、いかにも遊びたい盛りの子供そのものだが、

（カセリア。そうか、この子がアリオン王子か）

　レオも、名前は知っている。

　齢よわい七つ。生まれ落ちたばかりのとき、生死の境目をさまよったと聞く。それを救ったのがほかならぬログレス司教であったのだ。

（司教に真実、神の奇跡がそなわっていらっしゃったのか。それともただ単に偶然であったのか。いまとなってはわからない）

　レオが無言でいると、

「いい気になるなよ」カセリアは、そばかすだらけの頰ほおを赤く染めながら叫んだ。「まだおまえはおれをやっつけていないからな。まだ、アリオンに勝った気になるのは早いんだ」

　叫ぶばかりか、レオの脚を蹴けり飛ばした。

「カセリア！」

　さすがに王がとがめる声をあげたので、人々の列のなかから世話役の侍女たちが飛び出してきた。

「王子、こちらへいらっしゃいませ」

「美お味いしいお菓子とお茶を用意しましたので、どうぞこちらへ」

　口々になだめすかしながら、室内を逃げまわる王子をどうにか捕まえようとする。

　アリオン王は苦りきった顔で嘆たん息そくした。

「どうにも甘やかしてしまった。許せ、レオ公子」

「神の御み心こころのままに」

　最後の最後で、レオはほんの少しの茶目っ気を見せて、十じゆう字じ架かを掲げた。
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　これが、レオの放った最後の矢であった。レオ自身が矢となって、いったんの幕引きをはかったのである。

　レオにしてみれば、戦場にて放った矢に加えて、これは『第四の矢』である。

　しかし、コンスコン山を巡る戦いを、人ならぬ『天』の視点で見おろすことができる者がいたなら、

「レオ公子のアリオン来訪は、アトール側にすれば『第五の矢』である」

　と見たかもしれない。

　では、第四の矢とはなんであるのか。何者が放ったか。

　いまは、数少ない当事者しか知るすべがない。




　噂うわさは、アリオンに広まったのと同じ時期に、アトール領内にも風のように吹きわたった。

　次から次に明かされる事実の数々に、人々は、驚き、青ざめて、恐怖した。そしてアリオン王とレオ公子の謁えつ見けんが平和裏に終わったことが伝えられると、人々はようやくのことで安あん堵どし、そしてもう安全だと知った上でならば、レオ公子が寺院に駆けつけてアリオン軍を打ち払ったという話は大層爽そう快かいなものに聞こえて、瞬またたくうちにレオを讃たたえる声が領内に満ちた。

　が、それを好意的に受け取れなかった者もいる。

　まずはディティアーヌだ。

　上層部が「なにほどのこともない任務」と信じて送り出したアーサー・コースブルクは、先発隊三百とともに討うち死じに。ディティアーヌ領の誰もが耳を疑った。アーサー率いる聖薔薇サーガイア団だんは寺院に詰つめるだけの任務であったのに、そのような結果があり得るはずがない。

　レオ・アッティールはアリオンへ発たつ直前、ディティアーヌへ書状を送っている。それによると、聖薔薇団が飛空船で降り立とうとしたときはすでに戦端が開かれており、アーサーは「この義戦においてディティアーヌの意気を示さん」として、自らアリオン領に深く切り込むという作戦を決行した。敵を本陣と分断させ、侵攻軍の気勢を削ごうという目もく論ろ見みがあったが、これにいち早く気づいたクロード・アングラットの部隊によって待ち伏せを受け、あえなく壊かい滅めつの憂うき目めにあったのだという。

　レオは、コンスコン寺院の勝利はアーサー・コースブルクの勇気によるところが大きい、と讃えて、感謝の言葉を添えた。

　ほぼ同じころ、コンスコン寺院の代表代理からも、それと似たような内容の書状がディティアーヌに届けられている。こちらには、アーサーを聖人の一人として寺院にて祀まつりたい、という要望が添えられていた。

　ディティアーヌとしては完全に狙ねらいが外れた。近いうち、今度はアリオンからの連絡が来ることになろう。そのときの言い逃れを考えねばならず、となれば、アトールに対してもあまりうかつな発言はできない。彼らは、アトール、寺院双方に勝利を祝する書状を送りかえすに留めた。

　が、これでおさまらなかった人物がいる。

「馬鹿な！」

　青ざめた顔で叫んだのはバール司教である。アーサーとともにアトールへの使者役をつとめた彼は、

「わたしは、アーサーに戦線に立つなと念を押していたのだ。それが敵陣に攻め入ろうとしただと？　おまけに都合よくアリオン軍の待ち伏せを受けただと？　な、なにより、部隊が一人の生き残りもなく壊滅などとは！　そんなことがあり得ようはずがない。アリオンとて、ディティアーヌの情報やら身代金やらを目当てに何人かは人質にするはずだ。彼奴きやつらはアトールと示しあわせている。口封じのために部隊を皆殺しにしたにちがいない！」

　いまにも額ひたいに浮き出た血管から血を噴ふいて倒れるのではないかというほどの勢いでまくし立てたが、彼一人が騒いだところで、ディティアーヌの方針は変わらなかった。

「おのれ」

　バールはついには血の涙をこぼさんばかりに顔を真っ赤な色に染めて、教会の聖せい壇だんにおいて恐ろしげな宣誓をおこなった。

「アーサーを殺した者どもに、必ずや神の鉄てつ鎚ついを下してやる。いや、直接アーサーの殺害に関与したのはアリオンだが、真実、憎むべきはアトール、そして、レオ・アッティールだ。あの小僧め、われらにすがりつく振りをして、内心では嘲あざ笑わらっていたのだな。子供のような顔をしながら、アーサーを悪魔の供く物もつに捧ささげたのだな。見ておれ。必ずや、必ずや、悪魔に憑つかれた貴様の首を、この聖壇において高々と掲げてやるからな！」

　そして、もう一人。

　レオ公子の活かつ躍やくをこころよく思わなかった人物とは、マグリッド・アッティール。そう、ほかならぬレオ公子の父であった。

　彼は、今回の騒乱に関する知らせを次々と受け取り、全容があるていどあきらかになると、驚き、おののき、そして怒りに打ち震ふるえた。

　その怒りたるや、あるいは友人を討うたれたアリオン王に匹ひつ敵てき、いや上まわりさえしたかもしれない。

　マグリッドはすぐさまレオをアトール宮殿に帰還させた。

　すでにその活躍話が噂うわさになっていたティワナにおいて、レオはこれまでにない歓待を受けた。

　以前も似たようなことがあったが、それはアリオンから逃げてきた直後のことだ。いまや、そのアリオンを打ち倒した英雄である。レオは路上を闊かつ歩ぽしていく馬上にあって、民の張りあげる歓かん呼この声を雨のように浴びた。

　アトール公王家を示す紋もん章しようとともに、青い空の下、涼やかな風にはためく十字の旗。これは、レオ・アッティールを象しよう徴ちようする旗となって、以降、アトール領民の印象に強く残ることとなる。

　マグリッドは、「体調が優れぬ」として表向きはレオと会おうとはしなかった。が、その晩、すぐに公子を居室へと呼びつけた。室内にいるのは長男のブラントンだけである。

「これはどういうことだ！」

　怒りの声をあげる父王に対し、レオは長い申し開きをはじめた。

　まず、レオは、グィンバー城にて洗礼をおこなった直後、コンスコン寺院のログレス司教から書状をいただいていた、と明かした。

「十字教信者としてのわたしに、ログレス司教から直接救援を乞こう内容でありました。読み終えたとき、わたしは震えました。司教は、すでにそのとき自決のことを考えておられたのです。ただし、自分一人の命を捧げただけでアリオン軍がその野心や欲望を取りさげるとも限らない。だから、最低限、信者や民を守るだけの兵を出してはいただけぬかと──」

　が、当然のこと、レオ公子が自由にできる兵力などはごく限られている。

　そこで、「洗礼を受けた公子に直接お会いしたい」と再三述べていたディティアーヌの使者に「個人的な挨あい拶さつをする」という名目で会うことにした。

「そこで、独断にてディティアーヌの援軍を頼んだというか」

　マグリッドは眉まゆを逆立てた。

　が、これに関しては、公王も、レオへの糾きゆう弾だんとはまたちがう点において憂ゆう慮りよを有していた。

　レオの独断で許可を受けたディティアーヌの軍事部隊は、飛空船でアトールの領内を堂々横切っていったという。

　マグリッドの憂慮は、これに関する物もの見みの報告がまるで入ってこなかったことにある。

　たとえば騎馬軍団や歩兵集団がアトール領に無理矢理押し入ろうとすれば、必ずや砦とりでや都市、そういった拠点が各々広げている監かん視し網もうに引っかかる。しかし飛空船となると、いままでのような監視網だけではとらえきれない、ということを、この一件が如によ実じつにあらわしていた。

（これでは、いつなんどき、飛空船の大部隊がティワナ上空にあらわれるか、わかったものではない）

　兵を運べるだけの大型飛空船があらわれた以上、いくさの仕方そのものも変わってくるということだろう。

（海を抱える国にはどうしても海軍が必要になる。敵に攻め込むためだけでなく、領海を敵の手から守るためにも。それと同様、もはや各国が共通していただく空においても、『空軍』とやらが必要になるのか）

　マグリッドは新たな脅きよう威いに触れた思いがした。

　レオはさらにつづけて、

「わたし自身が兵を率い、寺院の救援に向かったのも、まぎれもなく独断であります。お許しを、父上──いえ、公王陛下。しかし、わたしにどうして寺院の苦難を見過ごせましょう。司教の命をも賭とした頼みごとを断れましょうか。いままで、このわたしレオ・アッティールはアリオンに出されたちっぽけな人質でしかなかった。そのわたしを、男として、ただ一個の武人として、同じ神をいただく信者として認めてくださり、頼みにしてくれた司教の願いを、どうして」

　レオは巧みであった、といってよいかもしれない。

　レオはこのとき、あえて、自己陶酔的なダンディズムを覗のぞかせたのではあるまいか。

　今回の騒動を、「策を巡らせた公子が、見事、父の公王をすら欺あざむいて事をなした」というより、「公子は利己的な英雄願望をかなえたいばかりに独断で動いた」というように見せかけたのだ。アリオン軍撃げき退たいなどは、結果的にそうなったに過ぎない、と。

　だから、

「馬鹿者！」

　マグリッドの叱しつ責せきなど、レオには想定内のものであったかもしれない。

「おまえは国王にでもなったつもりか。おまえの勝手な行動のために、アトール領土はいまごろアリオンの軍ぐん靴かに踏み荒らされていたのかもしれんのだぞ。男として、武人として、信者としてだと？　おまえが抱えるそんなちっぽけな誇りと、アトール領民たちの命が釣りあうとでもいうのか！」

　レオは平伏せざるを得なかった。

　人のよいブラントンは、こういうとき必ずレオの擁よう護ごにまわってくれた。「弟の気持ちもわかる」とし、「弟はまだ若い。これから多くを学んでいくことでありましょう」とつづけながらも、

「ただし、レオ。独断でアリオン国王と謁えつ見けんしたのは、さすがにいきすぎた行動であるぞ」

　とたしなめた。

　レオの行動は、正直にいえば「いきすぎた」などという言葉ですら生ぬるいものであろう。

　が、こうして面前に呼びつけて、父としてレオを叱しつ責せきすることはできたマグリッドであったが、公王として公子を表向きに処罰することはできなかった。

　一つには、事態が大きすぎた。

　レオが兵を率いてアリオン軍と戦ったというこの事実が、もし父王の意図でないものだと公おおやけになったのならば、国内どころか公王家そのものがまとまりを欠いていることを露あらわにする。諸しよ侯こうらのこれ以上の台頭を許すことにもなりかねず、また、つけ入る絶好の好機として、それこそアリオンやディティアーヌのよからぬ介入を招くことも考えられる。

　そして一つには、レオ公子の行動によって寺院が守られた、という結果がある。アリオン王と個人的に謁見したことによって、アリオンとこれ以上関係がこじれることも避さけられた。アトールが置かれている現状において、これ以上の成果は望めないとすらいっていい。実際、民衆はレオを英雄視しはじめていた。

　最後の一つとして、レオはアリオン将軍の娘と結婚を控えた身である、ということだ。

　アリオン王がレオを領内に迎え入れた理由として、これがあったのはまちがいない。

　フロリーとの結婚もそうなら、レオは、アトール領内にはじめて設けられる十字教教区とも深い関わりがある。これから、レオはあらゆる意味でアリオンとの橋渡し役を担になうことになろう。やや大げさにいうなら、いまやレオの存在そのものがアトールの命綱である──と、そういう見方すらできた。

　ゆえに、レオを表立って処断することは、いまの公王にはかなわない。

　レオを散々に叱しかりつけ、彼をいったんさがらせたあと、マグリッドは深々と椅子に腰かけて長い長いため息をついた。

　小こ姓しようを呼びつけ、酒の支度をさせながら、

「いまからでも、レオには世話役をつけるほうがよいかもしれんな」

　マグリッドは誰にともなくいった。

「あるいは、結婚の直後にでも、十字教の僧として教会堂に押し込めておくべきか。いずれにしても、放置しておけば危あやうい存在になるやもしれん」

　マグリッドは酒杯を手にした。

　親子の間柄であっても、成長期の六年を離れて過ごしていた関係上、公王にレオの素性はわからない。

　だから、父親でありながら、レオのこの短期間での変へん貌ぼうぶりに驚かずにすんだ。

　すなわち、

「レオが変わった」

　というより、

「もとより危あやうい素質のある息子だった」

　という受け止め方をした。

　それがのちのち、二人の関係に大きく影響していくこととなる。




　レオ・アッティールはこうしてヘイデン・スウィフトとの戦いに勝利した。

　このころ、レオ本人のもとにもコンスコン寺院から感謝の礼状が送られている。それによると、ログレスの側近に等しい存在であった司祭が、新たに寺院司教の座につくこととなったという。カミュは一介の僧兵からその補佐役の一人へと大きくなりあがった。これはグィンバー教会との連絡役をも兼ねている。カミュと妹のセーラは、いったんアトールを離れ、「情勢が落ちつくまでは」と寺院に留まることになっている。

　セーラは、そのことをレオに告げる際、

「わたしが不在で寂しい思いをするクオンをどうぞよろしく。あの子犬ちゃんは目を離すとすぐにどこかへいってしまいそうなので、首輪などをつけて可愛がるとよろしいかと思いますわ」

　などと余計なことを、わざとクオンの耳に入れるような大声でいった。

　クオンの激怒をパーシーは苦労してなだめていた。

　レオ公子が、そのクオン、パーシー両名を供にして、ティワナをあとにしたのが、公王から叱しつ責せきを受けた半月後。

　ふたたびグィンバー城へと向かった。

　教会堂建設がどこまで進んでいるのか見ておきたかったためであるが、そこにて、レオは勝利に水を差す報告を受け取った。

「公子殿下、申しわけありません」

　と、グィンバー城主サヴァン・ルーは白髪頭をさげた。

「護ご衛えいを兼ねた見張りを昼夜つけておいたのですが──、彼らが一いつ瞬しゆん目を離した隙すきに」

　グィンバー城にて身柄を預かっていた、諸しよ侯こうダーレンの息子トーゴが殺された。

　背中から剣の一いち撃げきを受けていた。殺害者はよほど腕の立つ男だったと見えて、おそらくはその一撃でトーゴは即死していたはずだという。

　個人的ないさかいや、酔っぱらいの喧けん嘩かに巻き込まれたなどということはないだろう。刺し客かくだ。そしてそれを放ったのは、

（ダーレンか）

　レオは、洗礼式の際、なにくわぬ顔をしてこのグィンバーに姿をあらわした男のことを思った。

　あの大勢の人でごったがえす混乱のなか、あらかじめトーゴがいそうな場所にあたりをつけ、暗殺にふさわしい場所をも選んでいたのではないか、とも思える。

　トーゴという切り札を得たことでいったんはやり込めることのできたダーレン・アクティカであったが、ほかならぬその切り札を──実の息子を──手にかけたダーレンは、ふたたび厄やつ介かいな諸しよ侯こうの一人として息を吹き返してくるであろう。

　アトールの土ど壌じようがそうさせるのであろうか。

（なら）

　レオ・アッティールは城の居間から、遠くを眺めている。

（なら、その土壌をつくり変えるしかない）

　次なる敵は、アリオンでもディティアーヌでもなく──、

「アトール」

　レオの目が、居間に射し込む光を宿してきらめいていた。










　あとがき




　蜂、ネズミ、蜘く蛛も、コウモリ。

　……さて、突然列挙しましたこれら生き物たちの名前はなにを意味するでしょう？

　答え。

　アトール公国の各諸しよ侯こうが掲げる紋もん章しようのモチーフとなっている生き物たちです。あとあと物語本編に必ず出てくるので、皆さまにはぜひとも覚えておいていただきたい……、

　というのは真っ赤な噓うそ。

　本当の答えは、ちょうどこのレオ伝２巻を執筆している際、わたしを悩ませてくれた生き物の数々でありました。

　杉すぎ原はらはいったいどんな秘境に住んでいるのだ、という皆さまの驚きよう嘆たんはさておいて、なんとかそれらの障害（？）を乗り越え、無事２巻の刊行とあいなりました。たくさんの命に哀あい悼とうと感謝の念を捧げつつ、ひとまずは祝杯をあげるといたしましょう。




『レオ・アッティール伝』と銘めい打うたれているにもかかわらず、前巻はいまいち存在感の薄かったレオ第二公子ですが、今回は出番も増えて、物語の中心に据すえつけられたため、ひとまずは主役としての面めん目もく躍やく如じよといったところでしょうか。

　この物語の主役、すなわち〈ヒーロー〉はレオ公子でまちがいないのですが、ではそのレオと肩を並べるべき〈ヒロイン〉はいったい誰か？　となると……。




　──１巻を書きあげた直後の、編集氏との電話でのやり取り。

「原稿いただきました。この形で入稿しますので、そろそろイラストの岡おか谷やさんにも本格的な作業に入ってもらおうと思うんですが」

「あ。岡谷さんによろしくお伝えください。この前メールで送っていただいたキャラクターラフはとてもいい感じでしたよ」

「ええ。キャラの絵も出で揃そろってきたんで、そろそろ表紙のデザインも固めておきたいんですよ。まあ、タイトルどおりレオの存在は不可欠になるにしても、ほかに誰を登場させるべきか、ちょっと迷っていまして」

「パーシー、カミュ、クオンをずらずらっと並べて、『若き主従』をアピールするのが王道でしょうね。どこまでも男臭く、骨太で、筋肉と汗が絵から飛び出んばかりに……」

「ここは新作としてアピールするためにも、可愛かわいい女の子のキャラクターに華を添えていただくのが王道かなと」

「まったくそのとおりですね」

「（なんだこいつ）一つお尋ねしますが、この物語のヒロインって誰なんでしょう？」

「誰……なんでしょう」

「まあ、普通に考えればフロリーかな、と」

「うーん、フロリーはレオの婚約者になって、それから（※以下ネタバレにつき割かつ愛あい）……と、重要な役目を担うことにはなるんですが、出番としてはどうかなー、そんなにたくさん予定しているわけじゃないので、『物語のヒロインか？』と問われると微妙ですね」

「じゃあ、セーラ？」

「セーラも、まあ、出番は多くなるでしょうけど……（※ネタバレ割愛）……ですから、これもヒロインかといわれると」

「……えーっと、つまり、ヒロイン不在？」

「不在とはいいません。誰かが一方的に決めるのではなく、読者の方がそう思ってくれたキャラクターがヒロインなんです。人生という物語におけるヒーローが常に自分自身であるように」

「（うるせえよ）じゃあ、表紙はどうします？」

「いっそのこと、フロリーとセーラをレオの左右に並べてですね、ダブルヒロインのように見せかけて読者を煙けむに巻ければ」

「おいおい」

「煽あおり文句もですね、『大国アリオンの人質に出されていた気弱な公子レオ・アッティール。明日の行方ゆくえさえわからずにいた彼だったが、清せい楚そで愛らしい令嬢フロリーと、鉄砲を携たずさえる強気な修しゆう道どう尼にセーラとの出会いによって運命の転換点を迎える。そんなとき、母国アトールとアリオンのあいだにいざこざが起こって──!?』みたいな」

「……まあ、ぎりぎり噓うそじゃないですけど、最後の『!?』に悪意を感じますね」

「電撃煽りごっこ、とかいって、ごくごく身内で好評なんですよ」

「（こいつとのつきあいを考えなおそう）」




　などというやり取りがあってしばらく経たって、手もとに届いたラフイメージでは、レオ公子の背後でセーラさんが妖あやしげな笑みを浮かべていましたとさ。

「じゃあ、今度（２巻）はフロリーかな」

　と思っていたんですが、先ほど届いた２巻表紙のラフイメージを見てびっくり。まさかのカミュ抜ばつ擢てき！　いや、今回のストーリーから考えればおかしくはないんですが。

　……編集サイドも、女の子のアピールはあきらめたのかなあ……。苦労をおかけします、本当。


杉すぎ原はら智とも則のり
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杉すぎ原はら智とも則のり

鹿児島県出身。Ｆ×７のリメイクやらシェ×ムーの新作やらの発表を受けて外国人が感動でむせび泣いている動画を見たあと、「自分だったら何が発表されたらこんなに嬉しくなるだろう」と悩んだ。悩んで悩んで悩んだ果てに、悩んでいる事実自体にむせび泣きたくなった。
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イラスト／岡おか谷や

今までカラーイラストをたくさん描くことがなかったので、お陰様で良い経験をさせていただいています。

お気に入りは中間管理職っぽいパーシーさんです。







本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。




電撃文庫公式ホームページ 読者アンケートフォーム

http://dengekibunko.jp/

※メニューの「読者アンケート」よりお進みください。




ファンレターあて先

〒102-8584　東京都千代田区富士見1-8-19

アスキー・メディアワークス電撃文庫編集部

「杉原智則先生」係

「岡谷先生」係











本書は書き下ろしです。













この物語はフィクションです。実在の人物・団体等とは一切関係ありません。
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